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1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

EPMのベスト・プラクティスは、CoE (センター・オブ・エクセレンス)を作成することです。
EPM CoEは、導入およびベスト・プラクティスを確実にするための統合された取組みです。
パフォーマンス管理およびテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロ
セスの変革を促進します。
クラウドの導入により、組織がビジネス・アジリティを改善し、革新的なソリューションを
促進することが可能になります。EPM CoEはクラウド・イニシアチブを監督し、投資を保護
および維持し、効果的な使用を促進するのに役立ちます。
EPM CoEチーム:

• クラウドの導入を確実にし、組織が Cloud EPMの投資を最大限に活用することを支援し
ます

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理イニシアチブをリードし、変革を促進します
すでに EPMを実装済の顧客を含めて、すべての顧客が EPM CoEからメリットを得られま
す。
使用を開始する方法
クリックして、EPM CoEのベスト・プラクティス、ガイダンスおよび戦略を取得します: EPM
センター・オブ・エクセレンスの概要。
さらに学習
• クラウド・カスタマ・コネクトWebセミナーを見る: Cloud EPMのセンター・オブ・エ
クセレンス(CoE)の作成および実行

• ビデオを見る: 概要: EPMセンター・オブ・エクセレンスおよびセンター・オブ・エクセ
レンスの作成。

• EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行の EPM CoEのビジネス上のメリ
ットおよび価値提案の確認。
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https://community.oracle.com/customerconnect/events/604185-epm-creating-and-running-a-center-of-excellence-coe-for-cloud-epm
https://community.oracle.com/customerconnect/events/604185-epm-creating-and-running-a-center-of-excellence-coe-for-cloud-epm
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:32425
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:32437
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3
Profitability and Cost Managementの開始

次も参照:

• Profitability and Cost Managementについて
収益性を最大化するには、コストと収益を正確に測定して配賦し、管理する必要がありま
す。

• Profitability and Cost Managementアプリケーションについて
Profitability and Cost Managementは、スクリプト作成よりもドメイン分析の知識が豊富
なユーザーをサポートしています。

• Profitability and Cost Managementアプリケーションの作成
• Profitability and Cost Managementの起動

Webブラウザから Profitability and Cost Managementを起動できます。
• Profitability and Cost Managementホーム・ページ
ログインすると、Profitability and Cost Managementホーム・ページが表示されます。

• 共通の機能コントロール
Profitability and Cost Managementの機能画面の多くは、このトピックで説明しているコ
ントロールを備えています。

• アクセシビリティ機能のアクティブ化
Profitability and Cost Managementのアクセシビリティ機能をアクティブ化できます。

• Profitability and Cost Managementライブラリの使用
Profitability and Cost Managementライブラリは、オラクル社対象トピックのエキスパー
トによって開発された各種の無償の学習コンテンツを提供しています。

Profitability and Cost Managementについて
収益性を最大化するには、コストと収益を正確に測定して配賦し、管理する必要があります。
Profitability and Cost Managementは、製品、顧客、地域、支店などのビジネス・セグメント
の収益性を計算するために必要な、コストおよび収益の配賦を管理する分析ソフトウェア・
ツールです。Profitability and Cost Managementでは、費用分解、消費ベースの費用計算およ
びシナリオ再生を使用して、有効な計画および意思決定支援の収益性を測定できます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
Profitability and Cost Managementのツアー
を見る  概要ツアー・ビデオ
Profitability and Cost Managementのスター
ト・ガイドに関する詳細の取得  概要: Profitability and Cost Management

Cloudスタート・ガイド
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チュートリアル

目的 方法の学習
Profitability and Cost Managementのス
タート・ガイドに関するドキュメントとビ
デオについてガイドする一連のチュートリ
アル学習パスにアクセス

 スタート・ガイド・チュートリアル

ユーザーのタイプとドキュメント
Profitability and Cost Managementの多くの機能は専用の用途向けに設計されており、
付随するドキュメントに反映されています。
表 3-1 ドキュメント、コンテンツ、対象読者

タイトル コンテンツ 対象読者
Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者スタート・ガイド Profitability and

Cost
Managementを
起動してナビゲ
ートする方法、ク
ライアント・ソフ
トウェアのイン
ストール方法、ユ
ーザーの定義方
法、その他のセキ
ュリティおよび
設定タスクを実
行する方法

システムにユー
ザーを追加し、そ
の他の予備的な
システム管理タ
スクを実行する、
アイデンティテ
ィ・ドメイン管理
者およびサービ
ス管理者

Oracle Enterprise Performance Management Cloudユーザー・スタート・ガイド Profitability and
Cost
Managementを
起動してナビゲ
ートする方法、ク
ライアント・ソフ
トウェアのイン
ストール方法

Profitability and
Cost
Managementア
プリケーション
を設計、作成およ
び使用するパワ
ー・ユーザー、ユ
ーザー、参照者

Profitability and Cost Managementの管理 コストと収益の
配賦を分析し、分
析ツールを設定
するために、デー
タ・アクセスを管
理し、データを管
理し、アプリケー
ションを作成お
よび管理する方
法

サービス管理者
および設計レベ
ルのセキュリテ
ィ・プロビジョニ
ングのパワー・ユ
ーザー
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表 3-1 (続き) ドキュメント、コンテンツ、対象読者

タイトル コンテンツ 対象読者
Profitability and Cost Managementの操作 Profitability and

Cost
Managementを
起動してナビゲ
ートし、分析結
果、問合せ、レポ
ートを表示する
方法

データを入力ま
たは表示し、コス
トと収益の配賦
を分析する必要
のあるユーザー
または参照者

Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイド Profitability and
Cost
Managementに
おける計算の問
題のトラブルシ
ューティング方
法は、計算の問題
のトラブルシュ
ーティングを確
認してください。
アプリケーショ
ン・スケーラビリ
ティ、ディメンシ
ョン設計および
アプリケーショ
ン・ロジック設計
の管理方法は、ア
プリケーション
設計のベスト・プ
ラクティスを確
認してください。

Profitability and
Cost
Managementで
計算の問題をト
ラブルシューテ
ィングし、アプリ
ケーション設計
のベスト・プラク
ティスを確認す
る必要があるサ
ービス管理者

コード開発者およびアクセシビリティを必要とするユーザー向けに、追加のドキュメントも
用意されています。アクセシビリティ機能のアクティブ化および Profitability and Cost
Managementライブラリの使用を参照してください。

アーキテクチャ
Profitability and Cost Managementはデータ・ストレージに Oracle Essbaseキューブを使用
し、他の関連ソフトウェアを使用して様々なデータを処理および計算します。
アプリケーション・データと計算された結果は、様々なレポートおよび分析ツール(Oracle
Smart View for Office、Financial Reportingなど)に出力できます。
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Profitability and Cost Managementアプリケーションに
ついて

Profitability and Cost Managementは、スクリプト作成よりもドメイン分析の知識が豊
富なユーザーをサポートしています。
Profitability and Cost Managementアプリケーションは、管理レポートの計算およびレ
ポートの分野には豊富な経験を持つが Oracle Essbaseとスクリプト構文またはプロ
グラミング言語には多くの経験を持たないアナリストが使用するために設計されてい
ます。
Profitability and Cost Managementアプリケーションのデータは、Essbaseマルチディ
メンショナル・データベースとリレーショナル・データベースの両方に格納されます。
サービス管理者セキュリティ・プロビジョニングを持つユーザーは、Profitabilityアプ
リケーション・コンソールでアプリケーションを作成、移入することができます。サ
ービス管理者およびパワー・ユーザーの役割を持つユーザーは、ディメンションおよ
びディメンション・メンバーを使用して組織内の勘定科目、活動および操作の階層を
定義できます。

基本的な概念
Profitability and Cost Managementを使用してコストおよび収益をモデル化するには、
次の基本的な概念を理解する必要があります:

• ディメンション - 基礎となるデータベースのデータ・カテゴリで、値の取得や保存
用にデータを編成する際に使用されます。通常、ディメンションには関連するメン
バーをグループ化した階層が含まれます。たとえば、Periodディメンションは多
くの場合四半期、月などの期間の各単位のメンバーが含まれます。

• アプリケーション - 分析要件またはレポート要件の特定のセットを満たすために
使用されるディメンションおよびディメンション・メンバーの関連セットです。

• モデリング要素-ディメンションおよびメンバーに配賦ロジックを適用する、
Profitability and Cost Managementアプリケーションで使用されるアプリケーショ
ン・パーツ。モデリング要素には、既存の、または提案されたビジネス事例を反映
する、コスト配賦ルールや分析定義が含まれます。
これらの要素を組み合せて、アプリケーション内の配賦ポイントを整理して論理的
なフローに編成します。注意深くモデルを作成することで、実際のプロセスおよび
活動を網羅し、現実的にコストと収益を配賦することができます。

Profitability and Cost Managementアプリケーションは企業の一部または全体を表し、
企業の勘定科目および一般会計に相当するコストおよび収益カテゴリを含んでいま
す。Profitability and Cost Managementアプリケーションを使用することで、企業内の
コストおよび収益に影響を与えるプロセスや活動を正確にトレースできます。
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Profitability and Cost Managementアプリケーションの操作のガイ
ドライン

概要
このトピックでは、ユーザーのセキュリティ役割に基づいたアプリケーションの設計および
構築のアプローチと、実行可能なタスクについて説明します。
サービス管理者およびパワー・ユーザーの場合
Profitability and Cost Managementのサービス管理者およびパワー・ユーザーは、次のステッ
プでアプリケーションを設定できます(実際にアプリケーションを作成できるのはサービス管
理者のみです)。
1. アプリケーションを作成する前に、要件および必要な配賦方法を定義します。
アプリケーションのビジネス要件と、レポートに対する要求を明確にする必要がありま
す。紙と鉛筆、関係者とのディスカッション、フローチャート、ダイアグラム用ソフトウ
ェアなどのツールを使用して、目標を達成するためにアプリケーションに必要とされる概
念を固めていきます。場合によっては、最初に実現する必要がある目標を決定してから、
目標を満たす最適の戦略を構築するというように、逆算して作業していく方法も有効で
す。
ディメンションのアウトラインをデザインする場合は、レポートの目的と要件を綿密に定
義します。アウトラインのデザインに労力を投資すると、よいレポートが生成されるとい
う形で報われます。

2. Profitabilityアプリケーション・コンソールを使用して、ディメンション(ルール、残高、
ビジネス・ディメンション、POVディメンションなど)を定義し、アプリケーション内に
主なオブジェクトを構築します。

3. Profitability and Cost Managementデータベースをデプロイします。
アプリケーションがデプロイされたら、適切なセキュリティがプロビジョニングされてい
るユーザーは、モデリング・タスクを実行して、特定のコストと収益の配賦に対する資金
のフローを示すことができます。配賦のソースと宛先の範囲はどちらも Profitability and
Cost Managementユーザー・インタフェースを使用して配賦およびカスタム計算ルール
として定義されます。視点(POV)は、特定のモデリング条件を表し、異なる月または四半
期の値を表示したり、予算と実績を比較したりするだけでなく、様々な変更が最終損益に
与える影響を測定するためにシナリオを再生することなども可能です。

4. Profitability and Cost Managementを使用して、またはデータベースに直接、コストと収
益のデータが含まれる、基礎となる Oracle Essbaseデータベースを移入します。

5. コストと収益のデータの計算方法を指定するドライバを指定します。これらは、配賦(ル
ール)を定義すると追加されます。

6. ルール・セットおよびルールを作成します。
すべてのモデリング構造は、POVの下のルール・セットおよびルールの構成によって制
御されます。POVごとに、ルールはデータベースの同一または類似のリージョンに対し
て実行される、また、同時または類似の時刻に実行されるグループに編成されます。これ
らのグループはルール・セットと呼ばれます。これらはルールが実行される順序を決定し
ます。ルールは、POVまたはルール・セット・レベルからデフォルト・メンバーの選択
を継承できるため、ユーザーはデータベースのリージョンを一度定義すれば、それを毎回
指定しなくても何度も使用できます。これらのデフォルトは「コンテキスト」と呼ばれま
す。
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7. Profitability and Cost Managementのアプリケーション構造を検証し、検証ルール
に準拠していることを確認します。
すべての配賦が計上されたこと、および計算の貸借が一致していることを確認する
ため、アプリケーションの作成後に、そのモデリング構造が検証されます。検証後
に、データベースをデプロイしてからアプリケーションを計算し、結果を分析しま
す。

8. ユーザーおよび参照者の役割で使用できるよう、分析ビューとその他の分析ツール
を設定します。

9. アプリケーションを計算します。
ユーザーおよび参照者の場合
ユーザーおよび参照者を含むすべてのユーザーは、次に示す内容のほとんどを実行で
きます。
• 計算結果を分析します。配賦のトレース機能を使用して、アプリケーション全体に
おける資金フローを、順方向と逆方向のどちらでも、視覚的に追跡できます。

• 分析機能を使用して、収益とコストの配賦を追跡してレポートを作成できます。

ヒント:

説明は、配賦プロセスをドキュメント化する上で重要な方法であり、プログ
ラム・ドキュメンテーション・レポートで使用されます。また、ユーザーお
よび参照者が、分析ビューやその他の分析ツールを選択する際のガイドでも
あります。わかりやすいよう、可能なかぎり、意味のわかる、完全な説明に
してください。

ビデオ

目的 参照するビデオ
Profitability and Cost
Managementのデータのモ
デリング方法の学習

 『概要: Oracle Profitability and Cost Managementのデー
タのモデリング』

Profitability and Cost Managementアプリケーションの
作成

EPM Enterprise Cloud Serviceのランディング・ページ
EPM Enterprise Cloud Serviceアプリケーションを使用する場合、ランディング・ペー
ジは、Profitability and Cost Managementアプリケーションを作成したり、開始に役立
つ概要ビデオを表示するための開始点です。
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ノート:

EPM Enterprise Cloud Serviceアプリケーションを使用しない場合は、この項を無
視して、次のアプリケーションを作成するステップに含まれるステップに直接進み
ます。

 

 

EPM Enterprise Cloud Serviceの各サブスクリプションに対して 1つのアプリケーションを
作成できます。「Profitability and Cost Management」の「選択」をクリックし、環境を事
前構成します。このプロセスには約 20分かかります。事前構成プロセスを開始するには、
「OK」をクリックします。事前構成プロセスの最中は環境を使用できません。

ノート:

アプリケーションの作成を開始した後、ランディング・ページには戻れません。ラ
ンディング・ページに戻って異なるアプリケーションを作成する場合は、最初に環
境を当初の状態にリセットする必要があります。Oracle Enterprise Performance
Management Cloud管理者スタート・ガイドの別のビジネス・プロセスへの切替え
を参照してください。

アプリケーションを作成するステップ
Profitability and Cost Managementアプリケーションを作成するには
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1. EPM Enterprise Cloud Service環境にサービス管理者としてサインインします。
EPM Cloudへのアクセスを参照してください。
Profitability and Cost Managementアプリケーションを作成するには、次の 3つの
オプションがあります:

 

 

2. アプリケーションを作成するためのオプションを選択します。
• サンプル・アプリケーションの作成: 「作成」をクリックして、データおよび
アーティファクトを含むサンプル・ビジネス・プロセスを作成します。このす
ぐに使用できるビジネス・プロセスを使用して、機能領域をテストおよび調査
できます。独自のビジネス・プロセスをモデル化するためのテンプレートとし
ても使用できます。サンプル・アプリケーションへのアクセスを参照してくだ
さい。

• 新規アプリケーションを作成します: 開始をクリックし、コンテナ・ビジネス・
プロセスを作成します。Profitability and Cost Managementの管理のフラッ
ト・ファイルからのディメンションを含むアプリケーションの作成を参照して
ください。

• 移行: 移行をクリックし、以前に環境にアップロードしたスナップショットか
らビジネス・プロセスをインポートします。前提条件およびスナップショット
の互換性については、EPM Standard Cloud Serviceおよび EPM Enterprise
Cloud Serviceに移行可能なアプリケーション を参照してください。
このガイドのテンプレート・ファイルのインポートによるアプリケーションの
構築および Profitability and Cost Managementアプリケーションの作成と移
行、さらに Oracle Enterprise Performance Management Cloud移行の管理で次
のトピックを参照してください:

– アーティファクトとアプリケーションのバックアップ
– サービスへのアーカイブのアップロード
– スナップショットからのアーティファクトとアプリケーションのインポー
ト

Profitability and Cost Managementの起動
Webブラウザから Profitability and Cost Managementを起動できます。
Profitability and Cost Managementを開くには:
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1. Webブラウザで、Oracle提供のリンクをクリックします。
2. ユーザー名とパスワードを入力します。
リクエストされた場合は、アプリケーションを選択します。

ノート:

パスワードは大文字と小文字が区別されます。

3. 「サインイン」をクリックします。
Profitability and Cost Managementホーム・ページが開きます。

Profitability and Cost Managementホーム・ページ
ログインすると、Profitability and Cost Managementホーム・ページが表示されます。
セキュリティ・レベル、役割およびテーマの選択内容によって、Profitability and Cost
Managementの正確な外観が決定されます。次の図は、現在のデフォルトである「スカイ・
ブルー」の背景およびアイコンを示しています。「ツール」、外観での選択肢によって、画面
は少し異なる場合があります。

図 3-1 Profitability and Cost Management

ホーム・ページは次のメイン領域で構成されます。
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• 「ナビゲータ」画面( に関連)

• メッセージのスペース、お気に入りリンク、最近開いたファイル、その他の情報が
表示された「お知らせ」領域

• ホーム・ページのクラスタ・アイコン
ホーム・ページのその他のコンテンツ:

• 「ホーム・ページ」アイコン(他の場所からホーム・ページにジャンプ )

• 「アクセシビリティ」アイコン(アクセシビリティ設定を表示)、アクセシビリ
ティ機能のアクティブ化を参照

• ヘッダーにあるユーザー名付きの「設定およびアクション」メニュー
( )。クリックすると、オンライン・ヘルプなどの情報が表示されま
す。Oracle Smart View for Officeなどのクライアント・ソフトウェアを、このメニ
ューからダウンロードすることもできます。「ダウンロード」をクリックして、使
用可能なソフトウェアから選択します。

ヘルプおよび学習サポートの詳細は、Profitability and Cost Managementライブラリの
使用を参照してください。

ノート:

表示される内容および使用できる機能はセキュリティ・プロビジョニングに
よって決定されるため、ユーザーのホーム・ページはここの説明や表示と異
なることがあります。外観を変更するには、「ツール」、「外観」の順に選択し
ます。

「ナビゲータ」画面
をクリックして「ナビゲータ」画面を表示します。この画面はアプリケーションの

各機能のサイトマップとして使用でき、アクセスできるすべてのページへのリンクが
表示されます。「ナビゲータ」画面では、アプリケーションの構築、検証および計算、
または結果のレポートに必要なプロセスに移動できます。「ナビゲータ」を使用して、
Smart Viewや Financial Reportingなどのクライアント・アプリケーションをインスト
ールすることもできます。
「お知らせ」領域
「お知らせ」領域には、投稿されたお知らせが表示されます。写真をアップロードする
(ユーザー・プリファレンスの設定)、最近アクセスしたファイルを表示する(「最近」タ
ブ)、分析チャートまたはビューにお気に入りリンクを追加する(「お気に入り」タブ)こ
とができます。主な機能についてのツアー・ビデオを実行することもできます。
アイテムを「お気に入り」に追加するには:

1. ダッシュボード、分析ビュー、散布分析グラフまたは利益曲線を選択します。
2. 「アクション」 をクリックしてから「お気に入りとして追加」を選択します。
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ノート:

お気に入りとして選択できる項目については、Profitability and Cost Managementの
管理または Profitability and Cost Managementの操作の「分析」章を参照してくだ
さい。

ホーム・ページのクラスタ・アイコン
これらのアイコンを使用して、各機能クラスタについてデータおよび関連情報を表示および
分析します。選択したテーマによっては、アイコンの外観がここに表示されたものと多少異
なりますが、メインの記号は同様のものとなります。

図 3-2 Profitability and Cost Managementホーム・ページ・アイコン

表 1に、ホーム・ページのアイコンとその用途を示します。
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表 3-2 「ホーム・ページ」アイコン

アイコン名 アイコン 用途
ダッシュボード ダッシュボー

ドの作成、変
更、表示

インテリジェンス 分析ビュー、散
布分析グラフ、
利益曲線、配賦
トレース、問合
せ、キー・パフ
ォーマンス・イ
ンディケータ
の作成、変更、
表示

レポート 財務レポート
の作成、変更、
表示

アプリケーション アプリケーシ
ョンの作成と
変更、アーティ
ファクトのイ
ンポートとエ
クスポート

モデル 計算の実行、視
点(POV)の操
作、アプリケー
ションの作成
および変更

ツール ホーム・ページ
の背景および
ロゴのカスタ
マイズ、日次メ
ンテナンス時
間の設定、アプ
リケーショ
ン・アクセス権
の制御

アカデミ ドキュメント
とビデオの表
示

共通の機能コントロール
Profitability and Cost Managementの機能画面の多くは、このトピックで説明している
コントロールを備えています。
表 3-3 Profitability and Cost Managementの各種機能画面の共通コントロール

コントロール 名前 アクション
「検索」ボックス 入力したテキストを検索しま

す

第 3章
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表 3-3 (続き) Profitability and Cost Managementの各種機能画面の共通コントロー
ル

コントロール 名前 アクション
「作成」ボタン 表示されたタイプのアイテム

を新規作成します
「削除」ボタン リストから選択したアイテム

を削除します
「編集」ボタン 選択したアイテムを編集用に

開きます
「コピー」ボタン 選択したアイテムを別の名前

で貼り付けるためにコピーし
ます

「検査」ボタン 選択したアイテムに関する情
報(「ジョブ・ライブラリ」のジ
ョブなど)を表示します

「リフレッシュ」ボタン 表示されたアイテムを最新の
データで更新します

「ソート」ボックス 選択内容に従って、表示された
表をソートします。たとえば
「ジョブ・ライブラリ」では、
「開始日」、「終了日」、「ユーザ
ー」または「ジョブ・タイプ」
の各列をソートできます。上
向き三角形は昇順ソート、下向
き三角形は降順ソートです

「アクション」ボタン 選択したアイテムのアクショ
ン・メニューを提供します

「ヘルプ」ボタン 一般的なオンライン・ヘルプ、
現在のウィンドウに関するヘ
ルプ、クラウド・カスタマ・コ
ネクト、フィードバックを提供
する機能および Oracleサポー
トへのアクセスを提供します

アクセシビリティ機能のアクティブ化
Profitability and Cost Managementのアクセシビリティ機能をアクティブ化できます。
ビジュアル・アクセシビリティ機能をアクティブ化するには:

1. ホーム・ページで をクリックします。
2. 「アクセシビリティ設定」ウィンドウで、次から選択します。

• スクリーン・リーダー・モード: 画面上のテキストを読み取るためにスクリーン・リ
ーダーを有効にします

• 高コントラスト: 画面のコントラストを鮮明にします
Profitability and Cost Managementのアクセシビリティ機能についてさらに学習するには、
Profitability and Cost Managementアクセシビリティ・ガイドを参照してください。
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Profitability and Cost Managementライブラリの使用
Profitability and Cost Managementライブラリは、オラクル社対象トピックのエキスパ
ートによって開発された各種の無償の学習コンテンツを提供しています。
ライブラリにアクセスするには、Profitability and Cost Managementホーム・ページ
で、スクリーン・ヘッダーの、ユーザー名が のように表示されている「設
定およびアクション」メニューをクリックします。
ほとんどの画面で、「このトピックのヘルプ」をクリックしてその画面に関連したオン
ライン・ヘルプを表示できます。あるいは、「ヘルプ」をクリックして Oracle Profitability
and Cost Management Cloudの Learning Libraryを開き、ナビゲーション・ペインで
次のいずれかのリンクをクリックします。
• ブック: すべての Profitability and Cost Managementドキュメントを HTMLおよび

PDF形式で、他の関連ドキュメントとともに表示およびダウンロードします
• ビデオ: 概要およびチュートリアルのビデオを表示します
• チュートリアル: Profitability and Cost Managementタスクのステップごとの支援

第 3章
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4
管理およびセキュリティの概要

次も参照:

• アクセス権とデータ・セキュリティの管理について
Profitability and Cost Managementは、2レベルのセキュリティで、サービス、データお
よび機能に対するアクセスを制御します。

• 管理タスクと事前定義済の役割
Profitability and Cost Managementのインスタンスに対する基本的なアクセス権は、事前
定義済の機能的な役割にユーザーを割り当てることによって付与されます。

• アプリケーション・アクセス権の制御
サービス・コンポーネントへの基本的なアクセスは、アイデンティティ・ドメインで事前
定義済の役割にユーザーを割り当てることで制御されます。

• データへのアクセス権の付与
データ権限は、Profitability and Cost Managementのセキュリティ機能です。

• ホーム・ページの外観のカスタマイズ
Oracleから提供されているもののかわりに、Profitability and Cost Managementのホー
ム・ページで独自のロゴや背景イメージを追加できます。

• メンテナンス時間の設定
サービス・インスタンスでは、定期的なメンテナンスの実行に毎日 1時間が必要です。

• パフォーマンス・アクティビティ・レポートの表示
様々な Profitability and Cost Managementタスクのパフォーマンスに関する情報が含ま
れるアクティビティ・ログを表示できます。

アクセス権とデータ・セキュリティの管理について
Profitability and Cost Managementは、2レベルのセキュリティで、サービス、データおよび
機能に対するアクセスを制御します。
セキュリティの 1つ目のレベルであるサービス・レベルでは、アイデンティティ・ドメイン
管理者がアイデンティティ・ドメイン内の環境ユーザーのアカウントを作成して管理します。
その際は、個人用サービス・アプリケーションを使用します。次に、事前定義済の役割をこ
れらのユーザーに割り当て、実行できるビジネス・アクティビティと、アクセスできるデー
タの一般的な領域を制御します。セキュリティのサービス・レベルに関する詳細は、Oracle
Enterprise Performance Management Cloud管理者スタート・ガイドのユーザーおよび役割の
管理についてを参照して、シングル・サインオン(SSO)および役割ベースのアクセスを設定し
てください。
2つ目のセキュリティ・レベルであるアプリケーション・レベルでは、様々な役割を持つユー
ザーが表示または作業できるデータを決定します。2つ目のセキュリティ・レベルは、アクセ
ス・グループとデータ権限で定義されます。ユーザーや参照者のような事前定義済のアクセ
ス・グループや、サービス管理者によって作成されるネイティブ・グループがあります(デー
タへのアクセス権の付与)。
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アイデンティティ・ドメイン管理者がユーザーを作成し、事前定義済の役割にユーザ
ーを割り当てた後、サービス管理者は、次のようにしてアプリケーション・アクセス
権をさらに制限できます:

1. サービス管理者は、「アクセス制御」を使用して、ネイティブ・グループ(ネイティ
ブ・ディレクトリ・グループとも呼ばれる)を作成します(アプリケーション・アク
セス権の制御)。

2. サービス管理者は、ユーザーおよび参照者の役割を持つユーザーのアクセスを制限
するデータ権限を作成します(データ権限の作成)。

3. サービス管理者は、ユーザーおよび参照者の役割を持つユーザーを、ネイティブ・
グループに割り当てます(アプリケーション・アクセス権の制御)。

4. サービス管理者は、ネイティブ・グループにデータ権限を割り当てます。特殊な場
合には個人にデータ権限を割り当てることもできますが、事前定義済のグループに
データ権限を割り当てることはできません(個人およびグループへのデータ権限の
割当て)。

管理タスクと事前定義済の役割に、機能に関するユーザーの役割と、実行できるタス
クのタイプがまとめられています。
サービスレベル・セキュリティの設定の詳細は、Oracle Enterprise Performance
Management Cloud管理者スタート・ガイドを参照してください。
ビデオ

目的 参照するビデオ
Profitability and Cost Managementにお
けるセキュリティの動作の理解  概要: Profitability and Cost Management

Cloudのセキュリティの理解
Profitability and Cost Managementでの
ユーザーの管理および役割の割当て方法の
学習

 Profitability and Cost Managementでのユ
ーザーの管理および役割の割当て

管理タスクと事前定義済の役割
Profitability and Cost Managementのインスタンスに対する基本的なアクセス権は、事
前定義済の機能的な役割にユーザーを割り当てることによって付与されます。
たとえば、テスト・インスタンスに属するレポートの表示をユーザーに許可する場合
は、そのインスタンスの参照者の役割に割り当てる必要があります。
Profitability and Cost Managementの役割は累積的です。たとえば、サービス管理者
は、パワー・ユーザーや参照者の役割と同じタスクに加え、独自の排他的タスクを実
行できます。
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ノート:

アイデンティティ・ドメイン管理者は機能役割ではなく、機能役割を介して付与さ
れたアクセス権を継承しません。サービス機能にアクセスするには、表 1に記載さ
れている 4つの機能役割のいずれかが、アイデンティティ・ドメイン管理者に付与
されている必要があります。
この役割の詳細は、『Oracle Cloudスタート・ガイド』のアイデンティティ・ドメイ
ン管理者の役割に関する項を参照してください。

アイデンティティ・ドメイン管理者が初期設定およびサービス・アクセス・タスクを実行し
た後、アプリケーション・レベルのセキュリティおよび設定タスクは、次のように管理され
ます:

• サービス管理者は、次のアプリケーション・レベルのセキュリティ・タスクおよびアプリ
ケーション設定タスクを実行します。
– Profitabilityアプリケーション・コンソールを使用して、アプリケーションおよびその
ディメンションとメンバーを作成および管理します。

– アプリケーション・アーティファクトをオンプレミス環境からクラウド環境、テスト
環境から本番環境に移行し、バックアップ・タスクや復元タスクを実行します。

– 他の 3つの機能的な役割で実行可能なアクションを実行します
• また、パワー・ユーザーおよびサービス管理者は、次のタスクを実行できます。

– モデリング・ルールおよび視点(POV)を作成、更新および削除します。
– 分析ビュー、ダッシュボード、散布分析チャート、利益曲線、キー・パフォーマン
ス・インディケータおよびレポートを含む様々なモデリング分析を設定します。

– データをロードします。
– アプリケーションを計算および再計算します。
– モデル・データを表示および変更します。
– 割当てをトレースします。

次の表は、これらのタスクをまとめたものです。
表 4-1 Profitability and Cost Management役割

役割 説明
サービス管理者 Profitability and Cost Managementのすべての機能アクティビティ

を実行します。
この役割は、アプリケーションとサービス・コンポーネントを作成およ
び管理する必要がある Profitability and Cost Managementのエキス
パートに付与する必要があります。

パワー・ユーザー データを参照して対話します。この役割は、複数の Profitability and
Cost Managementの機能領域への高度なアクセス権を付与します。
この役割は特に、シニア財務アナリストに付与する必要があります。
サービス管理者と同様、パワー・ユーザーは、ルール・セット、ルー
ル、分析ビュー、ダッシュボード、散布分析チャート、利益曲線、キ
ー・パフォーマンス・インディケータおよびレポートなどのサービス・
コンポーネントを作成および管理できます。
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表 4-1 (続き) Profitability and Cost Management役割

役割 説明
ユーザー データを入力し、アクセス権を持つディメンション・メンバーの分析を

実行します。レポートおよび他の分析出力を設計します。
ノート: データ権限によって、ユーザー役割を持つユーザーの書込みア
クセス権が影響を受ける可能性があります。データ権限グループの考
慮事項のノートを参照してください。

参照者 様々な分析機能を使用してデータを表示および分析します。
ノート: 参照者の役割を持つユーザーには、書込みアクセス権が付与さ
れません。

ノート:

• これらの役割は累積的であるため、各ユーザーに必要な役割は 1つのみ
です。各ユーザーに一度に割り当てる役割は、これらの 4つのうち 1つ
のみです。

• セキュリティの設定および役割の割当ての詳細は、Oracle Enterprise
Performance Management Cloud管理者スタート・ガイドを参照してく
ださい。

ビデオ

目的 参照するビデオ
Profitability and Cost
Managementのセキュリティの
概要の取得

 セキュリティの概要ビデオ

アプリケーション・アクセス権の制御
サービス・コンポーネントへの基本的なアクセスは、アイデンティティ・ドメインで
事前定義済の役割にユーザーを割り当てることで制御されます。
アクセス権とデータ・セキュリティの管理についてでは、Profitability and Cost
Managementのセキュリティ・モデルがまとめられています。
さらに、サービス管理者は、アクセス制御から、アイデンティティ・ドメイン・ユー
ザーまたは他のグループで構成されるグループを作成できます。役割をこのようなグ
ループに割り当てることで、サービス管理者は多数のユーザーに一度に役割を付与で
き、管理オーバーヘッドを削減できます。
アプリケーション・レベルの役割の割当てでは、ユーザーのアクセス権限の拡張のみ
を実行できます。アプリケーション・レベルで割り当てられた役割で、事前定義済役
割によって付与された権限を削減することはできません。
Profitability and Cost Managementのアクセス制御機能を表示するには、ホーム・ペー
ジで「ツール」 、「アクセス制御」 の順にクリックします。
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ユーザーに対する役割の割当て、およびグループの作成に関する詳細は、Oracle Enterprise
Performance Management Cloud管理者スタート・ガイドおよび Oracle Enterprise
Performance Management Cloudアクセス制御の管理を参照してください。
次のデータへのアクセス権の付与の項では、ユーザーがデータ・スライスにアクセスできる
ようにする方法について説明します。

データへのアクセス権の付与
データ権限は、Profitability and Cost Managementのセキュリティ機能です。
次も参照:

• データ権限について
• データ権限グループの考慮事項
• データ権限の作成
• 個人およびグループへのデータ権限の割当て
• データ権限の修復

データ権限について
アクセス権とデータ・セキュリティの管理についてでは、Profitability and Cost Management
のセキュリティ機能がまとめられています。
サービス管理者またはパワー・ユーザーの役割を持つユーザーは、すべてのデータにアクセ
スできる必要があります。ただし、サービス管理者は、ユーザーおよび参照者の役割を持つ
ユーザーのアクセスの対象を特定のデータ・スライス(地域、部署、および製品など)に制限で
きます。これは、データ権限を作成して割り当てることによって行います。データ権限とは、
ユーザーまたはグループのアクセスの対象をディメンション内で許可されたデータのみに限
定するためにこれらのユーザーまたはグループに割り当てることができる一連のデータ・ス
ライスです。
• アクセス・グループには、2つのタイプがあります。

– 事前定義済グループ: ユーザーおよび参照者グループなど。
– ネイティブ・グループ: 様々なビジネス目的で特定のユーザーをグループ化するため
にアイデンティティ・ドメイン管理者によって作成されます。ネイティブ・グループ
には、その目的に関連する意味のある名前を付ける必要があります。

• データ権限により、ユーザーまたはグループへの割当てが可能なデータ・スライスを定義
し、これらのユーザーまたはグループがこれらの定義済データ・スライス内のデータにア
クセスできるようにします。
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注意:

サービス管理者は現在、データ権限を作成して割り当てることにより、ユー
ザーおよび参照者によるデータ・アクセスの対象をキューブの特定のスライ
スに限定するよう制御できます。デフォルトでは、これらのグループ内のユ
ーザーにはデータ権限がないため、データを参照できません。データ権限が
割り当てられると、データ権限によって定義されているデータのスライスを
参照できるようになります。事前定義済のユーザーの役割を持つユーザー
は、割り当てられたデータ・スライスのデータを編集できます。
データ権限には、ユーザーおよび参照者が参照できるメンバーを制限するデ
ィメンションをすべて含める必要があります。データ権限に含まれていない
ディメンションの場合、そのディメンションに対する完全なアクセスが許可
されます。ユーザーまたは参照者の最終ビューは、データ権限定義で選択し
たディメンションに基づいて制限されます。
データ権限グループの考慮事項も参照してください。

次のトピックでは、データ権限管理タスクを定義しています。
• データ権限の作成
• 個人およびグループへのデータ権限の割当て
• データ権限の修復

データ権限グループの考慮事項
データ権限についてで説明しているように、Profitability and Cost Managementには、
事前定義済とネイティブ・グループという 2種類のアクセス・グループがあります。

ノート:

次に示す各概念、特に権限の一方向への継承に関しては非常に重要です。

ネイティブ・グループを作成し、事前定義済のグループに関連付けて権限レベルを割
り当てる場合は、その権限を継承する必要があります。継承は、親から子への一方向
のみに行われます。
サービス管理者は事前定義済グループをネイティブ・グループに割り当てることのみ
が可能です。
ネイティブ・グループが提供するのは読取りアクセス権のみです。ネイティブ・グル
ープにより書込みアクセス権を提供することはできません。
サービス管理者は、書込みアクセスができるようにデータ権限を事前定義済ユーザー
役割に対して引き続き割り当てることができますが、その場合はそのユーザー役割に
割り当てられているすべてのユーザーが、割り当てられたデータ権限への書込みアク
セス権を持つことになります。
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データ権限の作成
データ権限は、一連のディメンションとメンバーで、これらのディメンションに割り当てら
れたユーザーが参照できる内容を定義します。データ権限は、作成された後、ユーザーおよ
び参照者の役割を持つユーザーに個別に割り当てることができますが、ほとんどの場合は、
ユーザーおよび参照者の役割を持つユーザーが含まれるネイティブ・グループに割り当てら
れます。データ権限は、サービス管理者またはパワー・ユーザーに割り当てることはできま
せん。
データ権限を作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」( )をクリックし、「アプリケーション」をも
う一度クリックしてから、「データ権限」( )をクリックします。

2. 「作成」をクリックします。
3. 「データ権限の作成」で、一意の「データ権限名」とオプションの「説明」を入力します。
4. 「ディメンションの追加」をクリックし、次を実行します。

a. 追加するディメンション(部署など)を選択します。
b. 「メンバーの選択」をクリックします。
c. 「メンバー・セレクタ」で、メンバーを選択し、追加する特定のメンバーをドリルダ
ウンして選択します。

d. オプション: をクリックし、メンバー関数を定義します(メンバー関数の使用方法)。
作業の途中で、「選択」の横の をクリックし、選択した 1つ以上のメンバーを削除した
り、画面の反対側の をクリックし、別名またはメンバー数のフィルタリングや表示また
はデータのリフレッシュを行ったりできます。

5. そのディメンションのメンバー選択が完了したら、「OK」をクリックします。
「データ権限の作成」画面が再表示されます。

6. オプション: 「ディメンションの追加」をクリックし、データ権限に別のディメンション
を追加します。

7. データ権限の定義が完了したら、「保存」または「保存して閉じる」をクリックします。
これで、ユーザーまたは参照者の役割を持つ 1人以上のユーザーに定義を割り当てる準備が
整いました。手順については、個人およびグループへのデータ権限の割当てを参照してくだ
さい。

ノート:

親メンバーを選択するがその子を選択しない場合、そのデータ権限を割り当てられ
たユーザーが参照できるのは、親の集約データのみであり、個々の子の集約データ
は参照できません。
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個人およびグループへのデータ権限の割当て
役割は、アプリケーション・アクセス権の制御で説明されているように、アプリケー
ション・データに対してユーザーができる操作(作成、編集、表示など)を定義します。
データ権限により、ユーザーがアクセスできるデータを定義します。アクセス制御機
能を介して定義されるデータ権限を個々のユーザーまたはユーザーのネイティブ・グ
ループに割り当てることができます。
データ権限を割り当てるには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」 をクリックし、もう一度「アプリケ
ーション」をクリックしてから、「データ権限の割当て」 をクリックします。

2. 「データ権限の割当て」で、データ権限に割り当てるグループまたはユーザーを選
択し、 (「アクション」)をクリックします。

ノート:

アイコンを表示するために右へのスクロールが必要な場合がありま
す。

3. 「データ権限の追加」をクリックします。
4. 「データ権限の追加」で、追加するデータ権限を選択し、「OK」をクリックします。
ドロップダウンリストと検索ボックスを使用してデータ権限を探すことができま
す。

注意:

データ権限は、Profitability and Cost Managementに元々用意されている事前
定義済の参照者またはユーザー・グループではなく、ネイティブ・グループ
に対してのみ割り当てる必要があります。

データ権限の割当ての削除
データ権限の割当てを削除するには、前述のリストのステップ 1および 2に従います。
ステップ 3については、「データ権限の削除」をクリックします。

データ権限の修復
データ権限を Oracle Essbaseフィルタとして適用できます。エラーが発生した場合
は、データ権限を次のように修復できます。
1. 「アプリケーション」を選択し、再び「アプリケーション」を選択して、Profitability
アプリケーション・コンソールを表示します。

2. 「アプリケーション」タブで、「アクション」をクリックします。
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3. 「データ権限の修復」をクリックします。

ホーム・ページの外観のカスタマイズ
Oracleから提供されているもののかわりに、Profitability and Cost Managementのホーム・ペ
ージで独自のロゴや背景イメージを追加できます。
背景色のテーマを選択し、「ようこそ」領域に写真をアップロードすることもできます。
写真をアップロードするには、ユーザー・プリファレンスの設定を参照してください。
ロゴ、背景イメージ、背景色をカスタマイズするには:

1. Profitability and Cost Managementにログインします。

2. ホーム・ページで、「ツール」 をクリックし、「外観」 をクリックします。
3. オプション: ロゴ・ファイルと背景イメージ・ファイルの場所を入力し、「適用」をクリ
ックします。

4. オプション: メニューから背景色を選択します。

ノート:

「変更の破棄」をクリックすると、操作を取り消すことができ、「デフォルトの
リセット」をクリックすると、元の Oracleイメージを復元できます。

メンテナンス時間の設定
サービス・インスタンスでは、定期的なメンテナンスの実行に毎日 1時間が必要です。
管理者は都合のよい時間を選択して 1時間のメンテナンス・ウィンドウを開始できます。定
期的なメンテナンスに加えて、必要なパッチがこのメンテナンス・ウィンドウ中にサービス・
インスタンスに適用されます。
サービス・インスタンスはメンテナンス・ウィンドウ中にユーザーに提供されないため、サ
ービス管理者は誰もサービスを使用しない 1時間を特定する必要があります。接続ユーザー
はすべてログオフされ、保存されていないデータは失われます。
メンテナンス・ウィンドウを管理するには:

1. サービス・インスタンスにアクセスします(Profitability and Cost Managementにログイ
ン)。

2. ホーム・ページで「ツール」、「日次メンテナンス」の順にクリックします。
3. このサービス・インスタンスのバックアップのスケジュールを構成するステップは次のと
おりです。
a. 「開始時間」で、24時間制を使用してメンテナンス開始時間を選択します。
b. 次のフィールドで、サービス・メンテナンス・スケジュールに使用するタイム・ゾー
ンを選択します。

4. 「適用」をクリックします。
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パフォーマンス・アクティビティ・レポートの表
示

様々な Profitability and Cost Managementタスクのパフォーマンスに関する情報が含
まれるアクティビティ・ログを表示できます。
アクティビティ・レポートを表示するには:

1. スクリーン・ヘッダーの「設定およびアクション」メニュー で、「フィ
ードバックの提供」をクリックします。

2. 「アクティビティ・レポートの生成」などの短い説明を入力し、「送信」をクリックしま
す。

3. 20分待機してから、開いている Profitability and Cost Managementアプリケーシ
ョンで「アプリケーション」 をクリックします。

4. 「アプリケーション」が選択されていること を確認してから、「パフォーマン
ス」 をクリックします。
表示するレポートを選択します。
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5
Profitability and Cost Managementアプリケーションのディメンション

次も参照:

• Profitability and Cost Managementのディメンションについて
Profitability and Cost Managementでは、Oracle Essbaseで作成されたディメンションと
メンバーを使用します。

• ディメンション要件
データベース・アウトラインは、アプリケーションのデータ構造を提供し、計算指示や式
を含んでいます。

• ディメンション・タイプ
ディメンション・タイプには、システム・ディメンション、Profitability and Cost
Managementビジネス・ディメンション、POVディメンション、属性ディメンションお
よび別名ディメンションがあります。

Profitability and Cost Managementのディメンションにつ
いて

Profitability and Cost Managementでは、Oracle Essbaseで作成されたディメンションとメン
バーを使用します。
ディメンションは、フラット・ファイルを使用して Profitability and Cost Managementにイン
ポートされます。ディメンションとメンバーは、ビジネス・アプリケーションの構造要素の
多くを表すために使用されます。
• Profitability and Cost Managementによってシステム要件に使用するために予約されてい
るシステム・ディメンション(システム・ディメンション)

• ビジネス・ディメンション - 部署、勘定科目、アクティビティ、顧客、製品などの、ビジ
ネス固有のアプリケーション要素を表します(Profitability and Cost Managementのビジ
ネス・ディメンション)

• 視点(POV)ディメンション - 年、シナリオ、期間、バージョンなどの、アプリケーション
の特定の視点またはバージョンを識別します。バージョン・ディメンションを使用して、
アプリケーションの複数のバージョンを保持でき、アプリケーションの代替(つまり仮定
(What-if))シナリオ、または別の観点を作成できます(Profitability and Cost Managementの
POVディメンション)

• 属性ディメンション - ディメンション・メンバーの属性または品質に基づく分析を可能に
します。属性は、製品のサイズや色など、データの特性を示します

• 別名ディメンション(オプション) - ディメンションの定義に役立つ代替の名前、説明、言
語またはその他のアイテムを割り当てるために使用されます (Profitability and Cost
Managementの別名ディメンション)
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有効な Profitability and Cost Managementアプリケーションが含んでいる必要がある
ディメンションに関する情報は、ディメンション要件を参照してください。

ノート:

「ディメンション管理」を使用すると、Profitability and Cost Managementの
ほとんどのタイプのディメンションについて、ディメンションとメンバーの
構造を表示できます(ディメンション管理を使用したディメンションの表示、
作成および編集)。

ノート:

Profitability and Cost Managementでは、データ管理を使用した、ファイルを
介するメタデータのロードはサポートされていません。

ディメンション要件
データベース・アウトラインは、アプリケーションのデータ構造を提供し、計算指示
や式を含んでいます。
Oracle Essbaseアウトラインのディメンションは階層型です。データはディメンショ
ンの交差に格納されます。次に Profitability and Cost Managementのディメンション
の要件を示します。
• アプリケーションは少なくとも 1つの POVディメンションを含む必要があり、4
つまで POVディメンションを含むことができます。

• アプリケーションは、ルールという名前のシステム・ディメンションを 1つのみ含
む必要があります。

• アプリケーションは、残高という名前のシステム・ディメンションを 1つのみ含む
必要があります。
残高ディメンションのシステム・ディメンション・メンバーは編集できません。

• 少なくとも 1つのビジネス・ディメンションがある必要があります。

注意:

同じディメンション内でメンバーを繰り返すことはできません。ただ
し、複数のディメンションであればメンバーを繰り返すことができます。

ディメンション・タイプ
ディメンション・タイプには、システム・ディメンション、Profitability and Cost
Managementビジネス・ディメンション、POVディメンション、属性ディメンション
および別名ディメンションがあります。
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次も参照:

• システム・ディメンション
• Profitability and Cost Managementのビジネス・ディメンション
• Profitability and Cost Managementの POVディメンション
• Profitability and Cost Managementの属性ディメンション
• Profitability and Cost Managementの別名ディメンション

システム・ディメンション
Profitability and Cost Managementアプリケーションは、ルールと残高の 2つのシステム・デ
ィメンションを含む必要があります。これらのシステム・ディメンションは、Oracle Essbase
から Profitability and Cost Managementに移入されます。ルールおよび残高ディメンション
に関するその他の情報は、次のトピックを参照してください。
• ルール・ディメンション
• 残高ディメンション
ディメンションおよびメンバーの作成と維持に関する詳細は、Profitabilityアプリケーション・
コンソールでのアプリケーションの作成、インポートおよびエクスポートを参照してくださ
い。

ルール・ディメンション
ルール・ディメンションには、Profitability and Cost Managementアプリケーションのルール
の定義が含まれます。ユーザーはこのディメンションの NoRuleメンバーにデータをインポ
ートできますが、その他のメンバーはシステム用に予約されています。

残高ディメンション
ユーザーは、このディメンションの純残高メンバーの入力メンバーにデータを追加できます。
メンバーのその他の部分は、ルール・セットとルールによって決まる出力を反映します。調
整はドライバ計算の結果、配賦はルール配賦の結果、またオフセットはルール・オフセット
定義の結果です。ルール・セット、ルールおよびその定義の詳細は、Profitability and Cost
Managementのルールの操作を参照してください。Profitability and Cost Managementの計
算についても参照してください。
これらのメンバーの交差に保持されるデータは、「ルール・バランシング」画面(「ルール・バ
ランシング」画面の表示)で確認できます。ルール・バランシングのトピックでも、残高ディ
メンションのメンバーについてより詳細に説明しています。

Profitability and Cost Managementのビジネス・ディメンション
アプリケーションのビジネス・ディメンションには、製品タイプ、販売地域、製造プロセス、
総勘定元帳、給与計算、部署、コスト・センターなど、ビジネスまたは組織の要件に特に関
連する情報が保管されるメンバーが含まれています。
少なくとも 1つのビジネス・ディメンションをアプリケーションのユーザーが定義する必要
があります。ビジネス・ディメンションは、ビジネス固有の部署、総勘定元帳の勘定科目、
アクティビティ、場所、顧客および製品などのアプリケーション内のビジネス要素を説明す
るために作成されます。
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Profitability and Cost Managementの POVディメンション
視点(POV)のディメンションは、アプリケーションの特定のバージョン、あるいはモデ
ルに対する特定の視点を表すために使用します。各アプリケーションには、少なくと
も 1つのディメンションを POVディメンションに指定する必要があります。POVデ
ィメンションには、アプリケーションに必要な任意の項目を選択できます。POVディ
メンションとして使用される代表的な例を次に示します:

• 期間 - 時間に伴って変化する戦略や変更点を分析できます。アプリケーションの
ベースを任意の時間単位(四半期、月、年次、年など)にできるため、時系列で戦略
を分析したり、在庫や償却をモニターできます。

• 年- 暦上の年を指定してデータを収集します
• シナリオ - 特定の期間と一連の条件に対する、アプリケーションの新しいバージョ
ンを表示します

バージョン・ディメンション
特定の POVを使用し、同じ POVの別バージョンを作成できます。これにより、アプ
リケーションへの変更の影響をモニターしたり、同じアプリケーションの異なるバー
ジョンを追跡できます。
バージョン・ディメンションは次のタスクで使用します:

• 1つのアプリケーションの反復を、わずかな違いで複数作成
• 仮定に基づいた予測結果や、ベスト・ケース・シナリオかワースト・ケース・シナ
リオかを決定する仮定シナリオをモデル化

• 簡単に目標を設定
バージョン・ディメンション内の様々な要素を変更することで、元のアプリケーショ
ンを変更せずに変更結果を調べることができます。

Profitability and Cost Managementの属性ディメンション
属性ディメンションは、ビジネス・ディメンションに関連付けられたディメンション
の特殊なタイプです。属性は、製品のサイズ、色など、データの特性を示します。
属性機能を使用して、ディメンションの観点からのみでなく、それらのディメンショ
ンの特性、つまり属性の観点からもデータを取得して分析できます。たとえば、製品
の収益性をサイズやパッケージに基づいて分析でき、さらに各市場地域の人口サイズ
などの分析市場属性に組み込むことで、より効果的な結論を下すことができます。
ユーザー定義属性(UDA)は、アウトラインのメンバーに関連付けることができます。メ
ンバーの特性を説明します。UDAを使用すると、指定された UDAが関連付けられて
いるメンバーのリストが戻されます。属性ディメンションでの属性メンバーの作成と
属性のメンバーへの関連付けの両方が必要な属性とは異なり、UDAはテキスト・タグ
のようなもので、メンバーに容易に追加できます。

Profitability and Cost Managementの別名ディメンション
別名は、ディメンションの定義に役立つ代替の名前、説明、言語またはその他のアイ
テムです。たとえば、システム内で顧客番号を参照できますが、画面上に顧客名を表
示する別名を割り当てることにより、この顧客を簡単に識別できるようになります。1
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つ以上の別名を勘定科目、通貨、エンティティ、シナリオ、期間、バージョン、年およびユ
ーザー定義のディメンション・メンバーに割り当てることができます。

ノート:

重複メンバー名または別名は使用できません。
他のメンバーのメンバー名と同じ名前を使用してディメンション・メンバーの別名
を命名することは避けてください。これにより、Oracle Smart View for Officeに循
環ロジックが発生し、これらのメンバーを参照する問合せの実行中に問題が生じる
可能性があります。
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6
Profitability and Cost Managementアプリケーションの作成と移行

次も参照:

• Profitabilityアプリケーション・コンソールおよびその他のアプリケーション機能の使用
方法
「アプリケーション」機能を使用すると、Profitabilityアプリケーション・コンソールと関
連ツールを使用して、アプリケーションを作成、管理および使用できます。

• Profitabilityアプリケーション・コンソールでのアプリケーションの作成、インポートお
よびエクスポート
適切なセキュリティ・プロビジョニングがある場合、Profitabilityアプリケーション・コ
ンソールを使用して、複数の方法で Profitability and Cost Managementアプリケーション
を追加できます。

• オンプレミスの Profitability and Cost Managementから EPM Cloudの Profitability and
Cost Managementへのアプリケーションの移行
オンプレミスの Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementから EPM Cloudの
Profitability and Cost Managementに、「管理元帳」アプリケーションを移行できます。

• Profitability and Cost Managementから Enterprise Profitability and Cost Managementへ
の移行

• 移行機能を使用したアプリケーションのバックアップ、復元およびレプリケート
Profitability and Cost Managementでは、多数のメンテナンスおよび移行タスクを支援す
るための柔軟なライフサイクル管理機能が提供されます。

• アーティファクトのインポート
データ定義とアプリケーション情報を Profitability and Cost Managementに直接入力で
きます。

• Profitabilityアプリケーション・コンソールでのアプリケーションの操作
アプリケーションの説明を編集したり、使用する計算スレッド数を選択できます。

• ディメンション管理を使用したディメンションの表示、作成および編集
Profitability and Cost Managementの「ディメンション管理」機能を使用すると、アプリ
ケーション内の「ビジネス」、「属性」および「視点」ディメンションについて、メンバー
とプロパティを表示できます。

• アプリケーション・ジョブ・ライブラリのタスクの表示
ジョブ・ライブラリには、Profitability and Cost Managementで作成されたすべてのジョ
ブのリストが表示されます。

• ファイル・エクスプローラでのファイルの転送
Profitability and Cost Managementのファイル・エクスプローラを使用して、ログとサン
プル・ファイルの表示、バックアップや移行を目的としたアプリケーション・ファイルの
エクスポートとインポート、およびフラット・ファイルを使用したディメンションの更新
を行います。
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Profitabilityアプリケーション・コンソールおよびそ
の他のアプリケーション機能の使用方法

「アプリケーション」機能を使用すると、Profitabilityアプリケーション・コンソールと
関連ツールを使用して、アプリケーションを作成、管理および使用できます。
利用できるアプリケーション機能を探すには、Profitability and Cost Managementホー
ム・ページで「アプリケーション」 をクリックします。

ノート:

アプリケーションを設計する際のベスト・プラクティスの詳細は、Oracle
Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドのアプ
リケーション設計のベスト・プラクティスを参照してください。

表 6-1 アプリケーション・アイコンのアクション

アイコン 名前 アクション
アプリケーション Profitabilityアプリケーショ

ン・コンソールが表示されます
(Profitabilityアプリケーショ
ン・コンソールでのアプリケー
ションの作成、インポートおよ
びエクスポート)

ディメンション管理 アプリケーションとそのメン
バー内のディメンションのリ
ストを表示します(ディメンシ
ョン管理を使用したディメン
ションの表示、作成および編
集)

計算ルール 1つ以上のルールに対して、基
本的な編集用の「ルールのエク
スプレス編集」画面を表示しま
す。現在の編集には、ルール・
メンバーの追加、置換、削除な
どが含まれています

ジョブ・ライブラリ ジョブの進捗と成功を追跡す
るためにジョブ・ライブラリを
表示します(アプリケーショ
ン・ジョブ・ライブラリのタス
クの表示)

移行 アプリケーション・アーティフ
ァクトを処理するために移行
機能にアクセスします(移行機
能を使用したアプリケーショ
ンのバックアップ、復元および
レプリケート)
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「アプリケーション」アイコンで開く Profitabilityアプリケーション・コンソールは、頻繁に使
用される機能です。Profitabilityアプリケーション・コンソールのタブを参照してください。

Profitabilityアプリケーション・コンソールのタブ
適切なセキュリティ・プロビジョニングがあれば、Profitabilityアプリケーション・コンソー
ルを使用してアプリケーションを追加および管理できます。コンソールは、「アクション」メ
ニューが開いた状態で、次のように表示されます。

図 6-1 Profitabilityアプリケーション・コンソールの「アプリケーション」タブ

Profitabilityアプリケーション・コンソールを開いて表示するには:

1. Profitability and Cost Managementホーム・ページで、「アプリケーション」 をクリ
ックします。
追加のアイコンが表示されます。

2. 再度「アプリケーション」をクリックします。
Profitabilityアプリケーション・コンソールが表示されます(図 1)。
ユーザーの役割に応じて、次のタブが表示されます。
表 6-2 Profitabilityアプリケーション・コンソールのタブ

名前 アイコン アクション
アプリケーション 既存のアプリケーションの説明

が表示され、アプリケーション
が存在しない場合は作成でき、
アプリケーションが使用可能か
どうかを緑色のチェック・マー
クで示します(共通の機能コン
トロール)
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表 6-2 (続き) Profitabilityアプリケーション・コンソールのタブ

名前 アイコン アクション
データ権限の割当て 個人およびグループへのデータ

権限の割当て
データ権限 データ権限の作成
ファイル・エクスプローラ ファイル・エクスプローラでの

ファイルの転送
パフォーマンス パフォーマンス・アクティビテ

ィ・レポートの表示
「アプリケーション」タブには、アプリケーション、アプリケーションの作成日お
よび変更日が表示されます。
「アプリケーション」タブは、次にリストされているコントロールのいくつかまた
はすべてを備えています: 次のコントロール:

3. オプション: アプリケーションがまだ存在しない場合に新しいアプリケーション
を作成するには、「作成」 をクリックします。
次に、次のいずれかを選択します。
• アプリケーション: 新しいアプリケーション・シェルを作成し、ディメンショ
ン定義を含む、特別なフォーマットを持つフラット・ファイルをインポートし
て、新しいアプリケーションを作成します(フラット・ファイルからのディメ
ンションを含むアプリケーションの作成)

• サンプル・アプリケーション: BksML30サンプル・アプリケーションのスナッ
プショットをインポートします

• テンプレートのインポート: オンプレミスの Oracle Hyperion Profitability and
Cost Managementからの移行によく使用される、アプリケーション・テンプ
レートをインポートします(テンプレート・ファイルのインポートによるアプ
リケーションの構築)

4. オプション: 「編集」 をクリックして、アプリケーションの説明およびプリファ
レンスを変更します(アプリケーションの説明およびデフォルト・ディメンション
設定の編集)。

5. オプション: 追加のアクションを実行するには、その他の使用可能なアイコンをク
リックします(共通の機能コントロール)。

6. オプション: 「アクション」をクリックし、アプリケーションで各種操作を実行し
ます。具体的には、「ディメンションの更新」、「メタデータ検証」、「テンプレート
のエクスポート」、「データ権限の修復」、「補足診断のエクスポート」および「診断
の有効化」です。
Profitabilityアプリケーション・コンソールでのアプリケーションの作成、インポ
ートおよびエクスポート、Profitabilityアプリケーション・コンソールでのアプリ
ケーションの操作およびアプリケーション・ジョブ・ライブラリのタスクの表示を
参照してください。
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Profitabilityアプリケーション・コンソールでのアプリ
ケーションの作成、インポートおよびエクスポート

適切なセキュリティ・プロビジョニングがある場合、Profitabilityアプリケーション・コンソ
ールを使用して、複数の方法で Profitability and Cost Managementアプリケーションを追加で
きます。
Profitabilityアプリケーション・コンソールを表示するには、Profitabilityアプリケーション・
コンソールおよびその他のアプリケーション機能の使用方法を参照してください。
詳細は、次を参照してください。
• アプリケーション・シェルを作成します。次に、ディメンション定義を含む、特別なフォ
ーマットを持つフラット・ファイルをインポートします(フラット・ファイルからのディ
メンションを含むアプリケーションの作成を参照)。

• テンプレート・ファイルを使用して、以前にエクスポートしたアプリケーションを追加し
ます。テンプレート・ファイルには、既存の Profitability and Cost Managementアプリケ
ーションからテンプレートをエクスポートすることで作成されたディメンション、メタデ
ータなどのアーティファクトが含まれます(テンプレート・ファイルのインポートによる
アプリケーションの構築およびオンプレミスの Profitability and Cost Managementから
EPM Cloudの Profitability and Cost Managementへのアプリケーションの移行を参照)。

• 付属のサンプル・アプリケーション(BksML30)をインポートします。サンプル・アプリケ
ーションへのアクセスを参照してください。

• Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドのアプリケー
ション設計のベスト・プラクティス。

ノート:

アプリケーションを作成できるのは、まだアプリケーションが存在しない場合のみ
です。

Profitabilityアプリケーション・コンソールを開いて表示するには、Profitabilityアプリケーシ
ョン・コンソールおよびその他のアプリケーション機能の使用方法を参照してください。
Profitabilityアプリケーション・コンソールで実行できる追加のアクションの詳細は、
Profitabilityアプリケーション・コンソールでのアプリケーションの操作を参照してください。
ビデオ

目的 参照するビデオ
Profitability and Cost
Managementでアプリケーション
を作成および操作する方法の概要
の取得

 概要: スタート・ガイドのビデオ
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フラット・ファイルからのディメンションを含むアプリケ
ーションの作成

ノート:

次の手順では、Profitability and Cost Managementインスタンスにアプリケー
ションが存在しないと想定しています。

アプリケーションを作成し、フラット・ファイルからディメンションを追加するには:

1. EPM Enterprise Cloud Service環境にサービス管理者としてサインインします。
2. ランディング・ページから、「Profitability and Cost Management」の下の「選
択」をクリックします。

3. 「Profitability and Cost Management」ページで、「新規アプリケーションを作成」
の下の「開始」をクリックします。

4. 「新規アプリケーション」ダイアログ・ボックスで、次の情報を入力し、「次」を選
択します。
• アプリケーション名
• オプション: 説明
• ルール・ディメンション名
• 残高ディメンション名

5. 「完了」をクリックします。
ジョブの実行が開始されると、「ジョブ・ライブラリ」で結果を参照できます(アプ
リケーション・ジョブ・ライブラリのタスクの表示を参照)。

6. Profitability and Cost Managementホーム・ページから、「アプリケーション」、「デ
ィメンション管理」の順にクリックします。

7. 必要なフォーマットのフラット・ファイルを準備します(各ディメンション用のフ
ラット・ファイルの準備)。

8. アプリケーションにディメンション定義を追加するには、フラット・ファイルを使
用したアプリケーション・ディメンションの更新のステップを実行します。

9. ディメンションが完了したら、アプリケーションをデプロイしてルールを追加でき
ます(データベースのデプロイ)。

テンプレート・ファイルのインポートによるアプリケーシ
ョンの構築

テンプレート・ファイルのエクスポートには、アプリケーションの移行およびバック
アップの目的で Profitability and Cost Managementアプリケーションをテンプレー
ト・ファイルにエクスポートする方法が説明されています。この項では、これらのフ
ァイルのインポート方法(主にオンプレミスの Oracle Hyperion Profitability and Cost
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Managementアプリケーションを Profitability and Cost Managementにインポートする方法)
について説明します。
テンプレートを使用して Profitability and Cost Managementでアプリケーションをバックア
ップおよび復元できますが、ライフサイクル管理用に提供されている移行機能を使用するこ
とをお薦めします。概要は、移行機能を使用したアプリケーションのバックアップ、復元お
よびレプリケートを参照してください。

ノート:

次の手順では、Profitability and Cost Managementインスタンスにアプリケーション
が存在しないと想定しています。
Profitability and Cost Managementアーティファクトを移行する別の方法について
は、移行機能を使用したアプリケーションのバックアップ、復元およびレプリケー
トを参照してください。
オンプレミスの Profitability and Cost Managementからファイルを移行するには、
オンプレミスの Profitability and Cost Managementから EPM Cloudの Profitability
and Cost Managementへのアプリケーションの移行を参照してください。

テンプレート・ファイルを使用してアプリケーションを移行または復元するには:

1. テンプレート・ファイルのエクスポートの説明に従ってテンプレート・ファイルをエクス
ポートします。
オンプレミスの Profitability and Cost Managementからアプリケーションを移行する場
合は、オンプレミスの Profitability and Cost Managementから EPM Cloudの Profitability
and Cost Managementへのアプリケーションの移行の指示に従ってください。

2. ファイル・エクスプローラでのファイルの転送の説明に従ってローカル・ドライブにテン
プレート・ファイルをダウンロードし、ファイル・エクスプローラの「受信ボックス」に
アップロードし直します。
オンプレミス・アプリケーションを移行する場合は、ローカル・コンピュータ上のテンプ
レート・ファイルを参照します。

3. Profitabilityアプリケーション・コンソールを開きます(Profitabilityアプリケーション・コ
ンソールおよびその他のアプリケーション機能の使用方法)。

4. 「アプリケーション」タブで、「アクション」、「テンプレートのインポート」の順に選択し
ます。

5. 「ファイルの選択」をクリックし、続いてファイルの場所として次のいずれかを選択しま
す: 「サンプル・テンプレート」、「サーバー」または「クライアント」。

6. 拡張子が.zipのファイルを参照して選択します。
7. 「OK」をクリックします。
ファイル・フォーマットが有効な場合、インポートが始まります。それ以外の場合は、エ
ラー・メッセージが表示されます。
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8. オプション: インポート・ステータスを確認するには、「ジョブ・ライブラリ」ア
イコン、

、「リフレッシュ」の順にクリックします。

サンプル・アプリケーションへのアクセス
サンプル・アプリケーションは製品のインストールに含まれており、テストを行うと
きや機能について自分で調べるときに使用されます。サンプル・アプリケーションに
は、配賦などの製品機能を説明するための、小さなデータ・セットと、十分に構築さ
れたモデリング構造が含まれます。サンプル・アプリケーションをロードする前に、
他のアプリケーションがロードされていないことを確認する必要があります。
サンプル・アプリケーションをロードするには:

1. Profitability and Cost Managementホーム・ページで、「アプリケーション」
をクリックし、さらに「アプリケーション」をクリックします。

2. 「アプリケーション」タブ で、 をクリックします。
3. 「サンプル・アプリケーション」を選択します。
4. オプション: インポートのステータスを確認します。「移行」

、「レポート」、「移行ステータス」の順にクリックします。

アプリケーションの更新のためのフラット・ファイルおよ
びテンプレートの準備

フラット・ファイルをインポートすることで、既存のアプリケーションへのディメン
ションの追加や更新が可能です。また、アプリケーションの移行や、バックアップ/リ
ストア操作を目的として、テンプレート・ファイルをエクスポートすることもできま
す。
次のトピックでは、フラット・ファイルやテンプレートの準備方法を説明しています。
• 各ディメンション用のフラット・ファイルの準備
• テンプレート・ファイルのエクスポート

各ディメンション用のフラット・ファイルの準備
Profitability and Cost Managementの既存または新規アプリケーションを更新するに
は、ディメンション・フラット・ファイルを使用します。既存のメンバーがファイル
に指定されていない場合は、更新中に削除されます。フラット・ファイル作成の詳細
は、次のトピックを参照してください。
• フラット・ファイルのプロパティについて
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• フラット・ファイルのコメントについて
• フラット・ファイルのサンプル
フラット・ファイルを使用して Profitability and Cost Managementアプリケーションのディメ
ンションの追加や置換えを行う場合は、次のようにしてファイルを準備します。
1. この項で説明するフォーマットに従い、テキスト・エディタで、ディメンションごとに 1
つのフラット・ファイルを作成します。各フラット・ファイルでは、ディメンションを詳
細に定義します。ファイルをインポートする場合は、フラット・ファイルからのディメン
ションを含むアプリケーションの作成を参照してください。
ディメンション・フラット・ファイルは、次の行を含むテキスト・ファイルです。
• 1行目: ディメンションとメンバー・プロパティの順序を指定するヘッダー・レコー
ド

• 2行目: プロパティの値を含むディメンション・データ・レコード
• 3行目から最終行: プロパティの値を含む、個々のメンバーのデータ・レコード

ノート:

メンバー・エントリと最後のアウトラインを同じ順序にする必要があるた
め、親メンバーは子よりも先に定義する必要があります。ファイル内のメン
バーの順序は、ディメンション・ツリーが Profitability and Cost Management
で表示されるのと同じ順序になります(メンバー・セレクタ内など)。

2. 次のルールに従って、ディメンションおよびメンバー・ヘッダー・レコードを作成しま
す。
• プロパティは、カンマで区切り、任意の順序で指定できます。
• 複数値のプロパティは二重引用符で囲み、複数値プロパティの値それぞれはカンマで
区切ります。たとえば、ユーザー定義属性(UDA)プロパティは、次のように複数の値
を持つことができます。
,"myUDA1, myUDA2, myUDA3",

• 1つの値の中でカンマを使用することはできません。メンバー名や、UDA値などでカ
ンマは使用しないでください。

• その他の命名規則は、Essbase命名規則を参照してください。
• 前述したように、フラット・ファイルで複数値のプロパティを区切るには二重引用符
を使用します。そのため、集約ストレージ(ASO)の式定義の中でメンバー名の区切り
に二重引用符は使用しないでください。かわりに、メンバー名を区切る必要がある場
合には大カッコ[ ]を使用します。

• プロパティ名では、大文字と小文字は区別されません。たとえば、name、NAME、Name
は、すべて同一とみなされます。

• フラット・ファイルの各行に、すべてのプロパティを指定する必要があるわけではあ
りません。プロパティの値は無視することも、,,のように、通常はプロパティをリス
トするカンマの間に値を入れないことで nullにすることも可能です
たとえば、メンバー・レコードで、ヘッダーのディメンション・プロパティをすべて
無視できます。
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• 値のないプロパティや値が無効なプロパティは、デフォルトで必須プロパティ
に設定されます。

• コメントを使用できます(フラット・ファイルのコメントについてを参照して
ください)。

• ルールおよび残高ディメンションでは、メンバーが自動的に作成されるため、
ファイルをインポートする必要はありません。ルール・ディメンション・メン
バーに別名を指定することはできません。ルールおよび残高ディメンション・
メンバーのディメンション・メンバー名は、プログラムで定義され、変換され
ます。

• ディメンションのソート順序と解決順序の優先度は、次のように処理されま
す: 処理は、ディメンション名に基づいてアルファベット順に行われますが、
属性ディメンションは常に最後に処理されます(属性ディメンションもアルフ
ァベット順に並べられます)。メンバー解決順序プロパティが使用されている
場合は、その他の考慮事項より優先されます。

3. インポートしてディメンションを更新するには、ファイル・エクスプローラを使用
して、フラット・ファイルを「受信ボックス」にアップロードしておく必要があり
ます(ファイル・エクスプローラでのファイルの転送を参照してください)。

フラット・ファイルのプロパティについて
表 1は、ディメンション・フラット・ファイルの各プロパティのフォーマットを説明
しています。フラット・ファイルの例は、フラット・ファイルのサンプルを参照して
ください。
メンバーの Essbaseメンバー解決順序プロパティを含めることができますが、位置を
表示するために、フラット・ファイルの 1行目に追加する必要があります。

ノート:

ディメンション名は、コメント行がある場合はその後の 1行目に表示されま
す。
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表 6-3 ディメンション・フラット・ファイルで定義されるプロパティ

プロパティ名 プロパティ・タイプ ディメンション・タイ
プ

デフォルト値 説明

ディメンション・タイプ ディメンション すべて 通常 ディメンション・タイ
プを識別します。有
効な例は、勘定科目、
期間、年、バージョ
ン、シナリオ、POV1、
POV2、POV3、POV4、
ディメンション、属
性、ルールです。この
リストにプロパティ
名がない場合、デフォ
ルトは「通常」です。
この位置は、ディメン
ション名(Gen1行の
場合)またはメンバー
名を表します。POV
の順序は、年/POV1 =
1、期間/POV2 = 2、シ
ナリオ/POV3 = 3、バ
ージョン/POV4 = 4
です。

ストレージ・タイプ ディメンション 通常、勘定科目、エン
ティティ、POV

疎 疎および密

ディメンション名(属
性として)

ディメンション、メン
バー

通常 なし ヘッダーに属性ディ
メンション名を入力
すると、その位置は、
ロードされるディメ
ンションに関連付け
られた属性ディメン
ションを表します。
その位置にある文字
列はすべて"属性メン
バー"とみなされま
す。たとえば、ヘッダ
ーに「My Attribute
Dimension」と指定す
るとします。そのフ
ァイルのデータ行で
同じ位置にある文字
列は、その属性ディメ
ンションのメンバー
とみなされます。こ
のため、All Products
のデータ列にMy
Attribute Member1
を指定すると、ローダ
ーはそのメンバーを
属性の関連付けとし
て All Productsに割
り当てます。

コメント ディメンション、メン
バー

通常、勘定科目、エン
ティティ、国、POV

なし
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表 6-3 (続き) ディメンション・フラット・ファイルで定義されるプロパティ

プロパティ名 プロパティ・タイプ ディメンション・タイ
プ

デフォルト値 説明

階層タイプ ディメンション、メン
バー

通常、勘定科目、エン
ティティ、国、POV

保管済 使用可能、保管済、動
的、使用不可

BSOデータ・ストレー
ジ

ディメンション、メン
バー

通常、勘定科目、エン
ティティ、国、POV

共有しない ラベルのみ、保管、共
有しない、共有、動的
計算/保管、動的計算

ASOデータ・ストレ
ージ

ディメンション、メン
バー

通常、勘定科目、エン
ティティ、国、POV

共有しない ラベルのみ、保管、共
有しない、共有

2パス計算 ディメンション、メン
バー

通常、勘定科目、エン
ティティ、国、POV

N 有効な値は Trueま
たは Falseです(Nま
たは Y)。

ASOディメンション
式

ディメンション、メン
バー

通常、勘定科目、エン
ティティ、国、POV

なし

メンバー解決順序 メンバー 通常、勘定科目、エン
ティティ、国、POV

なし Oracle Essbaseで
は、解決順序番号が、
メンバーがディメン
ションで評価される
順序を決定します。1
から 120の間の番号
を入力できます。解
決順序番号が一番大
きいメンバーが最初
に評価されます(たと
えば、解決順序番号が
20の式は、解決順序
番号が 5の式より前
に評価されます)。
解決順序番号が同じ
メンバーは、そのディ
メンションがデータ
ベース・アウトライン
に出現する順序で評
価されます。解決順
序番号のないメンバ
ーは、解決順序番号が
あるすべてのメンバ
ーの後に評価されま
す。

連結タイプ メンバー 通常、勘定科目、エン
ティティ、国

未使用 加算、減算、乗算、除
算、パーセント、無
視、未使用
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表 6-3 (続き) ディメンション・フラット・ファイルで定義されるプロパティ

プロパティ名 プロパティ・タイプ ディメンション・タイ
プ

デフォルト値 説明

UDA ディメンション、メン
バー

通常、勘定科目、エン
ティティ、国

なし 単一のテキスト値、ま
たは(カンマで囲んだ)
テキスト値のリスト。
ディメンションの場
合、値はディメンショ
ン名のタイプ = UDA
です。メンバーの場
合、指定した UDAデ
ィメンションのメン
バーです。例:

myUda1
"myUda1,myUda2"

親 メンバー 通常、勘定科目、エン
ティティ、国、POV、
属性

親メンバー名を識別
します。nullの場合、
メンバーが世代 2で
あることを意味しま
す。順序が問題にな
るため、参照される親
は事前に定義してお
く必要があります。

別名:別名表 ディメンション、メン
バー

すべて 例: "別名: デフォル
ト"、"別名: T1"

説明 ディメンション、メン
バー

すべて オプション - デフォ
ルトなし。

フラット・ファイルのコメントについて
1行のコメントの場合は、行の最初の文字としてハッシュ(#)文字を使用します。空白行は無
視されます。
コメント・ブロックは、ブロック開始の記号(#!)で始め、別の行をブロック終了の記号(#--!)
で終わらせます。途中の行をコメント処理する必要はありません。
例:

#!—start of comment block

Comment within block

Another comment within block

#--!

フラット・ファイルのサンプル
図 1は、ディメンション「顧客」のサンプル・ファイルを示しています。
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図 6-2 Customers.txtフラット・ファイル・サンプル

テンプレート・ファイルのエクスポート
テンプレート・ファイルは、アプリケーション・メタデータ、ディメンション・メタ
データおよびプログラム・アーティファクトを含む Profitability and Cost Management
アプリケーション全体を、1つのアプリケーション・テンプレート・ファイルを作成す
る一度の操作でエクスポートすることによって作成されます。テンプレート・ファイ
ルのエクスポートとインポートは、アプリケーションの更新やオンプレミスからクラ
ウドへのアプリケーションの移行に役立ちます。完全バックアップと復元は、ライフ
サイクル管理用の移行機能を使用することで最善に処理されます(移行機能を使用した
アプリケーションのバックアップ、復元およびレプリケート)。

ノート:

計算済でなく、セルが 5百万より少ないアプリケーション入力データをエク
スポートするには、「テンプレートのエクスポート」を使用します。

テンプレート・ファイルをエクスポートするには:

1. Profitabilityアプリケーション・コンソールを開いてアプリケーションを選択しま
す(Profitabilityアプリケーション・コンソールおよびその他のアプリケーション機
能の使用方法)。

2. 「アクション」、続いて「テンプレートのエクスポート」をクリックします。
3. ファイル名を確認し、必要に応じて変更します。エクスポートされたテンプレー
ト・ファイルには、拡張子.zipが追加されます。

4. POVデータが表示されている場合、すべての POVデータのエクスポートを選択す
るか、エクスポートしないデータのチェック・ボックスをクリアします。

5. 「OK」をクリックしてエクスポートを開始します。
「送信ボックス」にファイルが作成されます。将来のアップロードやインポートの
ために、ローカル・ストレージにそれをダウンロードできます。詳細は、ファイ
ル・エクスプローラでのファイルの転送を参照してください。

6. 「ジョブ・ライブラリ」アイコン、 、続いて「リフレッシュ」をクリックして、
エクスポート・ステータスを確認できます。
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一度作成されたテンプレート・ファイルは、テンプレート・ファイルのインポートによるア
プリケーションの構築の説明に従って、新しい Profitability and Cost Managementアプリケー
ションを作成するためにインポートできます。

オンプレミスの Profitability and Cost Managementから
EPM Cloudの Profitability and Cost Managementへのアプ
リケーションの移行

オンプレミスの Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementから EPM Cloudの
Profitability and Cost Managementに、「管理元帳」アプリケーションを移行できます。
移行されるのは次のとおりです。
• ディメンション。Oracle Hyperion EPM Architectのファイルベースまたは管理対象ディ
メンション、あるいは Oracle Essbaseキューブ

• ルールとルール・セット
• 問合せとモデル・ビュー
• POV設定
• オプションの入力値、ただし計算済の値は除く
「管理元帳」アプリケーション以外のコンテンツは含まれません。たとえば、Oracle Hyperion
Financial Reportingを使用して生成されるレポートは含まれません。
オンプレミスの Profitability and Cost Managementは、リリース 11.1.2.4.110以上である必要
があります。

ノート:

カスタム・アプリケーションも作成できます。

オンプレミスの Profitability and Cost Managementから EPM Cloudの Profitability and Cost
Managementへ、「管理元帳」アプリケーションを移行するには、まずオンプレミス・アプリ
ケーションのテンプレート・ファイルをエクスポートします。
1. Profitability and Cost Managementにログインし、移行するアプリケーションを選択しま
す。

2. 「アクション」、続いて「テンプレートのエクスポート」をクリックします。
3. 「テンプレートのエクスポート」で、「ファイル名のエクスポート」を入力し、「入力デー
タを含める」かどうかを指定します。

4. 「OK」をクリックしてエクスポートを開始します。進行状況は、「ジョブ・ライブラリ」
で追跡できます。

テンプレートがエクスポートされたら、Profitability and Cost Managementにログインしてテ
ンプレートをインポートします(テンプレート・ファイルのインポートによるアプリケーショ
ンの構築)。
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Profitability and Cost Managementから Enterprise
Profitability and Cost Managementへの移行

Enterprise Profitability and Cost Managementは、Profitability and Cost Management
で利用できるすべての優れたモデリングおよび配賦機能の改良バージョンを含んでお
り、それらをデータ・フォーム、ダッシュボード、レポート、データ交換、Oracle
Smart View for Officeディメンション管理などの Oracle EPM Cloud Platform機能と
統合します。
既存の Profitability and Cost Managementアプリケーションがある場合、それを
Enterprise Profitability and Cost Managementに移行できます。ただし、2つの間で基
本的な要件が異なるため、インプレース移行はできません。既存のアプリケーション
用にカスタマイズする移行テンプレートをダウンロードできます。これを使用して、
Enterprise Profitability and Cost Managementと互換性のあるアプリケーション・スナ
ップショットおよびデータ抽出を生成します。その後、スナップショットおよびデー
タを Enterprise Profitability and Cost Managementインスタンスに手動でアップロー
ドするか、システムよって自動的に移行を完了させることができます。
Profitability and Cost Managementから Enterprise Profitability and Cost Management
へアプリケーションを移行するには:

1. Profitability and Cost Managementのホーム・ページから「アプリケーション」を
選択し、続いて「EPCMに移行」を選択します。

2. 「EPCMに移行」ページで、「テンプレートの生成」をクリックします。
移行テンプレートをアプリケーション用にカスタマイズする方法は、移行テンプレ
ートをアプリケーション用にカスタマイズを確認してください。

3. 「検証」をクリックして、移行ステータスを表示し、移行テンプレートの情報を検
証します。
移行テンプレートの検証を参照してください。

4. 「移行ステータス」ページで、「レポートのプレビューと検証」をクリックします。
「レポートのプレビューと検証」の表示を参照してください。

5. 移行テンプレートを検証した後、次のオプションのいずれかを選択します。
• スナップショットの生成: アプリケーション・スナップショットおよびデータ
抽出を生成します。これらのファイルは、アプリケーションの送信ボックスに
保存されます。その後、それらをファイル・システムにダウンロードし、後で
Enterprise Profitability and Cost Managementインスタンスにアップロードで
きます。
アプリケーション・スナップショットおよびデータ抽出の生成を参照してくだ
さい。

• EPCMに移行: Enterprise Profitability and Cost Managementインスタンスに
直接接続します。アプリケーション・スナップショットおよびデータ抽出の生
成後、プロセスが続行し、指定のインスタンスにアプリケーションおよびデー
タがアップロードされます。Enterprise Profitability and Cost Managementに
手動でアップロードするためのアプリケーション・スナップショットおよびデ
ータ抽出をダウンロードしないことを選択すると、このステップによってそれ
が実行されます。
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完全移行の実行を参照してください。
6. Enterprise Profitability and Cost Managementを開き、移行結果を検証します。
移行結果の検証を参照してください。

チュートリアル

目的 方法の学習
既存の Profitability and Cost Managementアプ
リケーションを Enterprise Profitability and
Cost Managementの別のインスタンスに移行す
る方法の学習

 Profitability and Cost Managementから
Enterprise Profitability and Cost Managementへの
移行

移行機能を使用したアプリケーションのバックアッ
プ、復元およびレプリケート

Profitability and Cost Managementでは、多数のメンテナンスおよび移行タスクを支援するた
めの柔軟なライフサイクル管理機能が提供されます。
• アプリケーションをテストから本番に移行する場合など、環境のクローン作成用のスナッ
プショットを作成するためのバックアップ。

• 環境内の特定のアーティファクトの増分バックアップを作成するためのエクスポート。
• 様々なデータ、メタデータ、アーティファクト定義などを含む ZIP形式のアーカイブ・フ
ァイルのアップロード。

• アーティファクトのメンテナンスとバックアップのためのスナップショットのダウンロ
ード。

• スナップショットとアーカイブの削除および名前変更。
• インポート・オプションの設定。
• スナップショットからのアーティファクトとアプリケーションのインポート。
復元や移行を目的として、エクスポートしたファイルまたはバックアップ・スナップショッ
トをインポートできます。
• Profitability and Cost Managementの移行機能にアクセスするには、ホーム・ページで「ア
プリケーション」 、「移行」 の順にクリックします。

• スナップショットのクローンを作成するには、ホーム・ページで、「アプリケーション」
( )、「クローン・スナップショット」( )を順にクリックします。(Oracle Enterprise
Performance Management Cloud移行の管理のスナップショットのクローン作成を参照
してください)。

テンプレート・ファイルのエクスポートおよび Essbaseへのデータのロードも参照してくだ
さい。
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ノート:

現在アプリケーションが存在しない、空の Profitability and Cost Management
サービスに、スナップショット全体をインポートできます。通常、Profitability
and Cost Managementのアプリケーション・スナップショットのアーティフ
ァクトは、既存のアプリケーションに個別にインポートできます。例外は、
ディメンション・アーティファクトです。ディメンション・メタデータは、
アプリケーション・スナップショットを使用して、既存のアプリケーション
に再インポートすることができません。既存アプリケーションのディメンシ
ョンのメタデータを更新するには、EPM自動化のディメンション更新ジョブ
である loaddimdataコマンドを使用します。

ノート:

オンプレミスの Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementからア
プリケーションを移行するには、オンプレミスの Profitability and Cost
Managementから EPM Cloudの Profitability and Cost Managementへのア
プリケーションの移行を参照してください。

アーティファクトのインポート
データ定義とアプリケーション情報を Profitability and Cost Managementに直接入力
できます。
アプリケーションの移入を簡単に行うには、移行を使用してアプリケーション定義(ア
ーティファクト)を Profitability and Cost Managementに直接インポートできます。こ
れにはルール・セットおよびルールに関連付けられた POVが含まれる場合がありま
す。詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloud移行の管理を参照し
てください。

Profitabilityアプリケーション・コンソールでのアプ
リケーションの操作

アプリケーションの説明を編集したり、使用する計算スレッド数を選択できます。
分析ビューや利益曲線、さらにメンバー関数で「現在」オプションがサポートされて
いる場合に使用するデフォルトのカレンダ設定も選択できます。
十分なセキュリティ・プロビジョニングがあれば、「アクション」メニューと「作成」
ボタンを使用して、「ディメンションの更新」、「メタデータ検証」、「テンプレートのエ
クスポート」、「ディメンションの並替え」、「データ権限の修復」、「補足診断のエクス
ポート」および「診断の有効化」の各タスクを実行することもできます。アプリケー
ションが存在しない場合は、「アプリケーションの作成」または「テンプレートのイン
ポート」を選択できます。
詳細は、アプリケーションの説明およびデフォルト・ディメンション設定の編集およ
びその他のアプリケーション・タスクの実行を参照してください。
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アプリケーションの説明およびデフォルト・ディメンション
設定の編集

アプリケーションの説明の編集、使用する計算スレッドのデフォルトの数の選択、配賦での
数の丸め精度の設定、分析機能のメンバー・セレクタで使用するデフォルトのカレンダの設
定が可能です。
これらのアプリケーション設定を編集するには:

1. Profitabilityアプリケーション・コンソールを開きます(Profitabilityアプリケーション・コ
ンソールおよびその他のアプリケーション機能の使用方法)。

2. 「アプリケーション」タブで、「編集」 をクリックします。
3. 必要に応じて情報を表示し、変更します。

• 「定義」タブで、必要に応じて「説明」を変更します
• オプション: 「計算スレッド」に異なる数を設定します。
• オプション: 「配賦精度」、つまり計算された配賦結果の小数点以下の桁数を変更しま
す。精度は、切捨てでなく丸め処理によって計算されます。デフォルトは、小数点以
下 2桁です。値は、7から-6までの範囲です。

• 「ディメンション設定」タブでは、ディメンション・メンバー・オプションとして「現
在」があるときは常に「年」および「期間」レベルで使用するディメンションを選択
し、続いて「現在の年」および「現在の期間」の後のリンクをクリックしてそれらの
オプションを設定します。
たとえば、「年ディメンション」を「年」に、「現在の年」を「2016」に、「期間ディ
メンション」を「期間」に、「現在の期間」を「6月」のように設定できます。

• 会計年度にカレンダ年を使用する場合、「会計期間開始メンバー」に続いて、会計年
度を開始する期間(たとえば「1月」)を入力します。

• それらのディメンション・タイプのデフォルトとして、「シナリオ・ディメンション」
と「勘定科目ディメンション」を選択します。

4. 「保存」をクリックします。

その他のアプリケーション・タスクの実行
ディメンションの更新および順序付け、メタデータの検証、テンプレートのエクスポートお
よびインポート、診断へのアクセスを行うことができます。
これらのタスクを実行するには:

1. Profitabilityアプリケーション・コンソールを開きます(Profitabilityアプリケーション・コ
ンソールおよびその他のアプリケーション機能の使用方法)。

2. オプション: 現在のアプリケーションを削除するには、 をクリックします。
削除する前に、このアプリケーションが必要なユーザーがいないことを確認してくださ
い。
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ノート:

アプリケーションを削除する場合は、そのアプリケーションを作成した
サービス管理者ユーザーを使用して削除してください。

3. オプション: 「アクション」をクリックして、次のオプションのいずれかを選択し
ます。
• ディメンションの更新 — 選択したアプリケーションのディメンション・メン
バーを追加または削除します
詳細は、フラット・ファイルを使用したアプリケーション・ディメンションの
更新を参照してください。

• メタデータ検証 — 選択したアプリケーションのデプロイ済データに対してデ
ィメンション間検証を行いますが、アプリケーションが有効でも使用可能にし
ません
結果はジョブ・ライブラリ( )に表示されます。検証エラーが発生した場合
は、リンクをクリックして詳細を確認してください。エラーをまとめたファイ
ルを作成すると修正しやすくなります。

• テンプレートのエクスポート — バックアップまたは移行用に、アプリケーシ
ョン全体の zipファイルを作成します(テンプレート・ファイルのエクスポー
ト)

• テンプレートのインポート — 使用できるのは、アプリケーションが存在しな
い場合のみです。エクスポートされたテンプレート・ファイルをロードして、
新しいアプリケーションを作成します(テンプレート・ファイルのインポート
によるアプリケーションの構築)

• ディメンションの並替え — ディメンションのアウトライン内で、ディメンシ
ョンを上下に移動します

• データ権限の修復 — 同期エラーが発生した場合に、データ権限が強制されて
いる Oracle Essbaseに、データ権限の割当てがすべてプッシュされます。

• 補足診断のエクスポート - 様々な診断情報を.csvファイル、テキスト・ファイ
ルおよびレポートの形式で収集し、単一のファイルに圧縮するジョブを送信し
ます。このファイルは、Profitability and Cost Managementのファイル・エク
スプローラに保存され、ユーザーはここからダウンロードできます。Oracleサ
ポートと連携して問題を診断する際は、このファイルの提供を求められる場合
があります。

ノート:

収集される情報の一般的なタイプは、アプリケーションの構造および
その実行特性に関連する、メタデータ、集約および統計です。情報
は、診断およびサポートのために収集されます。機密情報および実際
のデータは収集されません。

• 診断の有効化 — エラー・デバッグ用に診断ログを有効にします。
4. すべての確認のプロンプトに対応します。

第 6章
Profitabilityアプリケーション・コンソールでのアプリケーションの操作

6-20



選択したアクションが実行されます。

ヒント:

Profitabilityアプリケーション・コンソール・ジョブの現在のステータスを確認する
には、ジョブ・ライブラリ を表示してリフレッシュします(アプリケーション・
ジョブ・ライブラリのタスクの表示)。

フラット・ファイルを使用したアプリケーション・ディメン
ションの更新

ノート:

「ディメンション管理」を使用して、アプリケーションで最新のディメンションとメ
ンバーを表示することができます(ディメンション管理を使用したディメンション
の表示、作成および編集)。ディメンションを直接編集することもできます。
この項で説明しているフラット・ファイルを使用した更新は、多数の更新が必要な
ときに、より自動化された方法で更新する場合に有用です。

フラット・ファイルを使用してディメンションを更新する際は、そのディメンションの新し
い定義を含むフラット・ファイルをインポートします(各ディメンション用のフラット・ファ
イルの準備)。更新を始める前に、そのフラット・ファイルを「受信ボックス」にアップロー
ドしておく必要があります(ファイル・エクスプローラでのファイルの転送)。
フラット・ファイルを使用してディメンションを更新する方法を学習するには、次のビデオ
を参照してください。

 『Oracle Profitability and Cost Management Cloudのメタデータの更新』
フラット・ファイルを使用して Profitability and Cost Managementディメンションを更新する
には:

1. Profitabilityアプリケーション・コンソールを開きます(Profitabilityアプリケーション・コ
ンソールおよびその他のアプリケーション機能の使用方法)。

2. 「アプリケーション」タブで、「アクション」をクリックし、「ディメンションの更新」を
選択します。
通常は、更新前分析を実行してから、「ディメンションの更新」を選択します。

3. オプション: 更新前分析を実行します。
a. オプション: 「更新前分析」で、「ディメンションの検証」を選択して、選択した各変
更が有効であることを検証します。このオプションは、ディメンションを更新しませ
ん。すべてのディメンションが選択されると、このオプションはアプリケーション・
レベルのディメンションの検証も実行します。
検証エラーおよび影響分析の結果が「ジョブ・ライブラリ」に表示されます。
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b. 「更新前分析」で、「影響分析」を選択して、デプロイするアプリケーション
と、Profitability and Cost Managementの既存のアプリケーションの比較を実
行します。「影響分析」を選択すると、「ディメンションの検証」オプションが
自動的に選択されます。

c. 「OK」をクリックします。
変更されたディメンションは検証されますが、更新はされません。次の情報が
表示されます:

• 新しいメンバー
• 削除されたメンバー
• 親の再設定メンバー
• Level0を持つメンバーの変更
• アプリケーション・アーティファクトの参照に関する影響
検証エラーおよび影響分析の結果が「ジョブ・ライブラリ」に表示されます。

4. オプション: 「ディメンションの更新」を選択し、変更が含まれる選択したディメ
ンションを更新します。
a. 「ディメンション」で、「受信ボックス」を参照し、更新するディメンションの
フラット・ファイルを選択します。

b. 「OK」をクリックします。
例外がある場合は、ジョブ・ライブラリに報告されます。ディメンションの選
択に応じて、選択したディメンション・メンバーが追加、更新または削除され
るか、選択したフラット・ファイルがインポートされます。

ノート:

更新するすべてのディメンションのフラット・ファイルがインポートされる
まで、必要なステップを繰り返します。その後、データベースのデプロイの
説明に従ってアプリケーションをデプロイします。

ヒント:

Profitabilityアプリケーション・コンソールを使用してディメンションを更新
するたびに、ジョブ・ライブラリにジョブ・エントリが自動的に作成され、
アプリケーションの検証と更新が行われます(アプリケーション・ジョブ・ラ
イブラリのタスクの表示)。
ディメンションを更新した後で、「ディメンション管理」またはサービス内の
別の場所で更新内容を確認するには、Profitability and Cost Managementをロ
グアウトしてから再度ログインする必要があります。
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ディメンション管理を使用したディメンションの表
示、作成および編集

Profitability and Cost Managementの「ディメンション管理」機能を使用すると、アプリケー
ション内の「ビジネス」、「属性」および「視点」ディメンションについて、メンバーとプロ
パティを表示できます。
ディメンション・プロパティの編集、ディメンションの作成、別の親メンバーへのメンバー
の割当て、別名表の追加も実行できます。

ノート:

フラット・ファイルを使用したアプリケーション・ディメンションの更新では、多
数の編集が必要な場合に、ファイルを使用してディメンションを更新する方法が説
明されています。この項で説明している方法は、あまり自動化されておらず、より
直接的であり、小数の編集を行う場合に有用です。

ノート:

Oracle Essbase集計ストレージ(ASO)キューブに関連するプロパティのみが表示さ
れます。

詳細および手順は、次を参照してください。
• アプリケーション・ディメンションの表示
• ディメンション管理を使用したディメンションの編集
• ディメンション管理を使用したディメンションの作成
• 別名表の追加
ビデオ

目的 ビデオ
Profitability and Cost
Managementのディメンション・
エディタによるメタデータの更新
方法の学習

 Profitability and Cost Managementのディメンション・エデ
ィタによるメタデータの更新

アプリケーション・ディメンションの表示
ディメンション管理を使用したディメンションの表示、作成および編集では、Profitability and
Cost Managementの「ディメンション管理」機能について説明しています。「ディメンショ
ン管理」を使用して、ディメンション・メンバーおよびプロパティを表示できます。ディメ
ンション・プロパティを編集してメンバーを別の親メンバーに割り当てることもできます(デ
ィメンション管理を使用したディメンションの編集)。
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ディメンション管理エディタの使用に関する詳細は、次のビデオを参照してください:

 Profitability and Cost Managementのディメンション・エディタによるメタデー
タの更新
アプリケーションに含まれているビジネス、属性および視点の各ディメンションのリ
ストを表示するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」 をクリックしてから、「ディメンショ
ン管理」 をクリックします。
デフォルトで、「ディメンション管理」画面の「ディメンション」タブが開きます。

図 6-3 「ディメンション管理」画面の「ディメンション」タブ

「ディメンション管理」画面の「ディメンション」タブには、ディメンション階層
を表示するための次のコントロールがあります。画面上で各コントロールにカー
ソルを置くと、その名前が表示されます。
表 6-4 「ディメンション」タブにある表示用コントロール

コントロール 名前 アクション

「検索」ボックス 入力したテキストを検索します
ディメンションの作
成

ディメンションを作成し、そのプロパティを
設定する場合にクリックします
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表 6-4 (続き) 「ディメンション」タブにある表示用コントロール

コントロール 名前 アクション
「ディメンションの削
除」ボタン

有効な場合、選択したディメンションを削除
します

ノート:

この設定は、計算ルールまたは分
析アーティファクトが作成される
前にのみ有効です。
属性ディメンションが削除される
と、それを参照しているすべての
属性関連付けも削除されます。

「リフレッシュ」ボタ
ン

表示されたアイテムを最新のデータで更新
します

「検査」ボタン 有効な場合、ウィンドウの右側にある「プロ
パティ」ペインに、選択したディメンション
のプロパティが表示されます。「プロパティ」
ペインを縮小するには、 をクリックしま
す。

「ソート」ボックス 選択内容に従って、表示された表をソートし
ます。たとえば「ジョブ・ライブラリ」で
は、「開始日」、「終了日」、「ユーザー」また
は「ジョブ・タイプ」の各列をソートできま
す。上向き三角形は昇順ソート、下向き三角
形は降順ソートです

「ダウンロード」矢印 ディメンション定義を CSV (カンマ区切り
値)ファイルとして保存します

2. ディメンション名をクリックすると、そのメンバー構造が表示されます。
• 右向きの三角形をクリックすると、そのレベルより下位のメンバーの次のレベルが表
示されます。

• 下向きの三角形をクリックすると、そのレベルより下位のレベルが折りたたまれま
す。

• メンバーを選択すると、メンバーの情報(プロパティ)が表示されます。

ノート:

斜体のメンバー名は、共有メンバーを示します。
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図 6-4 展開してメンバー・レベルとプロパティが表示された「ディメンション」タ
ブ

ノート:

任意のプロパティを編集ボックス内で編集したり、ドロップダウン・リ
ストから別の設定を選択したりできます。
アプリケーションに複数の別名表がある場合、それぞれの別名プロパテ
ィを個別に編集できます。たとえば、前の図では、Default別名表と
English別名表での別名が表示されています。表ごとに、選択したメンバ
ーに対して異なる別名を設定できます。
別名表の追加は、別名表の追加を参照してください。

3. オプション: ディメンション行の最後にある矢印をクリックすると、そのディメン
ションの定義を含むカンマ区切り(CSV)のフラット・ファイルがダウンロードされ
ます。それを Microsoft Excelに読み込んでメンバーを分析することも、テキスト・
エディタに読み込んで、インポートする新しいフラット・ファイルを作成し、他の
ディメンションを作成したり、一括変更し、「ディメンションの更新」を使用して
ファイルを再インポートすることもできます。

ノート:

テキスト・エディタを使用して、「ディメンション管理」からダウンロー
ドしたディメンション CSVファイルを編集できます。そのうえで、「デ
ィメンションの更新」を使用して再インポートすることができます(フラ
ット・ファイルを使用したアプリケーション・ディメンションの更新)。
Microsoft Excelを使用して編集はしないでください。Excelで編集済の
CSVファイルを保存するとき、「ディメンションの更新」でファイルを適
切に解析できるフォーマットは維持されません。

第 6章
ディメンション管理を使用したディメンションの表示、作成および編集

6-26



ディメンション管理を使用したディメンションの編集
「ディメンション管理」の概要は、ディメンション管理を使用したディメンションの表示、作
成および編集を参照してください。
ディメンション管理エディタの使用に関する詳細は、次のビデオを参照してください:

 Profitability and Cost Managementのディメンション・エディタによるメタデータの更
新

注意:

重複メンバー・アウトラインを使用して作成されたアプリケーションでは、メンバ
ーを移動、名前変更または親変更すると、「データの保持」を選択した状態でキュー
ブをデプロイした場合でも、メンバーに関連付けられているデータが消失します。

ヒント:

ディメンションを更新した後で、「ディメンション管理」またはサービス内の別の場
所で更新内容を確認するには、Profitability and Cost Managementをログアウトして
から再度ログインする必要があります。
アプリケーションの再デプロイも必要で、これにより、検証とデータベースの更新
が行われます。

「ディメンション管理」でディメンションを編集するには、次を実行します。

1. ホーム・ページで「アプリケーション」 をクリックしてから、「ディメンション管
理」 をクリックします。

2. 「ディメンション」で、変更するディメンションの名前をクリックします。
表 1にリストされているコントロールを使用して、下位レベルのメンバー階層を表示でき
ます。
選択したディメンションの画面には、次の編集用コントロールがあります。

ヒント:

メンバーを選択してから、編集用ボタンをクリックします。
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表 6-5 「ディメンション」タブにある編集用コントロール

コントロール 名前 アクション
「子の追加」ボタ
ン

選択したメンバーの配下に子メンバーを追加します。
新しい子の名前を入力して、そのプロパティを編集し
ます

ノート:

「共有メンバー」ボックスを選択した場合
は、メンバー名がすでに存在している必要
があります。共有メンバーを保存する場合
は、プロパティ・ペインで「データ・スト
レージ」を「共有」に設定します。

共有メンバーにメンバーを追加することはできませ
ん。

「メンバーのコピ
ー」ボタン

選択したメンバーを、その親の配下に、コピー元のメ
ンバーと同じレベルで、その最後のメンバーの後ろに
コピーします

「親変更」ボタン 選択したメンバーを、そのディメンションの別のメン
バーの配下に移動して、新しい親の子にします。選択
したメンバーの新しい親ディメンションの名前を入
力します
共有メンバーの親は変更できません。

「メンバーの削
除」ボタン

選択したメンバーを削除します

「上へ移動」ボタ
ンと「下へ移動」
ボタン

選択したメンバーを、同じ親の配下の同じレベルで、
上下に移動します

3. 編集が終了したら、データベースのデプロイのステップに従って、アプリケーショ
ンのメタデータを Oracle Essbaseキューブに再デプロイします。検証エラーは、
すべてジョブ・ライブラリに表示されます。

ディメンション管理を使用したディメンションの作成
「ディメンション管理」の概要は、ディメンション管理を使用したディメンションの表
示、作成および編集を参照してください。
ディメンション管理エディタの使用に関する詳細は、次のビデオを参照してください:

 Profitability and Cost Managementのディメンション・エディタによるメタデー
タの更新
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ヒント:

新しいディメンションを作成したら、アプリケーションの再デプロイが必要で、こ
れにより、ディメンションの検証とデータベースの更新が行われます。

「ディメンション管理」でディメンションを作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」 をクリックしてから、「ディメンション管
理」 をクリックします。

2. 「ディメンション」で をクリックします。
3. 「ディメンションの作成」ページで、ディメンションのプロパティを設定します。
表 6-6 ディメンション・プロパティ

プロパティ 説明
名前 Essbase命名規則を参照してください。
ディメンション・タイプ ディメンションのタイプを選択します。ディメンション・タイプを

参照してください。
• ビジネス
• 視点
• 属性

属性ディメンション オプション: 別のディメンションにまだ関連付けられていない既存
の属性ディメンションのリストから、属性ディメンションを選択し
ます。Profitability and Cost Managementの属性ディメンションを
参照してください。

POVディメンションの順序 オプション: POVディメンションの表示順序を設定します。たとえ
ば、年を最初にし、期間、シナリオの順で POVの表示順序を設定
するには、年を 1、期間を 2、シナリオを 3にします。

コメント オプション: ディメンションの使用目的を説明します
データ・ストレージ 集約ストレージ(ASO)キューブの場合は、データ・ストレージのタ

イプを選択します。
• データの保管: デフォルト。「データの保管」では、メンバーの
値が集約されます。

• ラベルのみ: ラベルのみのディメンションは仮想ディメンショ
ンです。ナビゲーションに使用されるのが一般的で、関連付け
られているデータはありません。ラベルのみのディメンショ
ンにデータは関連付けられていませんが、最初の直接の子の値
が表示されます。
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表 6-6 (続き) ディメンション・プロパティ

プロパティ 説明
階層タイプ 集約ストレージ(ASO)キューブの場合は、階層のタイプを選択しま

す。
• 保管済: デフォルト。保存済階層タイプは最もシンプルな階層

で、集約は一番高速です。ディメンション全体が単一の階層と
して扱われます。この階層タイプでは、共有メンバー、メンバ
ー式、(+以外の)代替連結演算子を使用できません。
動的: 最もカスタマイズ可能な階層タイプですが、集約パフォ
ーマンスは最も低いです。ディメンション全体が動的な階層
として扱われるため、共有メンバーや式を含むメンバー、すべ
ての連結記号を使用できます。パフォーマンスの低下を防ぐ
ため、動的階層の使用には注意してください。

• 使用可能: 使用可能階層タイプでは、ディメンションが複数の
階層として扱われ、世代 2の子(ルートの子)のそれぞれに 1つ
存在します。世代 2の子それぞれが、一意の階層の最上位で
す。1つ目は保存済階層にする必要があり、共有メンバーを含
めることや、+以外の連結演算子を使用することはできません。
2つ目から最後までは、動的階層と保存済階層のどちらでもか
まいません。1つ目以外の保存済階層には、共有メンバーを含
めることが可能です。

ディメンション・ソート順 オプション: 増分カウンタを使用して、データベース内のディメン
ションの順序を設定します。一番小さな番号が最初に保存されま
す。このオプションは、「ディメンション・ソート順」と「ディメ
ンション解決順」が同じ場合のデフォルトの評価順序も設定しま
す。ソート順の数値を重複させることはできません。

ディメンション解決順 オプション: 増分カウンタを使用して、ディメンションの評価順序
を設定します。一番小さな番号が最初に評価されます。複数のデ
ィメンションに同じ解決順の値を設定できます。デフォルトはゼ
ロです。

別名 - <別名表の名前>フィ
ールド

定義されている別名表ごとに、このディメンションに使用する別名
を入力します。Profitability and Cost Managementの別名ディメン
ションを参照してください。

4. ディメンションを変更したら、アプリケーションを再デプロイして、その変更をデ
ータベースに転送する必要があります。すぐに再デプロイすることもできますし、
複数のディメンションの変更や追加を行っている場合は、複数の変更を行った後で
アプリケーションを再デプロイしてもかまいません。データベースのデプロイの
ステップに従って、アプリケーションのメタデータを Oracle Essbaseキューブに
再デプロイします。検証エラーは、すべてジョブ・ライブラリに表示されます。

別名表の追加
「ディメンション管理」の概要は、ディメンション管理を使用したディメンションの表
示、作成および編集を参照してください。
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ヒント:

ディメンションを更新した後で、「ディメンション管理」またはサービス内の別の場
所で更新内容を確認するには、Profitability and Cost Managementをログアウトして
から再度ログインする必要があります。
アプリケーションの再デプロイも必要で、これにより、検証とデータベースの更新
が行われます。

異なる言語のサポートなど、複数の別名を使用する場合は、複数の別名表が便利です。

ノート:

次のステップは、別名表を追加する方法の説明です。別名表を削除するには、まず、
その別名表のメンバーに割り当てられた別名値を削除してから次のステップに従い
ますが、表を選択して、 をクリックします。
「リフレッシュ」 をクリックすると、表示された情報をいつでも更新できます。

「ディメンション管理」にディメンション表を追加するには、次を実行します。

1. ホーム・ページで「アプリケーション」 をクリックしてから、「ディメンション管
理」 をクリックします。

2. 「別名」をクリックします。
3. 「別名」で、 をクリックします。
4. 名前を入力し、オプションで、新しい別名表の説明を入力します。
5. 編集が終了したら、データベースのデプロイのステップに従って、アプリケーションのメ
タデータを Oracle Essbaseキューブに再デプロイします。検証エラーは、すべてジョ
ブ・ライブラリに表示されます。

ノート:

メンバーのプロパティ・ペインで、別名の追加や編集を行うことで、新しい別
名表を移入できます(図 2)。また、別名レコードを含むフラット・ファイルをイ
ンポートすることも可能です(フラット・ファイルを使用したアプリケーショ
ン・ディメンションの更新)。
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アプリケーション・ジョブ・ライブラリのタスク
の表示

ジョブ・ライブラリには、Profitability and Cost Managementで作成されたすべてのジ
ョブのリストが表示されます。

ノート:

• ジョブ・ライブラリで 1つ以上のジョブを選択できます。複数のジョブ
を選択するには、[Ctrl]を押しながらクリックします。

• リストのジョブ数が増えると、画面のリフレッシュ速度が遅くなる可能
性があります。リストのジョブ数を減らして妥当なパフォーマンスを取
り戻すには、「Excelにエクスポート」ボタンを使用してジョブ・リスト
をアーカイブしてから、古いジョブを削除します。

ジョブ・ライブラリを表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックし、続いて「ジョブ・ライブ
ラリ」をクリックします。(ホーム・ページの 「ナビゲータ」をクリックしてか
ら、「ジョブ・ライブラリ」をクリックすることも可能です。)

図 6-5 Profitabilityアプリケーション・コンソールの「ジョブ・ライブラリ」画面

 

 
「ジョブ・ライブラリ」画面には、表 1のコントロールと、次の表に示したコント
ロールがあります。
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表 6-7 アプリケーションの「ジョブ・ライブラリ」画面上にある固有のコントロール

コントロール 名前 アクション
停止 選択したジョブを取り消します

反復処理や非常に長い計算でジョブがロックされている
場合は、サービス管理者が停止して Essbaseを再起動でき
ます。詳細は、Essbaseの再起動を参照してください。ま
ず、その他すべての作業を停止する必要があります。

エラーをファイル
に保存

エラー・ウィンドウのテキストをテキスト・ファイル
error.txtに保存します

Excelにエクスポ
ート

ジョブ・ライブラリの表をMicrosoft Excelファイルに保
存します

実行統計レポート
の実行

選択したジョブのアプリケーション名およびタイプ、スレ
ッド数、POV、ジョブ ID、ジョブ・タイプ、ジョブ・ス
テータス、開始時間と終了時間、ユーザー ID、ルール・セ
ット名、ルール名、反復番号、経過時間、スレッド番号、
潜在的なソース、潜在的な宛先および潜在的な配賦に関す
る情報が表示される実行統計レポートを実行します

アクション 選択されたジョブに対するアクションが表示されます。
「削除」と「検査」は、この表の後のテキストで説明して
います
ノート: 「プロパティ」ペインが開いている場合、このボ
タンは非表示になることがあります。

 

 

フィードバックの
提供

補足診断ジョブを実行し、Oracleサポートにフィードバッ
クを送信します。補足診断で提供される標準コンテンツ
に加えて、選択した各計算ジョブに対して、そのジョブの
「実行統計レポート」と、ジョブの計算に使用した POVの
「プログラム・ドキュメンテーション」レポートがフィー
ドバックに含まれます。

2. 各ジョブの情報を確認します。
• 「ジョブ ID」は、システムにより割り当てられる、連続した ID番号です。
• 「ジョブ・タイプ」には、「アプリケーションの作成」や「ディメンションの更新」な
ど、実行中のタスクのタイプが表示されます。

• 「ステータス」には、「実行中」、「権限の待機中」、「成功」または「失敗」など、ジョ
ブの現在の状態が表示されます。

• 「経過時間」には、ジョブが開始されてから(終了するまで)の時間が表示されます。
• 「開始日」には、ジョブが発行された、または実行をスケジュールされた日付と時刻
が表示されます。

• 「終了日」には、ジョブが停止された日時と、正常に停止したかどうかが表示されま
す。

• 「コメント」には、特定のジョブに関してユーザーが入力したノートや詳細が表示さ
れます。コメントはタスクの発行時に入力されます。

3. オプション: 「プロパティ」ペイン(図 2)でジョブ詳細またはプロパティを表示します。
デフォルトで、ジョブをクリックすると、「プロパティ」ペインが開きます。「プロパティ
の非表示」ボタン( )をクリックすると、ペインを閉じることができます。「プロパティ」
ペインを再度表示するには、 または をクリックし、次に「検査」をクリックして、

第 6章
アプリケーション・ジョブ・ライブラリのタスクの表示

6-33



選択したジョブに関する追加のサマリー・レベル詳細を「プロパティ」ペインで確
認します。
「プロパティ」ペインには、ジョブ ID、ユーザー名、コメント(入力されている場
合)、ジョブに関するその他の情報が含まれ、クリックすると、エラーや影響分析
情報などの詳細が表示されるハイパーリンクが含まれることがあります。ハイパ
ーリンクがある場合、図 2に示すように、その情報をファイルに保存できます。

ノート:

「タスク・フロー ID」は、特定のタスクに対してシステム生成されるタス
クの IDで、<application name>:<task name><generated taskflow
number>.というフォーマットです。
たとえば、AppMgmt_DeployApplication_D20120824T08520_5edとい
う生成されたタスクフロー番号が表示された場合、AppMgmtはアプリ
ケーション名、DeployApplicationはタスク、D20120824T08520_5ed
は生成されたタスクフロー・インスタンス IDを表します。

図 6-6 「成功(警告あり)」のステータスのジョブ・プロパティ

4. オプション: 必要な場合は、「停止」をクリックして、「実行中」の状態の選択した
タスクを終了できます。

注意:

ボタンを押した後でタスクフローがすぐに停止する場合は、データの状
態が一貫するように、結果に影響するアクティビティに追加の時間が必
要なことがあります。

5. オプション: または をクリックし、次に「削除」をクリックして、選択した
ジョブをリストから削除します。
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ファイル・エクスプローラでのファイルの転送
Profitability and Cost Managementのファイル・エクスプローラを使用して、ログとサンプ
ル・ファイルの表示、バックアップや移行を目的としたアプリケーション・ファイルのエク
スポートとインポート、およびフラット・ファイルを使用したディメンションの更新を行い
ます。
ファイル・エクスプローラを開くには、Profitabilityアプリケーション・コンソールを開きま
す(Profitabilityアプリケーション・コンソールおよびその他のアプリケーション機能の使用方
法)。次に、 をクリックします。

図 6-7 「ファイル・エクスプローラ」タブ

図 1は、4つのファイルがあるファイル・エクスプローラを示し、そのうち 1つのファイル
は「受信ボックス」内にあり、その他のファイルは「送信ボックス」内にあります。
「受信ボックス」には、ローカル・フォルダ(コンピュータまたはマップされたドライブ)から
アップロードされたファイルが保持されています。「送信ボックス」には、システムによって
生成されたファイル(ログ・ファイル)、エクスポートによって作成されたファイル(テンプレ
ート・ファイル)、またはコンピュータまたはマップされたドライブからアップロードされた
ファイルが保持されています。
通常、ファイルをインポートするために「受信ボックス」にアップロードします。これには、
ディメンションを更新するためのフラット・ファイルや、アプリケーションを作成するため
のテンプレート・ファイルなどがあります。インポート・タスクを実行し、サーバーを選択
する場合、「受信ボックス」のコンテンツから選択できます。エクスポートを実行する場合、
またはログ・ファイルを表示する必要がある場合、ファイル・エクスプローラでは、「送信ボ
ックス」にそのファイルが保持されていることが示されます。
次の各ボタンを使用すると、ファイル・エクスプローラ内のファイルを操作できます。コン
ピュータまたはマップ済のドライブから受信ボックスまたは送信ボックスにファイルをロー
ドするボタン。「リフレッシュ」を使用すると、ファイルのリストを最新のものにすることが
できます。
• アップロード -- ファイルを参照し、そのファイルを「受信ボックス」または「送信ボッ
クス」にロードできます
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• ダウンロード -- 選択したファイルを開くか、保存できます
• リフレッシュ -- ファイルのリストを最新のものにすることができます
その他のコントロールについては、次の表を参照してください。
表 6-8 ファイル・エクスプローラのコントロール

コントロール 名前 アクション
「検索」ボックス 入力したテキストを検索します
「削除」ボタン 選択したファイルを削除します

ノート: 複数のファイルを一度に削除するには、[Ctrl]
を押しながらクリックして選択し、 をクリックします

「ソート」ボック
ス

選択に従って、表示された表をソートします
「名前」、「タイプ」、「フォルダ」、「最終更新日」または
「サイズ」別にソートできます。上向き三角は昇順にソー
トし、下向き三角は降順にソートします。
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7
アプリケーションの視点(POV)の操作

次も参照:

• 視点の概要
アプリケーションの視点(POV)は、年、期間、シナリオなどの指定されたスナップショッ
ト用の、アプリケーションの特別なバージョンを表示するディメンションのセットです。
ルールは、1つ以上の POVに対して実行する計算をコントロールします。

• POVについて
POVは年、期間、シナリオなどの指定されたスナップショット用の、アプリケーション
の特別なバージョンを表示します。

• POVディメンション
視点(POV)のディメンションは、アプリケーションの特定のバージョン、あるいはモデル
に対する特定の視点を表すために使用します。

• POVの管理
アプリケーションで使用可能な POVは、アプリケーションで定義された POVディメン
ションに応じて決まりますが、すべての POVが割当てやデータ入力用にそのまま使用で
きるわけではありません。

視点の概要
アプリケーションの視点(POV)は、年、期間、シナリオなどの指定されたスナップショット用
の、アプリケーションの特別なバージョンを表示するディメンションのセットです。ルール
は、1つ以上の POVに対して実行する計算をコントロールします。
POVディメンションのメンバーはユーザー定義であり、モデリングや仮定分析において多様
な POVの組合せを提供します。
視点(POV)は、アプリケーションの様々なバージョンを作成するために使用できます。たとえ
ば、予算の数値と実績の数値の比較を格納したり、様々な変更による最終損益への影響を測
定するシナリオを実行します。
各アプリケーションの POVを指定します。POVの詳細は、次の項を参照してください。
• POVについて
• POVのタイプ
• POVディメンション
• POVの管理
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POVについて
POVは年、期間、シナリオなどの指定されたスナップショット用の、アプリケーショ
ンの特別なバージョンを表示します。
少なくとも 1つの POVディメンションが必要であり、最大 4つ作成できます。POV
ディメンションおよびその名前を定義してください。計算は、各月または状況に固有
の、POVのデータおよびルールを使用して行われます。
代表的な POVには「年」、「期間」および「シナリオ」が含まれます。Profitability and
Cost Managementのほぼすべてのアクティビティにおいて 、最初のステップは POV
を選択することです。

ノート:

Profitability and Cost Managementアプリケーションのルールは POV固有
です。ルールまたはルール・セット、あるいはグローバル・コンテキスト定
義が POV内に存在するためには、POV内のそのアーティファクトの一意の
定義が必要です。

POVが「ドラフト」ステータスに設定されている場合のみ、アプリケーションは編集
可能になります(POVの状態の変更)。新しいドライバ、条件またはメンバーを反映す
るように POVを変更して、別のシナリオを作成できます。これらのシナリオを比較す
ることにより、変更点がプロセスや最終結果にどのように影響するのかを評価できま
す。
また、同一の POVの複数のバージョンを作成できるため、アプリケーションの変更点
がもたらす影響をモニターしたり、同一アプリケーションの異なるバージョンを追跡
することが可能です。
関連トピック:

• POVディメンション
• POVのタイプ
• POVの管理
POVのタイプ
POVには、データ POVとモデル POVの 2つのカテゴリがあります。
定義により、POVではデータのスライスを定義します。時間、日付、データ・ステー
タス(実績や予測)などのディメンションでは、計算、表示またはその他の操作を行うデ
ータ・セットを定義します。したがって、すべての POVはデータ POVですが、デー
タ・セットは空でもかまいません。
また、一部の POVは計算ルールに関連付けられています。ルール・セットおよび関連
ルールを作成する際に POVを指定します。それらのルールはその POVにのみ適用さ
れます。ルールに関連付けられている POVは、モデル POVと呼ばれます。それらの
POVは、「実行制御」画面で「モデルが存在します」チェック・ボックスが選択された
状態になります。
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POVディメンション
視点(POV)のディメンションは、アプリケーションの特定のバージョン、あるいはモデルに対
する特定の視点を表すために使用します。
各アプリケーションには、少なくとも 1つのディメンションを POVディメンションに指定す
る必要があります。POVディメンションには、アプリケーションに必要な任意の項目を選択
できます。POVディメンションとして使用される代表的な例を次に示します:

• 期間 - 時間に伴って変化する戦略や変更点を分析できます。アプリケーションのベース
を任意の時間単位(四半期、月、年次、年など)にできるため、時系列で戦略を分析した
り、在庫や償却をモニターできます。

• 年 - 暦上の年を指定してデータを収集します
• シナリオ - 特定の期間と一連の条件に対する、アプリケーションの新しいバージョンを表
示します

バージョン・ディメンション
特定の POVを使用し、同じ POVの別バージョンを作成できます。これにより、アプリケー
ションへの変更の影響をモニターしたり、同じアプリケーションの異なるバージョンを追跡
できます。
バージョン・ディメンションは次のタスクで使用します:

• 1つのアプリケーションの反復を、わずかな違いで複数作成
• 仮定に基づいた予測結果や、ベスト・ケース・シナリオかワースト・ケース・シナリオか
を決定する仮定シナリオをモデル化

• 簡単に目標を設定
バージョン・ディメンション内の様々な要素を変更することで、元のアプリケーションを変
更せずに変更結果を調べることができます。

POVの管理
アプリケーションで使用可能な POVは、アプリケーションで定義された POVディメンショ
ンに応じて決まりますが、すべての POVが割当てやデータ入力用にそのまま使用できるわけ
ではありません。
考慮事項
次の点に注意してください:

• POVにドライバを割り当てたりデータをロードするには、まず POVをアプリケーション
に追加する必要があります。

• POVを新しいレポート期間や異なるシナリオ用にコピーできます。POVのコピーを参
照してください。

• 新しい POVが追加されると、ステータスは自動的に「ドラフト」に設定され、POVが編
集できるようになります。

POVを作成、変更および削除するには、次のトピックで説明されているいずれかの画面を表
示します:
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• 「視点」画面を開く
• 「実行制御」画面を開く
POVを操作するには、次の手順を使用してください:

• POVの作成
• POVの状態の変更
• POVのコピー
• POVからの選択したアーティファクトのクリア
• POVおよびすべてのアーティファクトの削除

「視点」画面を開く
「視点」画面では、POVの作成、変更および削除が可能です。
「ナビゲータ」メニューを使用して「視点」画面を表示するには:

1. ホーム・ページで をクリックし、「視点」を選択します。
「視点」画面には、使用可能な POVがすべてリストされています。

図 7-1 「視点」画面

2. 「アクション」メニューとボタンを使用して、次のアクションを実行します。
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表 7-1 POVの管理アクション

「アクション」のメニュー・オプ
ション

ボタン 詳細

視点の作成 POVの作成
視点の削除 POVおよびすべてのアーティ

ファクトの削除
視点の状態の変更 POVの状態の変更
視点のクリア POVからの選択したアーティ

ファクトのクリア
視点のコピー POVのコピー

ノート:

「実行制御」画面でも同様の処理を実行できます。これを表示するには、ホー
ム・ページで「モデル」をクリックし、それから「実行制御」をクリックしま
す。

3. オプション: 「表示」メニューとボタンを使用して、次のタスクを実行します。
• 列 - すべてまたは選択したディメンション列を表示します
• POVの表のデタッチとアタッチを行います
• 列の順序変更 - 矢印コントロールを使用して、選択したディメンション列を POV表
の先頭または末尾の方向に移動します

• 例による問合せ - 例による問合せ(QBE) を使用してデータをフィルタ処理します。
– 例による問合せ をクリックします。
– 各データ列の上に表示される QBEフィールドの 1つまたは複数に、ターゲット
値の最初のいくつかの文字を入力します。

– を再度クリックします。
一致するメンバーのみが表示されます。すべてのメンバーを再び表示するには、
次のステップに従ってすべてのフィールドをクリアします。

POVの作成
年、期間、シナリオおよびステータスなど、選択したアプリケーションのスナップショット
に対するアプリケーションの情報や計算を表示するには、POVを作成します。

ノート:

POVは、追加されないかぎり、他のタスク・ウィンドウからアクセスできません。
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POVを追加するには:

1. 「視点」画面(「視点」画面を開く)または「実行制御」画面( 「実行制御」画面を開
く)を表示します。

2. をクリックするか、「アクション」、「視点の作成」の順に選択します。
「視点の作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3. 新しい POVを識別するためのアプリケーションのパラメータを選択します。
これは新しい POVであるため、「年」および「期間」パラメータが提供され、「状
態」が自動的に「ドラフト」に設定されてアプリケーションを構築および編集でき
るようになります。

4. 「OK」をクリックします。
POVがリストに追加されます。

POVの状態の変更
アプリケーションが作成されると、そのステータス(「状態」)は「ドラフト」に設定され
ます。これは、アプリケーションを表示および編集できることを示します。アプリケ
ーションが最終状態になったら、POV状態を変更してモデルを変更できないようにし
ます。ステータスは Oracle Essbaseのディメンションではありません。
POV状態は、「ドラフト」、「公開済」または「アーカイブ済」のいずれかに設定できま
す。
POVのステータスのみが変更できます。他のパラメータを変更する場合は、新しい
POVを作成する必要があります。
POVの状態を変更するには:

1. 「視点」画面(「視点」画面を開く)または「実行制御」画面(「実行制御」画面を開く)
を表示します。

2. 変更する POVを選択します。
3. 「アクション」、「視点の状態の変更」 の順に選択します。
4. 「ステータス」の下で新しい状態を選択します。

• ドラフト - アプリケーションを構築または編集し、動的レポートを生成しま
す。

• 公開済 - アプリケーションを表示し、動的レポートを生成します
• アーカイブ済 - アプリケーションを表示し、動的レポートを生成します。
いつでも状態を「ドラフト」に変更してアプリケーションを編集できます。

ノート:

POVを変更した場合は、状態のみが変更されます。ステータスが「公開
済」または「アーカイブ済」に設定されている場合は、アプリケーショ
ンを計算できなくなります。
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5. 「OK」をクリックします。

POVのコピー
データベースがデプロイされている場合、POVをコピーして新しい期間またはシナリオの開
始ポイントを指定するか、既存のアプリケーション用の what-ifシナリオを作成できます。
たとえば、前の期間からルールと入力データをコピーして期間を作成したり、実際のシナリ
オからデータをコピーして、予測シナリオ用のシード・データを作成できます。
Profitability and Cost Managementでは、POVをコピーできる場所が 2つあります。各オプ
ションの説明は、これらのトピックを確認してください。
「使用可能な視点」画面からの POVのコピー
「実行制御」画面からの POVのコピー

ノート:

POVのコピーは、アプリケーションのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可
能性があります。

「使用可能な視点」画面からの POVのコピー
Note:

「使用可能な視点」画面から POVをコピーするとき、コピーする POVに 5百万個
を超える入力データのセルがある場合は、コピーする入力データの完全セットを対
象とするように、異なるモデル・ビューを使用して複数の POVのコピー操作を実行
する必要があることがあります。また、入力データのみがコピーされます。入力デ
ータとドライバ・データの両方をコピーし、5百万個のセル制限を回避するには、
「実行制御」画面から POVをコピーします。「実行制御」画面からの POVのコピー
を参照してください。

「使用可能な視点」画面から POVをコピーするには:

1. ホーム・ページで をクリックします。
2. 「設定管理」で「視点」を選択します。
3. 「使用可能な視点」画面で、コピーする POVを選択します。
4. をクリックするか、「アクション」、「視点のコピー」の順に選択します。
5. 「視点のコピー」ダイアログ・ボックスで、コピーされる視点で使用される POVディメ
ンションのメンバーを選択します(年、期間、シナリオなど)。

6. 「構成のコピー」セクションで、次の情報を入力します:
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• モデル: 「ルールの管理」を選択して、ソース POVに属するすべてのルールを
コピーします。

• データ: 「入力データ」を選択して、すべての入力データをコピーします。

Note:

アプリケーションのアウトラインが大きすぎる場合は、モデル・ビュ
ーを選択して、コピーする POV入力データのサブセットを定義する
よう求められます。必要であれば、異なるモデル・ビューを使用して
複数コピーの POV操作を実行し、コピーする必要のある入力データ
の完全セットを対象にすることができます。

7. 「OK」をクリックします。
8. オプション: 「ジョブ・ライブラリ」に移動して、コピーのステータスを確認しま
す。

Note:

「使用可能な視点」画面から POVをコピーすると、ジョブのプロパティ
にコピー・アルゴリズムとして「MDX」が表示されます。

「実行制御」画面からの POVのコピー
Note:

「実行制御」画面から POVをコピーする場合、コピーするデータの量に関係
なく、すべての入力データを 1つの操作でコピーできます。さらに、入力デ
ータとドライバ・データの両方をコピーするオプションがあります。

「実行制御」画面から POVをコピーするには:

1. ホーム・ページで「モデル」 をクリックし、それから「実行制御」 をク
リックします。

2. 「実行制御」画面で、コピーする POVを選択します。
3. をクリックするか、「アクション」、「コピー」の順に選択します。
4. 「視点のコピー」ダイアログ・ボックスで、コピーされる視点で使用される POV
ディメンションのメンバーを選択します(年、期間、シナリオなど)。

5. 「構成のコピー」セクションで、次の情報を入力します:

• モデル: 「ルールの管理」を選択して、ソース POVに属するすべてのルールを
コピーします。
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• データ: オプションを選択します:

– なし: データをコピーしません。
– すべての入力データ: ドライバ・データを含むすべての入力データをコピーしま
す。

– すべてのデータ : すべての POVデータをコピーします。
6. 「OK」をクリックします。
7. オプション: 「ジョブ・ライブラリ」に移動して、コピーのステータスを確認します。

Note:

「実行制御」画面から POVをコピーすると、ジョブのプロパティにコピー・ア
ルゴリズムとしてレベル 0エクスポートが表示されます。

POVからの選択したアーティファクトのクリア
この項で説明するように、選択したオブジェクト(アーティファクト )を POVからクリアまた
は削除できます。問合せを作成し、入力データの特定のスライスを POV (選択した入力デー
タの POVからのクリア)からクリアすることもできます。
関連する割当てやドライバの選択も含め POV全体を削除するには、POVおよびすべてのア
ーティファクトの削除を参照してください。
選択したアーティファクトを POVからクリア(削除)するには:

1. 他のユーザーがその POVと内容を必要としていないことを確認します。
2. 「視点」画面(「視点」画面を開く)または「実行制御」画面(「実行制御」画面を開く)を表示
します。

3. クリアするアーティファクトが含まれている POVを選択します。
4. 「アクション」、「視点のクリア」 の順に選択します。
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図 7-2 「視点のクリア」ダイアログ・ボックス

5. 「包括的」をクリックします。
6. クリアするアーティファクトを選択します。

ノート:

選択したタイプのすべてのアーティファクトがクリアされます。たとえ
ば、特定の入力データ・タイプのみをクリアする場合、「ターゲット指
定」クリア(選択した入力データの POVからのクリア)を実行します。

7. 「OK」をクリックして、選択したアーティファクトをクリアします。
操作のレコードを表示するには、「ジョブ・ライブラリ」を参照してください。

選択した入力データの POVからのクリア
選択したオブジェクト(アーティファクト )を POVからクリアまたは削除できます。こ
れは、「包括的」クリアと呼ばれ、選択したタイプのすべてのアーティファクトを削除
します(POVからの選択したアーティファクトのクリア )。この項で説明するように、
問合せを作成して、特定の入力データのスライスを削除する「ターゲット指定」クリ
アを実行することもできます。これは、ドライバを削除せずに他の入力データを削除
する場合などに便利です。
関連する割当てやドライバの選択も含め POV全体を削除するには、POVおよびすべ
てのアーティファクトの削除を参照してください。
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特定の入力データを POVからクリアするには:

1. 他のユーザーが POVとその現在のデータを必要としていないことを確認します。
2. クリアするデータを返す問合せを作成します(問合せの管理)。
入力データのみがクリアされるため、ルール・ディメンションは NoRuleに設定される必
要があります。残高ディメンションの場合、選択されるメンバーは、メンバー名によって
識別される「入力」のみである必要があります。

3. 「視点」画面(「視点」画面を開く)または「実行制御」画面(「実行制御」画面を開く)を表示
します。

4. クリアするデータが含まれている POVを選択します。
5. 「アクション」、「視点のクリア」 の順に選択します。
6. 「視点のクリア」画面で、「ターゲット指定」をクリックします。
7. 「問合せ」を選択し、クリアするデータを検索します。
8. 「OK」をクリックして、問合せによって返されたデータをクリアします。
操作のレコードを表示するには、「ジョブ・ライブラリ」を参照してください。

POVおよびすべてのアーティファクトの削除
Oracle Essbase内のデータを削除する場合は、POVを削除する前に、選択した POVに対し
て「すべてクリア」機能を実行します。POVからの選択したアーティファクトのクリアを参
照してください。
POVおよび関連するアーティファクト (ルールやルール・セットなど)を削除するには:

1. 他のユーザーがその POVと内容を必要としていないことを確認します。
2. オプション: Essbase内のデータを消去するには、POVからの選択したアーティファクト
のクリアの説明に従って、データの「すべてクリア」を選択します。

3. 「視点」画面(「視点」画面を開く)または「実行制御」画面(「実行制御」画面を開く)を表示
します。

4. 削除する POVを選択します。
5. 「アクション」、「視点の削除」 の順に選択します。
「POVの削除」ダイアログ・ボックスに、選択した POVの POVディメンションが表示さ
れます。

6. 「OK」をクリックして POVを削除します。
POVはリストから削除され、以後は選択できなくなります。
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8
Profitability and Cost Managementのルールの操作

次も参照:

• ルールについて
Profitability and Cost Managementでは、ルールにより、アプリケーション全体のコスト
および収益が特定の勘定科目または要素へどのように配分されるかを制御できます。

• 「ルールの管理」画面でのルールの作成と管理
Profitability and Cost Managementアプリケーションで、「ナビゲータ」メニューのオプシ
ョンを使用してルール・セットおよびルールを作成および管理できます。

• 「計算ルール」画面でのルールのエクスプレス編集
「ルールのエクスプレス編集」ページを使用すると、より効率的にモデルを管理できます。

ルールについて
Profitability and Cost Managementでは、ルールにより、アプリケーション全体のコストおよ
び収益が特定の勘定科目または要素へどのように配分されるかを制御できます。
ドライバを使用して、資金の配賦方法を決定できます。アプリケーション内の資金フローに
合せて、計算結果がソースから宛先に割り当てられます。
ルール・セットまたはルールを作成することで、単一の POVの配分配賦を設定します。
• ルール・セットは、計算ロジックの定義の編成、同様のルールの一括計算および共通ディ
メンション・メンバーを共有する多くのルールの定義の簡略化に役立つ Profitability and
Cost Managementルールのグループです。ルール・セットはルール・セットのシーケン
ス番号によって決定される設定済の順序で実行され、そのルール・セット内のルールの実
行に固有のオプションを含む場合があります。

• ルールは Profitability and Cost Managementアプリケーションの計算ロジックを定義し、
モデル化された状況でのコスト割当てを反映できるようにします。ルール・セット内のル
ールは、そのルール・セット内のシーケンス番号の順序で実行されます。ルール・セット
内の各配賦ルールに対して配賦のソース、宛先、ドライバ基準およびオフセットを定義で
きます。(カスタム計算ルールの作成)。

ノート:

ルール管理の詳細は、「ルールの管理」画面でのルールの作成と管理およびデザイナ
機能によるルールの作成と管理を参照してください。
計算結果のモニターおよび確認に使用可能なツールを確認するには、計算の問題の
トラブルシューティングを参照してください。
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ルールのタイプ
Profitability and Cost Managementアプリケーションのルールには 2つのタイプがあ
ります。
• 配賦ルールは、配賦されたデータのソースおよび宛先、そのデータに適用されるド
ライバおよび勘定科目を貸借一致させるためにオフセットが配置される位置を決
定します(「ルールの管理」画面での配賦ルールの作成)

• カスタム計算ルールには、MDXフォーマットの式が含まれ、主にデータの調整ま
たは後続の配賦ルールで使用されるドライバ値の作成に使用されます(カスタム計
算ルールの作成)

どちらのタイプのルールも、ルール・セットの下に編成されます。ルール・セットは
そのシーケンス番号の順に実行され、セット内のルールはそのシーケンス番号の順に
実行されます。同じシーケンス番号を持つルールは、コンピュータ・ハードウェアで
プロセスの並列実行が許可されていれば同時に実行できます。ルールはルール・セッ
ト内にコピーできます。
コンテキストを使用して、両方のルール・タイプに対して、POVのすべてのルールま
たはルール・セットのすべてのルールに対して、ディメンションとメンバーのデフォ
ルトを定義できます。
ディメンション・メンバーのデフォルトであるコンテキスト
Profitability and Cost Managementアプリケーションの POVの配賦レベルごとにコン
テキストと呼ばれるデフォルトを設定できます。
• グローバル・コンテキストにより、その POV内のすべてのルール定義で使用され
るディメンションのデフォルトの定義を定義できます。

• ルール・セット・コンテキストにより、特定のルール・セット内のすべてのルール
に対してデフォルトのディメンション定義を定義できます。

ルールを作成および管理する方法
Profitability and Cost Managementのルールを使用する方法を説明する主なトピック
は次のとおりです。
• 「ルールの管理」画面での配賦ルールの作成
• 「デザイナ」画面での配賦ルールの作成
エクスプレス編集機能およびデザイナ機能のいずれも一括編集をサポートしています
が、ルール作成および管理の完全なオプションを提供しているのはデザイナ機能のみ
です。Profitability and Cost Managementを新しく使用する場合は、デザイナ機能を使
用して開始することをお薦めします。

「ルールの管理」画面でのルールの作成と管理
Profitability and Cost Managementアプリケーションで、「ナビゲータ」メニューのオ
プションを使用してルール・セットおよびルールを作成および管理できます。
これらのルールは、収益や費用などのデータのフローを Oracle Essbaseのソースの場
所から取り込み、オプションの適用ドライバに従って配賦の宛先に割り当てます。次
の各トピックで、これらの手順について説明します。
• 「ルールの管理」画面について
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• ルールのグローバル・コンテキストの定義
• ルール・セットの操作
• 「ルールの管理」画面での配賦ルールの作成
• カスタム計算ルールの作成
• 「ルールの管理」画面でのルールの管理

「ルールの管理」画面について
アプリケーションの配賦ロジックは「ルールの管理」画面で定義します。データ・ソース、
データ宛先、ドライバおよびオフセットにアクセスするグローバルおよびルール・セット・
コンテキスト(ディメンションのデフォルト)の定義、ルール・セットの定義およびルールの定
義を行うことができます。
「ルールの管理」画面でのルールおよびルール・セットの管理に関するチュートリアルは、次
のビデオを参照してください:

 『Profitability and Cost Managementのルールの管理』
 『Oracle Profitability and Cost Management Cloudのルール・セットの管理』

ルール・セットおよびルールの各グループは 1つの POVに適用されます。

ノート:

配賦ロールとカスタム計算ルールがあります。同じコンテキストとルール・セット
情報が両方のルール・タイプに適用されます。

Profitability and Cost Managementアプリケーションの配賦を定義するには:

1. データが表示されたアプリケーションのホーム・ページで、 をクリックします。
2. 「ルール」をクリックします。
「ルールの管理」画面が図 1のように開きます。
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図 8-1 「ルールの管理」画面

Profitability and Cost Managementアプリケーションでの配賦の定義および管理の詳
細は、次の各項を参照してください。
• ルールのグローバル・コンテキストの定義
• ルール・セットの操作
計算と配賦の実行に関する情報は、ナビゲータを使用した単一 POV計算の実行を参照
してください。

ルールのグローバル・コンテキストの定義
グローバル・コンテキストを設定すると、選択した POV内のすべてのルール定義で使
用されるディメンションのデフォルトの定義を定義できます。

ノート:

選択した POVのルール・セットを定義する前に、グローバル・コンテキスト
を定義します。

Profitability and Cost Managementアプリケーションの 1つの POVのグローバル・コ
ンテキストを定義するには:

1. ホーム・ページで をクリックし、「ルール」を選択します(「ルールの管理」画面
について)。
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2. 「ルールの管理」画面で、有効な POVの年と期間を入力して「リフレッシュ」 をクリ
ックします。

3. 「グローバル・コンテキスト」領域で「編集」 をクリックして、「グローバル・コンテキ
スト定義」領域を表示します。

図 8-2 グローバル・コンテキストの定義

4. オプション: 「グローバル・コンテキスト定義」ボックスに、グローバル・コンテキスト
のデフォルトの説明を入力します。

5. 「ディメンション」領域には、必須のシステム・ディメンションではない選択したアプリ
ケーションのすべてのディメンションが表示されます。すべてのルールにデフォルトと
して適用するディメンションを選択して をクリックするか、「アクション」を選択し、
「メンバー選択」領域で「メンバーの追加」を選択します。

6. その POVのグローバル・コンテキストのデフォルトに含める 1つのメンバーを選択し、
「OK」をクリックします。

7. オプション: 他のディメンションについてステップ 5と 6を繰り返します。
8. グローバル・コンテキスト定義が完了したら、 (保存)をクリックします。
ここで、選択したディメンションとメンバーのすべての組合せが、選択した POVに対して作
成された新しいルールに適用されます。
図 1に、その POVに対して作成されたすべてのルールについて NoDriverメンバーを「ドラ
イバ」ディメンションに適用するグローバル・コンテキスト定義を示します。グローバル・
コンテキストは、ルール・セットおよびルールが作成される前に定義されています。
次のステップでは、ルール・セットを定義して管理します(ルール・セットの操作)。

ルール・セットの操作
ルール・セットを使用すると、ユーザーは関連するルールをグループ化して、計算ロジック
の定義の編成、同様のルールの一括実行および共通ディメンション・メンバーを共有するル
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ールの定義の簡略化を行うことができます。ルール・セットにはルール・セットのシ
ーケンス番号によって決定される設定済の順序があり、そのルール・セット内のルー
ルの実行に固有のオプションを含む場合があります。ルール・セットは指定された
POVに適用されます。
ルール・セット・コンテキストを設定すると、選択した POVの選択したルール・セッ
トに含まれるすべてのルールで使用されるディメンションのデフォルト定義を定義で
きます。
次のトピックでは、ルール・セットおよびルール・セット・コンテキストの作成およ
び管理方法を説明しています。
• ルール・セットの定義
• ルール・セットの管理
• ルール・セット・コンテキストの定義および管理
ルール・セットに関するチュートリアルは、次のビデオを参照してください。

 『Oracle Profitability and Cost Management Cloudのルール・セットの管理』

ルール・セットの定義
ルール・セットは、複数の方法で配賦ルールおよび計算ルールの編成をサポートしま
す(ルール・セットの操作)。
ルール・セットに関するチュートリアルは、次のビデオを参照してください。

 『Oracle Profitability and Cost Management Cloudのルール・セットの管理』
アプリケーションの 1つの POVのルール・セットを定義するには:

1. 「ルールの管理」画面で(図 1)、有効な POVの年と期間を入力して「リフレッシュ」
ボタン をクリックします

2. 「ルール・セット」領域で をクリックするか、「アクション」、「ルール・セット
の作成」の順に選択します(図 1)。
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図 8-3 「ルール・セットの定義」領域

3. ルール・セットの名前を入力します。
4. オプション: 「説明」ボックスに、ルール・セットの説明を入力します。わかりやすい説
明を入力することをお薦めします。

5. ルール・セットが実行される順序を決定する「シーケンス」番号を入力します。
6. オプション: 「使用可能」を選択して、計算が実行されるときにルール・セットがアクテ
ィブになることを指定します。

7. ルール・セットの計算を実行する方法を示す実行タイプを選択します:

• 「直列実行」(デフォルト)は、シーケンス番号に応じて、ルール・セット内のすべての
ルールを順番に実行します。

• 「並列実行」は、コンピュータ・ハードウェアでサポートされる場合に同じシーケン
ス番号のルールを同時に実行します。

• 「反復実行」は、ルール・セットを複数回順番に実行します。「反復の数」は、実行す
る反復回数を示します。
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これらの設定は相互配賦をサポートします。
8. 「プログラム・コンテキストの使用」が選択されている場合、グローバル・コンテ
キストが定義されている場合はそれを現在のルール・セットに適用する必要がある
ことを示します。

9. オプション: ルール・セット・コンテキストを定義して、ディメンションのデフォ
ルトをルール・セットのすべてのルールに適用します(ルール・セット・コンテキ
ストの定義および管理)。

10. ルール・セット定義が完了したら、 (保存)をクリックします。
• ルール・セットを編集および削除するには、ルール・セットの管理を参照してくだ
さい。

• ルール・セット・コンテキストを定義して、ルール・セットのすべてのルールのデ
フォルトを設定するには、ルール・セット・コンテキストの定義および管理を参照
してください。

ルール・セットの管理
ルール・セットの定義にルール・セットの作成方法が説明されています。ルール・セ
ットを削除およびコピーすることもできます。
ルール・セットを削除するには:

1. アプリケーションを開いて、「ルールの管理」画面(「ルールの管理」画面について)
を表示します。

2. POVを入力し、ルール・セットを選択します。
3. をクリックするか、「アクション」、「ルール・セットの削除」の順に選択しま
す。

4. ルール・セットおよびそのすべてのルールを削除することを確認します。
5. をクリックします。
ルール・セットをコピーするには:

1. 「ルール」コンテンツ領域で POVを入力して、ルール・セットを選択します。
2. をクリックするか、「アクション」、「ルール・セットのコピー」の順に選択しま
す。

3. 新しいルール・セットの名前を入力します。必要に応じて、「ルールのコピー」を
選択して新しいルール・セットに既存のルールを追加します。

4. 「OK」をクリックし、 (保存)をクリックします。

ルール・セット・コンテキストの定義および管理
ルール・セット・コンテキストを定義して、選択した POVの選択したルール・セット
に含まれるすべてのルールで使用するデフォルトのディメンションおよびメンバーを
指定します。
アプリケーションの 1つの POVのルール・セットを定義するには:

第 8章
「ルールの管理」画面でのルールの作成と管理

8-8



1. ホーム・ページで「ルール」画面(図 1)を表示し、有効な POVの年と期間を入力して
(「リフレッシュ」)をクリックします。

2. 「ルール・セット」領域でルール・セットを選択し、「コンテキスト」タブをクリックしま
す(図 1)。

図 8-4 「ルール・セットの定義」の「コンテキスト」領域

3. 「コンテキスト」タブ(図 1)で、そのルール・セットのすべてのルールに適用するディメン
ションを選択します。

ノート:

POVディメンションと、グローバル・コンテキストで定義されているディメン
ションは選択できません。
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4. 「メンバー選択」領域で、 をクリックするか、「アクション」、「メンバーの追加」
の順に選択します(図 2)。

図 8-5 「ディメンションのメンバーの選択」ダイアログ・ボックス

5. 「ディメンションのメンバーの選択」ダイアログ・ボックスで、リストされている
メンバーの前にある記号をクリックして、それらを最下位のレベルに開きます。

6. すべてのルールに適用するメンバーを選択し、シャトル・コントロール矢印を使用
して、それらを「ディメンションのメンバーの選択」ダイアログ・ボックスの右側
にある選択済リストに移動します。

7. ルール・セット・コンテキスト定義が完了したら、「OK」をクリックし、 (保存)
をクリックします。

ここで、選択したディメンションとメンバーのすべての組合せが、選択した POVに対
して作成された新しいルールに適用されます。
図 3は、顧客ディメンションが Product Sustaining Activity Charge Outルール・セット
のルール・セット・コンテキスト(シーケンス番号 5)として有効化されていることを示
しています。
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図 8-6 Product Sustaining Activity Charge Outルール・セット用に定義されたルール・セ
ット・コンテキストの例

ルール・セット・コンテキストの管理
ルール・セット・コンテキストにすでに追加されたディメンションのメンバーを追加および
削除できます。
ルール・セット・コンテキストにメンバーを追加するには:

1. 選択した POVの「ルール」コンテンツ領域を開きます。
2. ルール・セットを選択し、その「コンテキスト」タブを表示します。
3. メンバーを追加するには、前のステップのステップ 4から 7に従います(ルール・セット・
コンテキストの定義および管理)。

ルール・セット・コンテキストからメンバーを削除するには:

1. ルール・セットを選択し、その「コンテキスト」タブを開きます。
2. ディメンションとメンバーを選択し、 をクリックするか、「アクション」、「メンバーの
削除」の順に選択します。
メンバーは確認なしで削除されます。

3.  (「保存」)をクリックします。

「ルールの管理」画面での配賦ルールの作成
配賦ルールは Profitability and Cost Managementアプリケーションの中核です。これにより、
配賦されたデータのフロー方法やドライバによる配賦額の決定方法が決まります。
• Profitability and Cost Managementのルールの概要については、ルールについてを参照し
てください。
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• ルールの作成および管理に関するチュートリアルは、次のビデオを参照してくださ
い。

『Oracle Profitability and Cost Management Cloudのルールの管理』
• 「ルールの管理」画面を使用した配賦ルールの作成についてさらに学ぶにはこの学
習パス・チュートリアルを完了してください:

 Profitability and Cost Managementでの配賦ルールの作成
アプリケーションの 1つの POVに配賦ルールを定義するには:

1. ホーム・ページで をクリックし、「ルール」を選択します。(「ルールの管理」画
面について)。

2. 「ルールの管理」画面で(図 1)、有効な POVの年と期間を入力して (「リフレッシ
ュ」)をクリックします。

3. 「ルール・セット」領域で、ルール・セットを選択します。
4. 次のいずれかの操作を行います。

• 「ルール」領域で、 をクリックするか「配賦」を選択します
• 「アクション」を選択し、続いて「ルールの作成」を選択し、続いて「配賦ル
ールの作成」を選択します(図 1)

図 8-7 「ルール定義」領域の「説明」タブ
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5. ルールの名前を入力します。
6. オプション: 「説明」ボックスに、ルール・セットの説明を入力します。
7. オプション: 「使用可能」を選択して、計算が実行されるときにルールがアクティブにな
ることを指定します。

8. ルール・セット内のルールが実行される順序を決定する「シーケンス」番号を入力しま
す。
同じシーケンス番号を含むルールは、ルール・セットに対して並列計算が有効になってお
り、コンピュータ・ハードウェアで並列計算がサポートされている場合は同時に実行され
ます。

9. 「ルール・セット・コンテキストの使用」が選択されている場合は、ルール・セット・コ
ンテキストが現在のルールに適用されることを示します(定義されている場合)。
グローバル・コンテキストがルール・セットに対して有効になっている場合は、それも適
用されます。

10. ルール・セット定義が完了したら、「保存」 をクリックします。

ヒント:

次のステップは、配賦ルールの資金源を定義するものです(配賦ルールのソースの定
義)。

• ルールを編集および削除するには、「ルールの管理」画面でのルールの管理を参照してく
ださい。

• カスタム計算ルールを作成するには、カスタム計算ルールの作成を参照してください。

配賦ルールのソースの定義
「ルールの管理」画面での配賦ルールの作成には、新しい配賦ルールを作成し、記述する方法
が説明されています。次のステップは、配賦ソース、費用のあるディメンションまたは配賦
の宛先に割り当てるその他のデータの定義です。
ルールが配賦対象のデータを取得するソースを定義するには:

1. 開いている配賦ルールで、「ソース」タブをクリックします(図 1)。
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図 8-8 管理元帳の配賦ルール定義領域の「ソース」タブ

2. 配賦するデータを保持するディメンションおよびメンバーを選択します。親メン
バーを選択すると、その子孫もすべて選択されます。

3. オプション: 「メンバー選択」領域のメンバーをフィルタ処理します。ディメンシ
ョン・メンバーのフィルタ処理を参照してください。

ノート:

ディメンションとメンバーの組合せは、テキストとして入力できます。
これは、たとえば組合せがスプレッドシートなどになっている場合に便
利です。テキストを貼り付けて、ディメンションとメンバーの組合せを
追加を参照してください。

4. オプション: 「オプション」をクリックして、大規模モデルによりスケーラビリテ
ィの問題が発生した場合に使用する計算セグメンテーション方法を選択します(計
算セグメンテーションの使用)。
この機能の使用がお薦めされる場合は、次のいずれかをクリックします。
• 自動 - 使用するディメンションおよびレベルがシステムにより決定される
• 手動 - 使用するディメンションおよびレベルを自分で決定する
なし - (デフォルト)セグメンテーションを使用しない
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5. ルール・ソース情報が完成したら、 (保存)をクリックします。
6. 次のステップは、配賦されたデータの「宛先」の入力です。
図 2は、「Manufacturing COGs Related Expense Assignment」ルール・セットの
「Machined brake parts」が、勘定科目ディメンションの Net Incomeメンバーと CostCenters
ディメンションの一部のメンバーからデータを取得していることを示しています。

図 8-9 配賦のソース定義の例
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ヒント:

次のステップは、資金の割当先を記述する配賦ルールの宛先の定義です(配賦
ルールの宛先の定義)。

ルールを編集、削除するには、「ルールの管理」画面でのルールの管理を参照してくだ
さい。

ディメンション・メンバーのフィルタ処理

ノート:

フィルタ処理は、取り扱うディメンション・メンバーのサブセットを選択し
ます。フィルタで選択されていないメンバーは、その操作には使用できませ
ん。フィルタ処理は、フィルタ処理されたメンバーが親である場合のみ役に
立ちます。フィルタは、その子孫に基づいています。

次のステップを実行して、「ルール定義」画面の「メンバー選択」領域でメンバーをフ
ィルタ処理します。
1. 「ルール定義」領域の一番下で、「フィルタ」の前の矢印をクリックして「フィル
タ」領域を展開します。

2. フィルタを追加するには、 をクリックするか、「アクション」、「フィルタの追
加」を順に選択します。
「名前」、「属性」、「UDA」などのパラメータ、=または<>などの「演算子」を選択
し、次に一致させる「値」を入力します。「OK」をクリックすると、「値」と一致
するメンバーが表示され、フィルタが表に追加されます。

3. フィルタを編集するには、フィルタを選択して をクリックします。必要に応じ
てフィルタを変更して「OK」をクリックします。

4. フィルタを削除するには、フィルタを選択して をクリックします。フィルタが
削除されます。

テキストを貼り付けて、ディメンションとメンバーの組合せを追加
これで、Microsoft Excelから「ルール定義」画面の「ソース」タブ、「宛先」タブ、「ド
ライバ基準」タブの「ディメンション」領域に、ディメンションとメンバーの組合せ
を貼り付けられるようになります。この機能によって、新しいルールを作成する、ま
たは既存のルールを変更する際に必要なキーストロークが減ります。スプレッドシー
トを使用して、または「ディメンション管理」を通じてディメンション・ファイルを
ダウンロードして、ユーザーが手動でルールを生成する場合に便利です(ディメンショ
ン管理を使用したディメンションの表示、作成および編集)。
この機能を使用するには、「ディメンション」領域で「テキスト」をクリックします。
次に、そのタブのディメンションとメンバーの組合せをコピーし、次のフォーマット
で「ディメンション・メンバー・エディタ」ボックスに貼り付けます。
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"DimensionName", "MemberName"

メンバーごとに 1行を使用します。同じボックスに、複数のディメンションに対する組合せ
を含めることができます。入力が完了したら、「OK」をクリックします。
存在しないディメンションまたはメンバー、またはそのタブで使用できないディメンション
またはメンバーを入力しようとすると、エラー・メッセージが表示されます。

ノート:

貼付けで作成したディメンションとメンバーの組合せを削除するには、「メンバー選
択」領域を使用する必要があります。

計算セグメンテーションの使用
ルールのソース範囲は、レベル 0のすべてのメンバーの選択の組合せです。非常に大規模な
モデルでは、ソース範囲が問合せ範囲における Essbase制限を超える可能性があります。そ
のような場合、セグメンテーションを使用して、Essbase制限内に収まるようにルールを細
かく分割しない限り、ルールは失敗します。
Profitability and Cost Management Cloudでは、1つのディメンションのメンバーの選択を取
得し、そのディメンションの下位レベルで各メンバー用に個別のスクリプトを作成すること
によって、セグメンテーションを実行します。たとえば、メンバーに 10個の直下の子がある
場合、このセグメンテーション方法では、10個の子それぞれに別々のスクリプトが作成され
ます。計算の結果は同じです。
この機能を、通常は Oracleによって推奨される場合に使用するには、配賦ルール・ソースを
定義する手順を参照してください。

配賦ルールの宛先の定義
配賦ルールのソースの定義では、配賦に対してソース・メンバー選択を入力する方法につい
て説明しています。次のステップは、配賦の宛先、つまり、配賦ソースから配分している費
用またはその他のデータを受け取るディメンション・メンバー選択の定義です。
配賦ルールがデータを割り当てる宛先を定義するには:

1. 開いているルールで、「宛先」タブをクリックします。
2. 各ディメンションについて、配賦されたデータを受け取るメンバーを選択します。親メン
バーを選択すると、配賦はそのレベル 0の子孫に移動します。

3. オプション: 宛先の宛先メンバー・セットをそのディメンションのソース・メンバー・セ
ットと同じにする場合は、明示的メンバー選択を指定するかわりに、「ソースと同じ」を
選択します。この場合、ルールの実行時、ソースのメンバー選択に一致させることで、配
賦する宛先ディメンションのメンバーが選択されます。レベル 0ではないソース選択の
メンバーはレベル 0メンバーに解決され、次に、宛先内のレベル 0メンバーと一致され
ます。
「宛先」タブでディメンションを「ソースと同じ」に設定すると、一致させる対象として
異なるソース・ディメンションを 2つまで選択できます。この場合、ルールの実行時、選
択されたソース・ディメンションのメンバー選択に一致させることで、配賦する宛先ディ
メンションのメンバーが選択されます。
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4. オプション: 「ディメンションと同じ」ドロップ・ダウンからディメンションを選
択し、宛先ディメンションとは異なるソース・ディメンションを選択します。
「ディメンションと同じ」からディメンションを選択した場合、ソースと宛先には
共通のディメンションが少なくとも 1つ存在している必要があります。ルールを
実行すると、選択されたソース・ディメンションのメンバー選択に一致させること
で、配賦する宛先ディメンションのメンバーが選択されます。

5. オプション: 最大 2つのソースと同じディメンションに対し、「ソースと同じ」リ
ストから異なるソース・ディメンションを選択し、宛先ディメンションを異なるソ
ース・ディメンションに一致させることができます。ルールの実行時、選択された
ソース・ディメンションのメンバー選択に一致させることで、配賦する宛先ディメ
ンションのメンバーが選択されます。これが機能するには、宛先ディメンション
に、ソース・ディメンションのメンバー選択のメンバーも含まれている必要がある
ことに注意してください(一致できるようにするため)。

6. オプション: フィルタは、配賦ルールのソースの定義、ステップ 3で説明されてい
るデータです。

7. ルール宛先情報が完成したら、 (保存)をクリックします。
図 1は、「機械加工ブレーキ部品」ルールに配賦されたデータの宛先の 1つ、製品ディ
メンションおよび Bに数字が続く名前を持つ様々なメンバーを示しています。

図 8-10 配賦の宛先定義の例

ヒント:

次のステップは、ドライバ基準のルール、つまり配賦されるコストを制御す
る情報の場所の入力です(配賦ルールのドライバ基準の定義)。

ルールを編集、削除するには、「ルールの管理」画面でのルールの管理を参照してくだ
さい。

配賦ルールのドライバ基準の定義
配賦ルールの宛先の定義には、配賦のデータの宛先を入力する方法が説明されていま
す。次のステップは、ドライバ値が見つかるメンバーである配賦ドライバ基準の定義
です。
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ノート:

Profitability and Cost Managementは、宛先にフォーカスがあることを前提としま
す。「ドライバ基準」タブでのディメンションとメンバーの選択は、ドライバが配置
されている場所を定義する宛先に対する変更を表します。
たとえば、配賦の宛先が販売部門と給与勘定科目の交差の場合、「ドライバ基準」の
定義は「人数」勘定科目メンバーです。

デフォルトでは、すべてのドライバ値の合計で除算したメンバーに対するドライバ値の比率
を使用して、データが宛先に比例で配賦されます。データを均等に配賦することを選択でき
ます。これはドライバ比率が 1の場合と同じです。
通常、システムは、任意の交差に関連付けられた統計メンバーが 1つのディメンション(通常
は勘定科目ディメンション)の 1つのメンバーに含まれるように設定されます。ディメンショ
ンごとに 1つのメンバーのみ選択できます。
配賦ルールのドライバ基準を定義するには:

1. 開いているルールで、「ドライバ基準」タブをクリックします。
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図 8-11 配賦ルール定義領域の「ドライバ基準」タブ

2. データを比率で配賦する必要があるか(ドライバの場所の指定)、均等に配賦する必
要があるか(均等に配賦)を選択します。

3. 「ドライバの場所の指定」を選択した場合は、ドライバ・データを保持するディメ
ンションとメンバーを選択します(「人数」など)。

4. オプション: フィルタは、配賦ルールのソースの定義、ステップ 3で説明されてい
るデータです。

5. ルール・ソース情報が完成したら、 (保存)をクリックします。
次の図は、データを「機械加工ブレーキ部品」ルール(ドライバ・ディメンションの
DRIV1001メンバー)に配賦するときに適用されるドライバの場所を示しています。
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図 8-12 ドライバの場所ドライバの選択例

ヒント:

次のオプションのステップは、ルールのオフセット、つまり配賦ソースの減少に対
応する残高の増加を保持するメンバーの入力です(配賦ルールの配賦オフセットの
定義(ナビゲータ))。

配賦ルールの配賦オフセットの定義(ナビゲータ)
配賦ルールのドライバ基準の定義には、配賦額を決定するドライバを選択する方法が説明さ
れています。次のステップは、配賦オフセットの位置、つまり配賦ソースの減少に対応する
残高の増加を保持するメンバーの定義です。このステップは省略可能です。

ノート:

デフォルトでは、オフセットはソースに書き込まれすが、別の位置を指定できます。

オフセット位置の定義では、別の位置を選択するオプションを使用してソースにフォーカス
があることを前提としています。たとえば、配賦ソースが給与勘定科目と交差する販売部門
であると想定します。オフセットのデフォルトの位置は、給与と販売の交差になります。た
だし、販売部門のアウトバウンド配賦をかわりに指定できます。単一の変更を指定すること
で、オフセットがソースではなくアウトバウンド配賦および販売ディメンションの交差に書
き込まれるようにターゲットの場所を変更することを除き、ソースにオフセット・エントリ
を書き込むようシステムに指示します。
配賦ルールのオフセットを定義するには:
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1. 開いている配賦ルールで、「オフセット」タブをクリックします(図 1)。

図 8-13 配賦ルール定義領域の「オフセット」タブ

2. オフセット・データを「ソース」の交差と「代替オフセット位置」のどちらに書き
込む必要があるかを選択します。

3. 「代替オフセット位置」を選択した場合は、ドライバ・データを保持するディメン
ションとメンバーを選択します。

ノート:

メンバーが選択されていないすべてのディメンションでは、ソースと同
じメンバーが使用されます。オフセットの位置がソースとどのように異
なるはずかを表示するメンバーを入力します。

4. ルール・ソース情報が完成したら、 (保存)をクリックします。
ルールに対するなんらかのコンテキスト定義を表示するには、ルールのコンテキスト
の表示を参照してください。
ルールを編集、削除するには、「ルールの管理」画面でのルールの管理を参照してくだ
さい。
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ルールのコンテキストの表示
ルールのグローバル・コンテキストの定義およびルール・セット・コンテキストの定義およ
び管理では、指定された POVのルールを適用するデフォルトのディメンションとメンバーを
選択する方法を説明しています。
選択したルールに適用されるコンテキストを表示するには:

1. ルールが選択されて開かれていない場合は、ルールを開きます。
2. 「ルール・コンテキスト」タブをクリックします。
表示される情報は編集できません。

ルールを編集および削除するには、「ルールの管理」画面でのルールの管理を参照してくださ
い。

カスタム計算ルールの作成
ルールは Profitability and Cost Managementアプリケーションの中核です。配賦ルールとカ
スタム計算ルールの 2つのタイプがあります。「ルールの管理」画面での配賦ルールの作成に
配賦ルールの作成方法が説明されています。これにより、配賦されたデータのフロー方法や
ドライバによる配賦額の決定方法が決まります。この項では、カスタム計算ルールを作成す
る方法について説明します。
配賦ルールとは異なり、カスタム計算ルールには、ドライバ基準と会計オフセットを定義す
るオプションが含まれるソースと宛先の定義はありません。かわりに、カスタム計算ルール
では、データベースの特定のリージョンで実行し、結果が特定のメンバーに転記される計算
を定義できます。カスタム計算ルールは、主に既存のデータを調整して、シナリオを作成し
たり、他の配賦ルールで使用するカスタム・ドライバ値を作成したり、レポート作成要件に
合せたりするために使用されます。他の用途として、カスタム範囲からのデータのクリア、
データ・セットの開発、データの匿名化、複雑な標準レートの適用などがあります。
カスタム計算ルールには次のコンポーネントがあり、「ルール定義」領域のタブに対応してい
ます。
• 説明 — ルール名、ルール番号、テキスト説明およびルールレベルのオプション(この項の
後半で説明)

• ターゲット — ルールが影響するデータベースのターゲット範囲
• 式 — 計算結果が書き込まれるメンバーおよび計算の数式(カスタム計算ルールの式の定
義)

• ルール・コンテキスト — カスタム計算ルールに定義されたグローバルまたはルール・セ
ット・コンテキストを表示できます(カスタム計算ルールのコンテキストの表示

配賦ルールと同様に、カスタム計算ルールは、ルール・セットに属し、シーケンス番号を持
ち、コンテキストを継承し、「使用可能」設定によりアクティブ化と非アクティブ化を切り替
えられます。ルール・セット実行オプション(直列、並列および反復)も同じです。カスタム計
算ルールは配賦ルールと同じ方法でコピーおよび削除できます(「ルールの管理」画面でのルー
ルの管理)。
「ルールの管理」画面を使用したカスタム計算ルールの作成についてさらに学ぶにはこの学習
パス・チュートリアルを完了してください:

 Profitability and Cost Managementでのカスタム計算ルールの作成
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アプリケーションの 1つの POVのカスタム計算ルールを定義するには:

1. ホーム・ページで をクリックし、「ルール」を選択します。
2. 「ルール」画面で(図 1)、有効な POVの年と期間を入力して (「リフレッシュ」)を
クリックします。

3. 「ルール・セット」領域で、ルール・セットを選択します。
4. 次のいずれかを行います:

• 「ルール」領域で、 をクリックするか「カスタム計算」を選択します
• 「アクション」、「ルールの作成」、「カスタム・ルールの作成」の順に選択しま
す。
「ルール定義」領域の「説明」タブ(図 1)が表示されます

図 8-14 カスタム計算ルール定義領域の「説明」タブ

5. ルールの名前を入力します。
6. オプション: 「説明」ボックスに、ルール・セットの説明を入力します。
7. オプション: 「使用可能」を選択して、計算が実行されるときにルールがアクティ
ブになることを指定します。

8. ルール・セット内のルールが実行される順序を決定する「シーケンス」番号を入力
します。
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同じシーケンス番号を含むルールは、ルール・セットに対して並列計算が有効になってお
り、コンピュータ・ハードウェアで並列計算がサポートされている場合は同時に実行され
ます。

9. 「ルール・セット・コンテキストの使用」が選択されている場合は、ルール・セット・コ
ンテキストが現在のルールに適用されることを示します(定義されている場合)。
グローバル・コンテキストがルール・セットに対して有効になっている場合は、それも適
用されます。

10. ルール・セット定義が完了したら、「保存」 をクリックします。

ヒント:

次のステップでは、ルールの計算ターゲットを定義します(カスタム計算ルールのタ
ーゲットの定義)。

ルールを編集および削除するには、「ルールの管理」画面でのルールの管理を参照してくださ
い。

カスタム計算ルールのターゲットの定義
カスタム計算ルールの作成では、カスタム計算ルールでの「説明」タブの記入方法が説明さ
れています。次のステップでは、計算ターゲット(カスタム計算ルールが作用するディメンシ
ョンの範囲)を定義します。
カスタム計算ルールが影響するターゲットを定義するには:

1. 開いているカスタム計算ルールで、「ターゲット」タブをクリックします。
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図 8-15 カスタム計算ルール定義領域の「ターゲット」タブ

2. 結果を保持するメンバーを指定する式で使用される「結果ディメンション」を選択
します。

3. カスタム計算式によって影響を受けるターゲット範囲を定義する各メンバーを選
択します。

4. オプション: フィルタは、配賦ルールのソースの定義で説明されているデータで
す。

5. ルールのターゲット情報を設定したら、 (保存)をクリックします。

ヒント:

次のステップは、カスタム計算ルールの「式」の入力です(カスタム計算ルー
ルの式の定義)。

ルールを編集、削除するには、「ルールの管理」画面でのルールの管理を参照してくだ
さい。
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カスタム計算ルールの式の定義
前のトピックでは、カスタム計算ルールによって影響を受けるディメンションとメンバーの
範囲を入力する方法が説明されています。次のステップでは、ルールの計算式を定義します。
カスタム計算ルールの式を定義するには:

1. 開いているカスタム計算ルールで、「式」タブをクリックします(図 1)。

図 8-16 カスタム計算ルール定義領域の「式」タブ

2. 式をテキスト文字列として入力します(フォーマットの詳細はカスタム計算ルールの式の
構文についてを参照)。

3. 式の検証を選択して、式が有効かどうかを判別します。

ノート:

カスタム計算ルールはデータ・キューブに対して検証されます。ディメンショ
ンかメンバーを最近追加または変更している場合、キューブを再デプロイして
変更が伝播されるまで、カスタム計算ルールが正しく検証されない可能性があ
ります。

4. 式が完成したら、 (保存)をクリックします。
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ノート:

ルールの計算に続いて、適切なモデル・ビューを定義し、「ルール・バランシ
ング」または「問合せの管理」タスク領域を使用してカスタム計算ルールの
結果を表示できます。

カスタム計算ルールに対するコンテキスト定義を表示するには、カスタム計算ルール
のコンテキストの表示を参照してください。
ルールを編集、削除するには、「ルールの管理」画面でのルールの管理を参照してくだ
さい。

カスタム計算ルールのコンテキストの表示
ルールのグローバル・コンテキストの定義およびルール・セット・コンテキストの定
義および管理では、指定された POVのルールを適用するデフォルトのディメンション
とメンバーを選択する方法を説明しています。
選択したカスタム計算ルールに適用されるコンテキストを表示するには:

1. カスタム計算ルールがまだ選択されず、開いていない場合は、ルールを開きます。
2. 「ルール・コンテキスト」タブをクリックします。
表示される情報は編集できません。

カスタム計算ルールについての全般的な情報は、ルールについてを参照してください
配賦およびカスタム計算ルールを編集および削除するには、「ルールの管理」画面での
ルールの管理を参照してください。

「ルールの管理」画面でのルールの管理
これまでの項でルールを作成する方法について説明しています。ルールを削除および
コピーすることもできます。
ルールを削除するには:

1. 「ルール」画面(「ルールの管理」画面について)を表示します。
2. POVを入力し、ルール・セットを選択します。
3. 「ルール」領域で、ルールを選択します。
4. をクリックするか、「アクション」、「ルールの削除」の順に選択します。
5. ルールを削除することを確認します。
6.  (「保存」)をクリックします。
ルールをコピーするには:

1. 「ルール」コンテンツ領域で POVを入力して、ルール・セットを選択します。
2. 「ルール」領域で、ルールを選択します。
3. をクリックするか、「アクション」、「ルールのコピー」の順に選択します。
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4. 新しいルールの名前を入力します。
5. 「OK」をクリックし、 (保存)をクリックします。

ノート:

ルールのコピーを複数作成するには、作成するコピーの部数を選択します。作成さ
れたルール名が一意になるよう、各コピーの新規ルール名の値にシーケンス番号が
追加されます。
追加のさらに柔軟なルール管理オプションについては、ルールの一括編集機能を参
照してください。

「計算ルール」画面でのルールのエクスプレス編集
「ルールのエクスプレス編集」ページを使用すると、より効率的にモデルを管理できます。
次のトピックで、使用可能な機能を説明しています。
• 「計算ルール」画面について
• ルールの検索およびフィルタ処理(「ルールのエクスプレス編集」ページ)

• ルールのメンバーの置換(「ルールのエクスプレス編集」ページ)

• ルールへのメンバーの追加(「ルールのエクスプレス編集」ページ)

• 新規ルール・セットへのルールのコピー(「ルールのエクスプレス編集」ページ)

• 別の視点へのルールのコピー(「ルールのエクスプレス編集」ページ)

• 階層形式でのルールの表示(「ルールのアウトライン」ページ)

• 階層形式でのルールの表示(「ルールのアウトライン」ページ)

「計算ルール」画面について
「計算ルール」画面を使用すると、複数のルールに対して複数のアクションを一度に実行でき
ます。
次のことが可能です:

「計算ルール」画面の表示
「計算ルール」画面を表示するには、Profitability and Cost Managementホーム・ページで、
「アプリケーション」 、「計算ルール」 の順にクリックします。
「計算ルール」画面が開きます。デフォルトでは、「ルールのエクスプレス編集」ページが表
示されます(図 1)。
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「計算ルール」画面の「ルールのエクスプレス編集」ページ

図 8-17 「ルールのエクスプレス編集」ページ

この画面のコントロールのほとんどが、共通の機能コントロールで説明されています。
強力な検索機能の詳細は、ルールの検索およびフィルタ処理(「ルールのエクスプレス編
集」ページ)を参照してください。ルールをハイライト表示して「検査」アイコン を
クリックすると、ルールの詳細を確認できます。「検査」領域は表示されたままにな
り、別のルールをハイライト表示するとリフレッシュされます。
ルール・リストの右上にあるソート・ボックスには、次のソート順序が含まれます:
「モデル計算順序」(デフォルト)、「名前」、「ルール・セット名」および「ルール・シー
ケンス」。

ノート:

「モデル計算順序」は、ルール・セット順序、次にルール・セット内のルー
ル・シーケンスによって決定されます。

たとえば次のような POVバーを使用して、編集するルールのセットを選択できます。

「アクション」メニューには、次のオプションが含まれます。
• ルール内のメンバーの置換(ルールのメンバーの置換(「ルールのエクスプレス編
集」ページ))

• メンバーをルールに追加(ルールへのメンバーの追加(「ルールのエクスプレス編
集」ページ))

• 新規ルール・セットへのルールのコピー(新規ルール・セットへのルールのコピー
(「ルールのエクスプレス編集」ページ))
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• 視点へのルールのコピー(別の視点へのルールのコピー(「ルールのエクスプレス編集」ペ
ージ))

• ルールの有効化/ルールの無効化(ルールの有効化および無効化(「ルールのエクスプレス編
集」ページ))

ルールの検索およびフィルタ処理(「ルールのエクスプレス編
集」ページ)

特定の視点(POV)のルールを検索したり、メンバーの置換や追加などのさらなる操作を行うた
めのルールを表示したりするには、「ルールのエクスプレス編集」ページの検索およびフィル
タ処理機能を使用できます。
検索およびフィルタ処理の際は、次のガイドラインに従います。
1. 「計算ルール」画面の「ルールのエクスプレス編集」ページを表示します。
2. 検索の POVを選択します。
3. オプション: 「検索」コントロール( )にルール名のすべてまたは一
部を入力します。
アスタリスクを検索のワイルドカードとして使用できます。名前の一部、または 2つの文
字列間で使用される場合は演算子"and"を表すことができます。たとえば、My*は、Myname
および Myotherと一致します。My*nameは、Mynameおよび Mynewnameと一致します。

4. オプション: 選択されたルールを並べ替えるには、ソート・ボックスを使用します。「モ
デル計算順序」(デフォルト)、「名前」、「ルール・セット名」および「ルール・シーケン
ス」別にソートできます。昇順または降順でソートするには、矢印をクリックします。「リ
フレッシュ」 をクリックすると、最新の結果をいつでも表示できます。

5. オプション: 選択できるルール名をさらに制限するには、「フィルタの追加」をクリック
してカスタム・フィルタを作成します。
「カスタム・フィルタ」画面で、ターゲットの「ディメンション」、ターゲット・メンバー
を検索するページ(「ソース」、「宛先」または「ターゲット」)、フィルタの「演算子」(「次
を含む」または「次を含まない」)およびターゲットの「検索するメンバー」を入力しま
す。「検索するメンバー」で、名前を入力して一致を表示することも、「検索」記号をクリ
ックして選択のためのリストを表示することもできます。「OK」をクリックすると、一致
する名前のみが、「計算ルール」画面に表示されます。必要に応じて他のフィルタを追加
できます。

6. ルールの行の先頭にあるボックスをクリックすると、そのルールを選択して、次に示すよ
うなさらなるアクションを実行できます。
• ルールのメンバーの置換(「ルールのエクスプレス編集」ページ)

• ルールへのメンバーの追加(「ルールのエクスプレス編集」ページ)

• 新規ルール・セットへのルールのコピー(「ルールのエクスプレス編集」ページ)

• 別の視点へのルールのコピー(「ルールのエクスプレス編集」ページ)

• ルールの有効化および無効化(「ルールのエクスプレス編集」ページ)
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ルールのメンバーの置換(「ルールのエクスプレス編集」ペ
ージ)

1回のアクションで 1つ以上のルールのディメンション・メンバーを置換するには、「ル
ールのエクスプレス編集」ページの「置換」コマンドを使用します。

ノート:

このアクションは元に戻せません。必要な場合には、移行ツールを使用して
バックアップすることをお薦めします。

ルールのメンバーを置換するには:

1. 「計算ルール」画面を表示し、「ルールのエクスプレス編集」ページを開きます。
2. 検索して、変更するルールを見つけます(ルールの検索およびフィルタ処理(「ルー
ルのエクスプレス編集」ページ))。

3. 選択するターゲット・ルールの名前の前にあるボックスを選択するか、すべてを選
択します。

4. 「アクション」、「ルール内のメンバーの置換」の順にクリックします。
5. 「検索/置換」の情報をすべて入力します。

• ディメンションを選択します。
• 検索するメンバー(選択されたルールで検索および置換するメンバー)を選択し
ます。
属性ディメンションは、「ディメンション」リストに含まれています。ディメ
ンションに、関連付けられているユーザー定義属性(UDA)がある場合、それに
対する UDAエントリ(製品 -- UDA、顧客 -- UDAなど)があります。選択された
属性および UDAメンバーは、選択された各ルールで定義されたフィルタで置
換されます。

• オプション: 1つ以上の置換メンバー(置換後に選択されたルールに表示される
メンバー)を選択します。

ノート:

置換メンバーを選択しないと、検索するメンバーが、置換ではなく削
除されます。

• 「ターゲット・ルール・タブ」(選択した「検索するメンバー」が置換されるペ
ージ)を選択します。
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ノート:

「ソース」、「宛先」および「ターゲット」の各ページから選択できます。

• オプション: 置換する際にターゲット・メンバーのフィルタを保持する場合は、「フィ
ルタの保持」を選択します。

• オプション: 「ジョブ・ライブラリ」リストに表示するジョブ・コメントを追加しま
す。

6. 設定が完了したら、「実行」をクリックします。

ルールへのメンバーの追加(「ルールのエクスプレス編集」ペー
ジ)

1回のアクションで 1つ以上のルールにディメンション・メンバーを追加するには、「ルール
のエクスプレス編集」ページの「追加」コマンドを使用します。

ノート:

このアクションは元に戻せません。必要な場合には、移行ツールを使用してバック
アップすることをお薦めします。

メンバーをルールに追加するには:

1. 「計算ルール」画面の「ルールのエクスプレス編集」ページを表示します。
2. 検索して、変更するルールを見つけます(ルールの検索およびフィルタ処理(「ルールのエ
クスプレス編集」ページ))。

3. 選択するターゲット・ルールの名前の前にあるボックスを選択するか、すべてを選択しま
す。

4. 「アクション」、「メンバーをルールに追加」の順にクリックします。
5. 「メンバーのエクスプレス追加」の情報をすべて入力します。

• メンバーを受け取るには、「ディメンション」を選択します。
• 選択したディメンションを追加するには、「メンバー」を選択します。
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ノート:

– POVメンバーを追加できるのは、「ドライバ」ページのみです。
– ルールに複数のメンバーを追加するには、メンバー名を入力し、
入力中に表示されるリストからそれらを選択するか、完全一致で
[Enter]を押します。または、検索アイコンをクリックして、メン
バー・セレクタを使用します。選択したメンバーが、検索ボック
スの上のボックスに表示されます。また、ルールに追加されない
よう、削除するメンバーをリストから選択することも可能です。

• 「「ルール」タブ」(選択した「メンバー」が追加されるページ)を選択します。

ノート:

「オフセット」をページに選択すると、レベル 0のメンバーは 1つの
みになります。「ドライバ」ページも、メンバーはどのレベルでも 1
つのみです。

6. 設定が完了したら、「実行」をクリックします。

新規ルール・セットへのルールのコピー(「ルールのエクス
プレス編集」ページ)

この機能は、同一のルールまたは類似するルールを複数のルール・セットに含める必
要がある場合に便利です。名前を少し変えてルールをコピーし、その名前はそのまま
にすることも変更することもできます。複数のルールを選択して、同じルール・セッ
トに一度にコピーできます。
正常にコピーするには、ルールが次の要件を満たしている必要があります。
• ルールにルール・セット・コンテキストが使用されていて、そのルールに、ターゲ
ット・ルール・セットのメンバーと競合するディメンション・メンバーが含まれて
いる場合、そのルールはコピーされません。エラーはジョブ・ログに表示されま
す。

• 選択したルールと同じ名前のルールがターゲット・ルール・セットにすでに存在す
る場合は、そのルールを一意にするために、名前に接頭辞か接尾辞を付けてコピー
されます。

ノート:

このアクションは元に戻せません。必要な場合には、移行ツールを使用して
バックアップすることをお薦めします。

新しいルール・セットにルールをコピーするには:

1. 「計算ルール」画面の「ルールのエクスプレス編集」ページを表示します。
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2. 検索して、変更するルールを見つけます(ルールの検索およびフィルタ処理(「ルールのエ
クスプレス編集」ページ))。

3. 選択するターゲット・ルールの名前の前にあるボックスを選択するか、すべてを選択しま
す。

4. 「アクション」、「新規ルール・セットへのルールのコピー」の順にクリックします。
5. コピーを受け取る新規ルール・セットを選択します。
6. オプション: ジョブ・ログに表示するジョブ・コメントを入力します。
7. 設定が完了したら、「実行」をクリックします。

別の視点へのルールのコピー(「ルールのエクスプレス編集」ペ
ージ)

この機能は、同一のルールまたは類似するルールを複数の POVに含める必要がある場合に便
利です。名前を少し変えてルールをコピーし、その名前はそのままにすることも変更するこ
ともできます。複数のルールを選択して、すでに存在する 1つの POVに一度にコピーできま
す。
正常にコピーするには、ルールと POVが次の要件を満たしている必要があります。
• 選択した POVが有効で、エクスプレス編集ページで選択された POVとは異なる必要が
あります。

• ルールにルール・セット・コンテキストまたはグローバル・コンテキストが使用されてい
て、そのルールに、ターゲット POVのコンテキスト・メンバーと競合するディメンショ
ン・メンバーが含まれている場合、そのルールはコピーされません。エラーはジョブ・ロ
グに表示されます。

• 選択したルールと同じ名前のルールがターゲット POVにすでに存在する場合は、「上書
き」を選択すると、古いルールをコピーで上書きできます。そうしない場合、そのルール
を一意にするために、名前に接頭辞か接尾辞を付けてコピーされます。

ノート:

このアクションは元に戻せません。必要な場合には、移行ツールを使用してバック
アップすることをお薦めします。

新しいルール・セットにルールをコピーするには:

1. 「計算ルール」画面の「ルールのエクスプレス編集」ページを表示します(「計算ルール」
画面について)。

2. 検索して、変更するルールを見つけます(ルールの検索およびフィルタ処理(「ルールのエ
クスプレス編集」ページ))。

3. 選択するターゲット・ルールの名前の前にあるボックスを選択するか、すべてを選択しま
す。

4. 「アクション」、「視点へのルールのコピー」の順にクリックします。
5. コピーを受け取る POVの年、期間およびシナリオを選択します。
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6. オプション: 同じ名前のルールをコピーで上書きするには、「上書き」を選択しま
す。一意の名前でコピーする場合は、選択を解除したままにします。

7. オプション: ジョブ・ログに表示するジョブ・コメントを入力します。
8. 設定が完了したら、「実行」をクリックします。

ルールの有効化および無効化(「ルールのエクスプレス編
集」ページ)

POVの複数のルールを一度に無効化したり有効化したりするには、「計算ルール」画面
の「ルールのエクスプレス編集」ページを使用します。この機能は、複数のルールを
一度に変更する必要がある場合や、有効化されたルールの有効性に影響するその他の
変更を行う場合に便利です。

ノート:

このアクションは元に戻せません。必要な場合には、移行ツールを使用して
バックアップすることをお薦めします。

POVの複数のルールを有効化または無効化するには:

1. 「計算ルール」画面の「ルールのエクスプレス編集」ページを表示します(「計算ル
ール」画面について)。

2. POVデータを入力し、検索して、変更するルールを見つけます(ルールの検索およ
びフィルタ処理(「ルールのエクスプレス編集」ページ))。

3. 選択するターゲット・ルールの名前の前にあるボックスを選択するか、すべてを選
択します。

4. 「アクション」の次に、「ルールの有効化」または「ルールの無効化」をクリックし
ます。

5. 選択したアクションを確認します。ステータス情報は、「ジョブ・ライブラリ」を
確認してください。

階層形式でのルールの表示(「ルールのアウトライン」ペー
ジ)

階層として計算ルールを表示すると、次のことが可能になります。
• ルールのアウトラインの作成
• 階層内でルールやルール・セットを簡単に検索
• ルールやルール・セットの名前、説明、シーケンス値を簡単に編集
ルールを階層として表示するには、「計算ルール」画面を表示してから、「ルールのア
ウトライン」をクリックします。「ルールのアウトライン」ページで、ルール・セット
名の前にある矢印をクリックして、その中のルールを展開します。
ルール・セットまたはルールを選択すると、それに関する情報がページの右側に表示
されます。
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9
モデル・ビューの使用およびアプリケーションの検証

次も参照:

• モデル・ビューの作成および管理
Profitability and Cost Managementのモデル・ビュー機能を使用すると、保存、コピーお
よび変更できるアプリケーションのスライスをユーザーが定義できます。

• アプリケーションの検証について
いくつかの Profitability and Cost Managementの機能は、アプリケーションの検証に役立
ちます。

• 配賦のトレース
「配賦のトレース」機能を使用してモデル・ビューと POVを選択し、その視点の前方ま
たは後方のトレースを選択して、選択したディメンションの配賦の入力と出力を表示でき
ます。

• アプリケーションの検証のためのルール・バランシング
ルール・バランシングのメニューやツールバーのボタンを使用して、アプリケーションの
検証を実行します。

• Profitability and Cost Managementに対する検証分析の実行
Profitability and Cost Managementアプリケーションがデプロイされた後、アプリケーシ
ョン・アーティファクトで使用されるディメンションに対して変更が行われると、そのア
プリケーションが無効になることがあります。

モデル・ビューの作成および管理
Profitability and Cost Managementのモデル・ビュー機能を使用すると、保存、コピーおよび
変更できるアプリケーションのスライスをユーザーが定義できます。
これらのスライスはモデル・ビューと呼ばれ、画面に表示されるデータや現在のタスクによ
り処理されるデータをフィルタ処理するのに役立ちます。モデル・ビューには選択されたビ
ジネス・ディメンション定数が保持され、POV、残高ディメンションおよびルール・ディメ
ンションは必要に応じて変更できます。たとえば、「ルール・バランシング」、配布トレース、
および「POVのコピー」画面には POVコントロールがあり、その一方でルールおよび残高
ディメンションはハードコードされています。指定されている POVについて、関連するルー
ルおよび残高ディメンションの値は別のデータで計算すると変わりますが、選択された顧客、
製品および他のビジネス・ディメンションのメンバーは画面にそのまま残せます。
モデル・ビューは視点(POV)とは異なり、POVはビジネス・ディメンションではなく時間お
よびシナリオ・ディメンションを参照します。たとえば、POVでは選択した月および年の実
績データや予測データを取得できます。
モデル・ビューをいくつかの画面で選択して、取得されるディメンションおよびメンバーを
制限できます。たとえば、POVをコピーするときに、アプリケーションのアウトラインが大
きすぎる場合は、モデル・ビューを使用してコピーするデータのサブセットを定義できます。
必要であれば、異なるモデル・ビューを使用して複数コピーの操作を実行し、コピーする必
要のあるデータの完全セットを対象にすることができます。また、配賦をトレースしたりル
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ール・バランシングを実行する際に、モデル・ビューを使用して操作の範囲を制限す
ることもできます。
詳細は、モデル・ビューの作成およびモデル・ビューの管理を参照してください。
モデル・ビューの概要およびモデル・ビューを使用してプロシージャ内でデータを制
限する方法の例は、次のチュートリアル学習パスを完了してください。

 モデル・ビューの作成および管理

モデル・ビューの作成
モデル・ビューを作成するには:

1. ホーム・ページで をクリックし、「モデル・ビュー」を選択します。
2. 「モデル・ビュー」画面で、 をクリックするか「アクション」メニューで「モデ
ル・ビューの作成」を選択します。

3. 「モデル・ビュー」領域で「モデル・ビュー名」およびオプションで「説明」を入
力します(図 1)。
この例では、次の図に示すように、Operating Expenses 1および Operating
Expenses for all entities;と入力します。

図 9-1 モデル・ビューの名前および説明に必要な情報(サンプル情報を含む)

次のステップでは、モデル・ビューのディメンションとメンバーを選択します。こ
れらは、モデル・ビューで取得するデータを示します。

4. 「ディメンション」領域で、ディメンションを選択します。
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図 9-2 モデル・ビューのディメンションおよびメンバー

この例では、デフォルトで「勘定科目」ディメンションが選択されています。最終的に
は、「勘定科目」のメンバーである「営業費用」を選択する予定です。

5. ディメンション・メンバーを表示に追加するには、ディメンションを選択して、「メンバ
ー選択」領域の をクリックするか、「アクション」メニューの「メンバーの追加」を選
択します。
「ディメンションのメンバーの選択」画面が表示されます。

6. 「ディメンションのメンバーの選択」画面でメンバーを選択し、シャトル・コントロール
の右矢印と左矢印を使用して、左の使用可能なメンバーのリストから右の選択したメンバ
ーのリストにメンバーを移動します。

ノート:

ディメンションを検索するには、「表示」の横のボックスに名前の一部を入力し
ます。次を行うこともできます。
• デタッチ をクリックしてリストを拡大します。
• を使用して上または下のレベルに移動したり、現在の選択を最上
位として表示します。

• 「表示」メニューを使用して、列の非表示、表示および順序変更を行うこと
ができます。

各メンバーの先頭をクリックしてサブメンバーを表示します。
7. オプション: 「ディメンション」領域にある「上へ移動」および「下へ移動」ボタンを使
用して、選択したディメンションをリスト内で上下に移動できます。
多数のディメンションがある場合は、よく使用するディメンションを上部に移動すること
をお薦めします。
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8. オプション: メンバーを選択してから、 をクリックしてメンバーを右の列に移動
し、「OK」をクリックします。
次の図では、「純利益」、次に「事業からの利益」、最後に「営業費用」を選択でき
ます。
「ディメンションのメンバーの選択」画面は、次のように「営業費用」が選択され
た状態になります。

図 9-3 モデル・ビューの「ディメンションのメンバーの選択」画面

9. モデル・ビューをさらに制限するには、その他のディメンションおよびメンバーを
選択します。

10. メンバーを選択したら、「OK」をクリックします。
11. オプション: をクリックするか、「モデル・ビュー」パネルの「メンバー選択」
領域にある「アクション」メニューを使用して、以前追加されたメンバーを削除し
ます。

12. 変更が完了したら、 をクリックして変更内容を保存します。
モデル・ビューを削除、コピーまたは変更するには、モデル・ビューの管理を参照し
てください。

モデル・ビューの管理
モデル・ビューを作成するには、モデル・ビューの作成を参照してください。
モデル・ビューを削除、コピーまたは変更するには:

1. ホーム・ページで をクリックし、「モデル・ビュー」を選択します。
2. 「モデル・ビュー」画面でモデル・ビューを選択します。
3. オプション: 選択したモデル・ビューを削除するには、 をクリックするか、「ア
クション」メニューの「モデル・ビューの削除」を選択し、削除を確認します。

4. オプション: 選択したモデル・ビューをコピーするには、 をクリックするか、「ア
クション」メニューの「モデル・ビューのコピー」を選択し、新しいモデル・ビュ
ーの名前を入力します。
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5. オプション: 選択したモデル・ビューを変更するには、画面の右側の「モデル・ビュー」
パネルで該当する情報を変更します。

6. 変更が完了したら、 をクリックします。

アプリケーションの検証について
いくつかの Profitability and Cost Managementの機能は、アプリケーションの検証に役立ちま
す。
• 配賦のトレース配賦トレースの実行は、配賦フローの「全体像」を見るのに役立ちます。
• ルール・バランシングでは、アプリケーション内のディメンション/メンバーの組合せを
表示して、配賦が予期したとおりに機能していることを確認できます(アプリケーション
の検証のためのルール・バランシング)。

• 検証およびシステム・レポートを使用すると、ロジックとシステムの問題を特定して診断
できます(Profitability and Cost Managementに対する検証分析の実行)。

モデル・ビューは、ルール・バランシングと問合せに便利です(モデル・ビューの作成および
管理)。

配賦のトレース
「配賦のトレース」機能を使用してモデル・ビューと POVを選択し、その視点の前方または
後方のトレースを選択して、選択したディメンションの配賦の入力と出力を表示できます。
ルール・バランシングでは、アプリケーションの検証のためのルール・バランシングで説明
されているように、類似するいくつかの情報がグリッド形式で表示され、配賦のトレースで
配賦額がどのようにアプリケーション要素に流入およびアプリケーション要素から流出して
いるかがグラフィカルに示されます。この情報は評価と検証に使用できます。トレースする
場合は、特定の生成レベルを選択できます。または、常に一番上までデータをロール・アッ
プします。詳細は、示しているトピックを参照してください。

配賦のトレースについて
配賦のトレースは、「トレース・パラメータ」画面で入力された POVおよびモデル・ビュー
によって定義されるフォーカル・ノードの選択から開始します。フォーカル・ノードから前
方または後方にトレースすることができます。
後方にトレースすると、フォーカル・ノードの選択したディメンションにコントリビューシ
ョンする配賦が表示されます。フォーカル・ノードの後方の 1つ目のレベルはルール・ノー
ドです。ここでは、各ルールからのコントリビューションが表示されます。ルール・ノード
の後方のレベルは、ディメンション・ノードです。ディメンション・ノードには、上位レベ
ルまたは選択した世代やレベルで選択したディメンションの、各メンバーからのコントリビ
ューションが表示されます(図 1)。
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ノート:

この図は、多数のノードが表示される縮小ビューです。ビュー詳細を拡大し
てチャートを画面中に動かし、異なる部分にフォーカスすることができます
(配賦トレースの実行)。

図 9-4 ノードを含む「配賦のトレース」領域(後方トレース)

デフォルト・レイアウトではノードは列として表示されます。1つのフォーカル・ノー
ドの後に、ルール・ノードの列があり、展開されたルール・ノードのディメンション・
ノードの列が続きます。ルール・ノードとディメンション・ノードには、フォーカル・
ノードの値に対するコントリビューションのパーセンテージが表示されます。
フォーカル・ノードから前方にトレースすると、ルール・ノードとディメンション・
ノードには直前の要素(つまり、フォーカル・ノードからルール・ノード、ルール・ノ
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ードからディメンション・ノード)からのコントリビューション(「配賦範囲外」)が表示されま
す。

配賦トレースの実行
Profitability and Cost Managementの配賦トレースを実行できます。
トレースを実行するには:

1. Profitability and Cost Managementホーム・ページで、 「インテリジェンス」アイコ
ンをクリックします。

2. をクリックして、「トレース・パラメータ」画面を表示します。

図 9-5 「トレース・パラメータ」画面

3. トレースの開始ポイントとなる、フォーカル・モードの POV情報とモデル・ビューを選
択します(配賦のトレースについて)。

4. 「ディメンションをトレース中」で、トレース対象のディメンションを選択します。
5. 名前ではなく別名を使用するかどうかを指定します。
6. トレース・ディメンションの特定レベルを選択するか、ボタン・レベル(0)のみを表示す
るかを指定します。

7. フォーカル・ノードからの配賦をトレースするか、それに対するコントリビューションの
配賦をトレースするかに応じて、「前方トレース」または「後方トレース」をクリックし
ます(配賦のトレースについて)。
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8. 画面の右上にある「続行」をクリックして、トレース結果を表示します(配賦トレ
ース結果の表示)。結果を拡大または縮小して図の細部や全体を表示したり、移動
して各部を表示したりすることができます。

さらにトレースを続ける場合は、POV、モデル・ビュー、ディメンションまたは世代
レベルを変更できます。たとえば、ディメンション・メンバーを新しいトレースのフ
ォーカル・ノードに設定できます。

配賦トレース結果の表示
初めてトレースを実行する際には、フォーカル・ノードが表示されます。
図 9-6 配賦トレースのフォーカル・ノードの例

フル・サイズ(ズーム率 100%)では、フォーカル・ノードには、残高、入力、調整範囲
内、調整範囲外、配賦範囲内、配賦範囲外、配賦オフセット額が表示されます。
フォーカル・ノードの全体が表示されない場合は、ズーム/中央ツールを使用して動か
すことができます。

中央の点をクリックすると、図が中央に表示されます。矢印をクリックすると、その
方向に図の背景が動きます。つまり、図そのものは反対方向に動きます。
フォーカル・ノードの右端の中央をポイントすると、+ (プラス)記号が表示されます。
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+記号をクリックして図を展開し、ルール・ノードを表示できます(図 2)。

図 9-7 配賦トレースのルール・ノード

100%ズームでは、ルール・ノードにルール番号、ルール名およびルール・セットが表示され
ます。配賦ドライバ、配賦範囲内(後方トレース)、配賦範囲外(前方トレース)、およびフォー
カル・ノードに示される合計配賦に対するコントリビューションも表示されます。
ルール・ノードの右端にカーソルを置くと、+記号をクリックしてディメンション・ノードを
表示できます(図 3)。左側の記号をクリックすると、ルール・ノードがデタッチされ、チャー
トの他の部分から離れて表示されます。矢印記号をクリックすると、図の表示に戻ります。

図 9-8 配賦トレースのディメンション・ノード

100%ズームでは、ディメンション・ノードには、メンバー名、配賦範囲外(後方トレース)、
配賦範囲内(前方トレース)、およびフォーカル・ノードへのコントリビューションの割合また
はフォーカル・ノードからのコントリビューションの割合が示されます。ノード左端の記号

第 9章
配賦のトレース

9-9



をクリックすると、そのノードがチャートの他の部分からデタッチされます。矢印を
クリックすると元に戻ります。
図のその他のコントロール
図のその他のコントロールでは、次のアクションが実行されます。
•  — ノード・ツリーの構成を変更します。
•  — 縮小表示して、図のできるだけ多くの部分を表示します。最大で 10個のル
ール・ノードとディメンション・ノードが表示されます。各タイプの最後のノード
の後に矢印がある場合は、さらに表示できるノードがあることを意味します。

•  — クリックすると、図が 1ステップ拡大されます(ズーム・イン)。
•  — クリックすると、図が 1ステップ縮小されます(ズーム・アウト)。

ノート:

ズーム・インとズーム・アウトを行うとき、2つのズーム・アイコンの間
で矢印が移動して相対的なズーム・レベルを示します。

•  — コントロール・パネルを非表示にします。クリックすると再び表示されま
す。

ズーム・レベルが 100%、75%および 50%の場合、フォーカス・ノードおよびルール・
ノードの配賦(入)と配賦(出)の金額に対してハイパーリンクが表示されます。「ルール・
バランシング」画面のリンクと同じように、これらをクリックして Oracle Smart View
for Officeを起動できます。

アプリケーションの検証のためのルール・バラン
シング

ルール・バランシングのメニューやツールバーのボタンを使用して、アプリケーショ
ンの検証を実行します。
次も参照:

• アプリケーションの検証について
いくつかの Profitability and Cost Managementの機能は、アプリケーションの検証
に役立ちます。

• Profitability and Cost Managementに対する検証分析の実行
Profitability and Cost Managementアプリケーションがデプロイされた後、アプリ
ケーション・アーティファクトで使用されるディメンションに対して変更が行われ
ると、そのアプリケーションが無効になることがあります。

次も参照:

• 「ルール・バランシング」画面の表示
「ルール・バランシング」画面には、データベースの選択したスライスに、すべて
のルールがどのように影響するかが表示されます。
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• ルール・バランシング・タスクの実行
「ルール・バランシング」のメニューやツールバーのボタンを使用して、タスクを実行し
ます。

「ルール・バランシング」画面の表示
「ルール・バランシング」画面には、データベースの選択したスライスに、すべてのルールが
どのように影響するかが表示されます。
「ルール・バランシング」を開くには、「ナビゲータ」メニュー をクリックし、それから
「管理」グループで「ルール・バランシング」をクリックします。

注意:

「ルール・バランシング」画面を使用する際、データ権限のあるユーザーおよび参照
者は、すべてのデータを表示できない場合があります。サービス管理者は、「ルー
ル・バランシング」画面にアクセスするユーザーに、調査に必要なデータを参照で
きる適切なデータ権限があることを確認する必要があります。

図 9-9 データが表示された「ルール・バランシング」画面

このレイアウトでは、実行されたルール・セットとルールのシーケンス、対応するルール番
号、および複数の列に示されるルールの特定の影響が表示されます。列には、入力値、加算
と減算、累計および最終残高が含まれます。デフォルトで表示されるデータは、POVバーで
選択された POVメンバー、POVのグローバル・コンテキスト、他のすべてのビジネス・デ
ィメンションの最上位、残高、および表の行(ルール)と列(残高)に対応するルール・メンバー
です。このビューは、異なるデータ・スライスを表示するモデル・ビューを作成し、タスク
領域の上部にある「モデル・ビュー」リストから選択すると変更できます。
デフォルトでは、表の列は次のようになっています(列を表示したり、並べ替えたりするには、
スクロール・バーと「表示」メニューを使用します)。
• ルール — ルール・セットと各ルール・セットに含まれるルールの階層として計算プログ
ラムが表示されます。ルール・セットを展開または縮小して、それぞれに含まれるルール
の表示と非表示を切り替えることができます。シーケンス番号でソートした場合、ルー
ル・セットとルールは、「ルール」画面と同じ順序で表示されます。ルール・セットまた
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はルールのシーケンス番号が同じ場合、この列の 2番目のソートとして「ルール」
画面の 2番目のソートが使用されます。

• ルール番号 — ルールに対応するルール・ディメンション・メンバーが表示されま
す。

• 入力 — POVと行のルール番号の組合せで指定されるスライスに対応する、入力メ
ンバーの値が表示されます。通常、最初の行以外のすべての行で「入力」は空白で
す。

• 調整範囲内 — POVと行のルール番号の組合せで指定されるスライスに対応する、
「調整範囲内」メンバーが表示されます。

• 調整範囲外 — POVと行のルール番号の組合せで指定されるスライスに対応する、
「調整範囲外」メンバーが表示されます。

• 配賦(入) — POVと行のルール番号の組合せで指定されるスライスに対応する、「配
賦(入)」メンバーが表示されます。

• 配賦(出) — POVと行のルール番号の組合せで指定されるスライスに対応する、「配
賦(出)」メンバーが表示されます。

• 配賦オフセット金額 — 「配賦(出)」に加えて「配賦(入)」メンバーが使用された場
合は、「配賦(入)」メンバーをさらに減らす金額が表示されます。

• 純変動 — POVと行のルール番号の組合せで指定されるスライスに対応する、「純
変動」メンバーが表示されます。

• 剰余 — 各行について、配賦(入)と配賦(出)の差と、配賦オフセット金額があればそ
れが表示されます。

• 現剰余 — 前の行の「現剰余」列と現在の行の「純変動」列の合計が表示されます。
この列は、小切手帳記録簿のように、現在の行に対応するルールを実行した時点の
剰余を示します。ルール・セットのサマリー行では、この列にはルール・セット内
の最後のルールと同じ現剰余が表示されます。

• 残高 — 調整、配賦およびオフセットを適用した結果の金額。これは「入力」と等
しくなるはずです。

• 現残高 — 前の行の「現残高」列と現在の行の「純変動」列の合計が表示されます。
この列は、小切手帳記録簿のように、現在の行に対応するルールを実行した時点の
残高を示します。ルール・セットのサマリー行では、この列にはルール・セット内
の最後のルールと同じ現残高が表示されます。

この画面で実行できるアクションの詳細は、ルール・バランシング・タスクの実行を
参照してください。

ルール・バランシング・タスクの実行
「ルール・バランシング」のメニューやツールバーのボタンを使用して、タスクを実行
します。
• 列を表示したり、並べ替えたりするには、「表示」をクリックします。
• 「リフレッシュ」をクリックするか、「アクション」、「リフレッシュ」の順に選択し
て、計算結果をリロードします。

• をクリックするか、「アクション」、「Excelにエクスポート」の順に選択して、
表のデータを Microsoft Excelファイルにエクスポートします。
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• 「アクション」、「フォーマット」の順に選択して、表に示す小数点以下の桁数を指定しま
す。

• 表を独立したウィンドウで表示するには、デタッチ を使用します。
• レベルを上げたり下げたりする場合、または現在の選択内容を最上位レベルに表示する場
合は、各種のレベル・ボタン を使用します。

「ルール・バランシング」表の値が青色で表示されており、ポイントしたときに下線が付く場
合には、Oracle Smart View for Officeハイパーリンクを意味します。このようなハイパーリン
クをクリックして、Smart Viewを起動し、入力データまたは配賦データをさらにドリルダウ
ンできます。

ノート:

「ルール・バランシング」画面を表示するには、「ルール・バランシング」画面の表
示を参照してください。

ノート:

「ルール・バランシング」画面の説明は、「ルール・バランシング」画面の表示を参
照してください。

Profitability and Cost Managementに対する検証分析の実
行

Profitability and Cost Managementアプリケーションがデプロイされた後、アプリケーショ
ン・アーティファクトで使用されるディメンションに対して変更が行われると、そのアプリ
ケーションが無効になることがあります。
無効な条件が作成された場合、エラーが表示されます。「モデル検証」画面で、これらのエラ
ーの詳細を把握し、検証エラーを検索することができます。
検証エラーを確認して分析するには:

1. ホーム・ページで をクリックし、「モデル検証」を選択します。
2. 「モデル検証」画面で、検証タイプごとに POVの情報(「年」、「期間」および「シナリオ」
など)を入力して、「実行」をクリックします。
エラーがある場合は「モデル検証」の表に表示されます。デフォルトのタブは、ルール・
セットとルールのタブです(図 1)。
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図 9-10 「ルール・セットとルール」タブのモデル検証結果

ルール・セットとルールに関するこのエラー表には、次の情報が含まれます。
• エラーのタイプ(場所) — グローバル・コンテキスト、ルール・セット・コンテ
キスト、ルール・ソース、ルール宛先、ルール・ドライバまたはルール・オフ
セット。

• 関連するルールまたはルール・セットの名前と番号
• ルールまたはルール・セットのステータス(通常は「使用不可」)。
• エラーの説明

3. 「モデル・ビュー」タブ、「問合せ」タブおよび「Analytics」タブを確認します。
タブを表示して「実行」をクリックします。
これらのタブはすべての POVに対応することに注意してください。そのため、
POVを選択する必要はありません。

4. すべてのタブでエラーがあるかどうか確認します。 をクリックするか、「アク
ション」、「Excelにエクスポート」の順に選択すると、表のデータを Microsoft Excel
ファイルにエクスポートできます。

5. エラーを修正して再検証します。

ノート:

「ルール」画面でルール・セット・エラーとルール・エラーを修正できます
(ルール・セットの操作)。ルールに無効なメンバーが含まれる場合は、ルー
ルを選択して をクリックすると削除できます。
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10
アプリケーション・データベースへのデータのデプロイおよびロード

次も参照:

• データベースのデプロイ
ディメンションの追加や変更、またはその他の構造的な変更を行った場合は、アプリケー
ション・メタデータを含むデータベースをデプロイする必要があります。

• Essbaseへのデータのロード
データをデータベースにロードする方法はいくつかあります。

• Essbaseの再起動
場合によっては、計算に予想以上に時間がかかったり、別の理由によりプロセスを停止す
る必要があったりします。

• ファイルベース・データ統合の作成

データベースのデプロイ
ディメンションの追加や変更、またはその他の構造的な変更を行った場合は、アプリケーシ
ョン・メタデータを含むデータベースをデプロイする必要があります。
Profitability and Cost Managementデータベースを最初にデプロイする際は、「データベース
の置換」を選択して、データベース全体を作成する必要があります。最初のデプロイメント
の後、計算用データベースの再デプロイメントが必要になったときには、すでにキューブに
あるデータを保持するか再構築時に破棄するデプロイメント・オプションを選択できます。
デプロイメントでエラーが発生した場合は報告されます。

注意:

重複メンバー・アウトラインで作成されたアプリケーションでは、「データの保持」
が選択された状態でデータベースがデプロイされた場合、名前変更または親変更さ
れたメンバーに関連付けられているデータは保持されません。

Profitability and Cost Managementデータベースをデプロイするには:

1. 、「データベース」の順にクリックします。
「データベース」画面が表示されます(図 1)。

10-1



図 10-1 「Essbaseデプロイ」画面

2. 「Essbaseデプロイ」タブが選択されていることを確認します。
3. 「Essbase情報」の下で、次の情報を確認します:

• 「クラスタ」には、アプリケーションが含まれる Oracle Essbaseデータベー
ス・サーバーの名前が表示されます。

• 「計算用アプリケーション」には、デプロイされるアプリケーションの名前が
表示されます。

• 「計算用データベース」には、アプリケーションがデプロイされる Essbaseデ
ータベースの名前が表示されます。

4. 「デプロイ・オプション」で、データベースのデプロイに適切なデータベース・オ
プションを選択します。
• データベースの初回デプロイメント時には、すべての選択がグレー表示されま
す。このオプションにより、データベース全体が初めて作成されます。

• 既存のデータベースを再デプロイする場合、「データベースの更新」を選択す
ると、既存のアーティファクトおよびプロパティ設定が新しいデータベースに
保持され、最新のメタデータを反映してアウトラインが変更されます。

ノート:

サービス管理者またはパワー・ユーザーの役割を持つユーザーは、こ
のオプションを使用できます。

オプション: 「データの保持」を選択して、データを保持したまま Essbaseキ
ューブを構築および再構成します。このオプションは、アウトラインのサイズ
および存在するデータの量によっては時間がかかることがあります。

• または、「データベースの作成/置換」を選択すると、データベースおよびアプ
リケーションが完全に削除され、再作成されます。
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注意:

サービス管理者の役割を持つユーザーのみが、このオプションを使用できま
す。このオプションを選択する場合は、まずデータをバックアップし、デー
タベースが再作成されたら、手動でリロードする必要があります。

5. オプション: 「ジョブ・コメント」ボックスにコメントを入力します。コメントは、ジョ
ブ・ライブラリに表示されます。

6. オプション: 「最終データベース・デプロイメント」で、以前のデプロイメントの日時を
確認します。

7. 「今すぐデプロイ」をクリックして、データベースをデプロイします。
ジョブが送信されたことを示す確認のメッセージが表示されます。

注意:

この操作は、アプリケーションのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可
能性があります。

8. 「ジョブ・ステータス」ページでタスクフロー IDを使用してデプロイメントの進捗をモニ
ターします。
検証エラーは、すべて「ジョブ・ライブラリ」画面に表示されます。

9. アプリケーションを計算します(アプリケーションの計算)。

Essbaseへのデータのロード
データをデータベースにロードする方法はいくつかあります。
概要は、次のビデオを参照してください。

 概要ビデオ: データのロード
サービス管理者および適切にプロビジョニングされたその他のユーザーは、Profitability and
Cost Managementを使用してデータを Oracle Essbaseにロードできます。ロード先のファ
イルには通常、配賦する金額やドライバ情報などの入力データが含まれます。

ノート:

「ナビゲータ」 を開いて「データ管理」を選択することもできます。手順につい
ては、ライブラリの「ブック」の「ユーザー」セクションで、データ管理内のヘル
プにアクセスするか、データ管理のドキュメントを見つけてください(Profitability
and Cost Managementライブラリの使用)。

ロードするファイルの形式は Oracle Essbase Administration Servicesコンソールと同じで
す。
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• テキスト・ファイル・データ・オブジェクト(.txt) —
IEssOlapFileObject.TYPE_TEXT

• Excelワークシート・ファイル・データ・オブジェクト(.xls) —
IEssOlapFileObject.TYPE_EXCEL

これらのファイルの作成については、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイド内の
データのロードおよびディメンションの構築の理解、特にルール・ファイルを必要と
しないデータ・ソースを参照してください。
次のビデオは、「データ管理」を使用してデータを Profitability and Cost Management
にロードする方法を示しています。

 チュートリアル・ビデオ: データ管理を使用したデータファイルのロード(パー
ト 1/2)

 チュートリアル・ビデオ: データ管理を使用したデータファイルのロード(パー
ト 2/2)

Profitability and Cost Managementを使用してデータを Essbaseにロードするには:

1. をクリックしてから「データベース」をクリックします。「データ・ロード」タ
ブをクリックします(図 1)。

図 10-2 「データ・ロード」画面

2. データ・ロードの処理方法を指定します。
• オプション: 「ロード前にデータベースをクリア」を選択して、アプリケーシ
ョンのアクティブ・キューブのすべてのデータをクリアします。既存のデータ
を保持する場合は、この設定を選択しないでください。

• 「既存の値に追加」または「既存の値を上書き」を選択します。
3. 「ファイルのロード」領域で、ロードするファイルを選択します。「アクション」メ
ニューまたはボタンを使用して、次のタスクを実行します。
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• 「行の追加」または
ボタン — 「参照」ボタンが表示され、ロードするデータ・ファイルまたはルール・
ファイルを選択できます

• 「行の削除」または

ボタン — 選択した行をロードするファイルの表から削除します

ノート:

「表示」メニューを使用して、表内の列の表示、非表示および順序変更を行った
り、表をデタッチして別のウィンドウでフロート表示できます。

4. ファイルを選択したら、「ロード」をクリックしてファイルを OLAPサーバーにコピー
し、データをファイルから Essbaseにロードします。
「ジョブ・ライブラリ」を使用して、ロードの進捗状況を追跡できます。

例 10-1 ノート
ロードでは少なくとも各ファイルの最初のエラーが記録され、「ジョブ・ライブラリ」に表示
されます。可能な場合、1つのファイルにつき複数のエラーが記録されます。エラーに、どの
レコードのどの列が間違っているかが示されます。アウトラインが空白の場合、またはロー
ドされたファイルが空白、ロックされている、サイズ制限を超過している(データ・ファイル
は 2GB、ルール・ファイルは 64KB)場合、またはデータ・ファイルにエラーが含まれる場合、
エラーが記録されます。ファイルは、テキスト・ファイルまたは Microsoft Excelファイルで
ある必要があります。ファイル名は 8文字以下にする必要があり、スペースや特定の文字
(,=.+;[]など)を使用することはできません。

Essbaseの再起動
場合によっては、計算に予想以上に時間がかかったり、別の理由によりプロセスを停止する
必要があったりします。
ジョブ・ライブラリには「停止」ボタンがありますが、Oracle Essbaseによってプロセスが
制御されている場合、このボタンはアクティブになりません。その場合は、サービス管理者
が Profitability and Cost Management内から Essbaseを停止して再起動できます。
Essbaseを停止して再起動するには:

1. 重要なプロセスが実行されていないことを確認するためにユーザーと対話し、Essbaseを
メンテナンスすることを伝えます。

2. 、「データベース」の順にクリックします。「管理」タブをクリックします。
警告が表示されます。再起動が完了するまでアクティブなプロセスおよびアプリケーシ
ョンとの接続がすべて使用できなくなることが示されます。サービスが中断されること
を他のユーザーに通知することをお薦めします。

3. 「再起動」をクリックし、シャットダウンおよび再起動を開始します。
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ファイルベース・データ統合の作成
データ統合は、Profitability and Cost Managementでの統合プロセスの実行の基礎とな
るメカニズムです。ファイルベース統合と直接統合のソースの定義、ソース・データ
を必要なターゲット・フォーマットに変換するためのマッピング・ルールの作成、お
よび定期的なデータ・ロード・プロセスの実行と管理が可能になります。
ファイルベース統合を作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「データ交換」の順に選択します。
これにより、「データ統合」ページが開きます。

2. Oracle Enterprise Performance Management Cloudデータ統合の管理のファイル
ベース統合の作成を確認します。
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11
アプリケーションの計算

次も参照:

• Profitability and Cost Managementの計算について
サービス管理者またはパワー・ユーザーの役割を持っている場合、Profitability and Cost
Managementでデプロイ済アプリケーションを計算できます。

• ナビゲータを使用した単一 POV計算の実行
アプリケーションのグローバル・コンテキスト、ルール・セットおよびルールは、単一の
視点(POV)に固有です。

• 「実行制御」の使用による単一および複数 POVの計算の実行
Profitability and Cost Managementアプリケーションのグローバル・コンテキスト、ルー
ル・セットおよびルールは、視点(POV)ごとに固有です。

• トラブルシューティングについて
計算が予期したとおりにならない場合、Profitability and Cost Managementでは問題を突
き止めて解決するのに役立ついくつかのツールが用意されています。

Profitability and Cost Managementの計算について
サービス管理者またはパワー・ユーザーの役割を持っている場合、Profitability and Cost
Managementでデプロイ済アプリケーションを計算できます。
ユーザーおよび参照者が分析およびレポートを作成または表示するには、その前にサービス
管理者およびパワー・ユーザーが計算を実行する必要があります。この項のトピックでは、
Profitability and Cost Managementで計算がどのように機能しているかについて説明します。
基本的に、ルールが実行されると、ルールがどう定義されているかに応じて財務上の配賦が
実行されます。元々、基本的な単一 POV計算を実行するには、「ナビゲータ」メニュー か
ら使用可能な「計算」オプションしか使用できませんでした。単一 POV計算では、計算する
視点(POV)を選択すると、デフォルトでは、そのルールがそれ自体のデータに適用されます。

今では、「モデル」クラスタ から使用可能な「実行制御」を使用して、単一または複数
POVの計算を実行できるようになりました。1つの POVのルールは自分自身のデータに対
して適用できると同時に、1つ以上の異なる POVのデータに対して適用することもできま
す。「実行制御」画面および「エクスプレス計算の実行」画面を使用して、1つ以上のデータ
POVを選択してから、データに対して実行するルールを持つモデル POVを選択できます
(POVについて)。
• 重要な計算の概念を確認するには、次のトピックを参照してください。
ディメンションの概要
配賦の検討
計算ワークフローの分析

• 「ナビゲータ」を使用した基本計算の概要は、次のビデオを参照してください。
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 ビデオ概要: Oracle Profitability and Cost Management Cloudでの計算と検
証

• 「ナビゲータ」を使用した基本計算の実行およびモデルの検証に関するチュートリ
アルは、次のビデオを参照してください。

 『Oracle Profitability and Cost Management Cloudでのモデルの計算と検
証』

• 「ナビゲータ」を使用した基本計算の実行に関するステップごとのチュートリアル
は、次の学習パスを参照してください:

 Oracle Profitability and Cost Managementでのモデルの計算
• 計算の問題のトラブルシューティングは、Oracle Enterprise Performance

Management Cloudオペレーション・ガイドの計算の問題のトラブルシューティン
グを参照してください。

ディメンションの概要
データベースに保管されているアプリケーション・データは、ディメンション(データ
を整理して値の抽出や保持のために使用されるデータ・カテゴリ)ごとに整理されてい
ます。通常、ディメンションには関連するメンバーをグループ化した階層が含まれま
す。たとえば、Yearディメンションは多くの場合四半期、月などの期間の各単位のメ
ンバーが含まれます。
Profitability and Cost Managementには、次のディメンションが含まれます。
• ビジネス・ディメンション - 部署、勘定科目、アクティビティ、顧客、製品など
の、ビジネス固有のアプリケーション要素を表します

• 視点(POV)ディメンション - 年、シナリオ、期間またはバージョンなど、アプリケ
ーションに固有の視点またはバージョンを示します

• 属性ディメンション - ディメンション・メンバーの属性または品質(製品のサイズ
や色など)に基づく分析を可能にします

• 別名ディメンション(オプション) - 代替の名前、説明、言語またはその他のアイテ
ムを割り当てるために使用されます

• Profitability and Cost Managementによってシステム要件に使用するために予約さ
れているシステム・ディメンション

Profitability and Cost Managementには、次の 2つのシステム・ディメンションがあり
ます。
• ルール・ディメンション。最大 1000のルールの配賦指図をルール・メンバーとし
て格納します。
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• 残高ディメンション。計算入出力を残高メンバーとして格納します。
 

 

各ルールが実行されると、すべての入力および出力をトレースでき、それらがどのように貸
借一致しているかを参照できます(アプリケーションの検証のためのルール・バランシング)。

配賦の検討
Profitability and Cost Managementでは、配賦により、アプリケーション全体のコストおよび
収益が特定の勘定科目または要素にどのように配分されるかを制御できます。アプリケーシ
ョン内の資金フローに合せて、計算結果がソースから宛先に割り当てられます。
配賦は、配賦ドライバに基づいて、1つ以上のソースから多くの宛先にデータを移動します。
たとえば、占有する面積比に基づいて、企業のコスト・センターからビジネス機能のコスト・
センターに賃借料を配賦することができます。
ルールは Profitability and Cost Managementアプリケーションの計算ロジックを定義し、モデ
ル化された状況でのコスト割当てを反映できるようにします。ルール・セット内のルールは、
そのルール・セット内のシーケンス番号の順序で実行されます。ルール、配賦ルールおよび
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カスタム計算ルールには 2つのタイプがあります。ルール・セット内の各配賦ルール
に対して配賦のソース、宛先、ドライバ基準およびオフセットを定義できます。
相互計算を使用すると、相互関係のある場所の間で、循環的にデータを配賦できます。
たとえば、HRが ITおよび Financeに費用を配賦し、ITが HRおよび Financeに配賦
して、Financeが HRおよび ITに配賦します。これらのグループはすべて、管理グル
ープにコストを再配賦しない他のグループと、一方向の関係を持ちます。

計算ワークフローの分析
計算ワークフローに関する簡単な知識が、レポート設定の助けになることがあります。
すべての入力は、ルール・ディメンションの NoRuleメンバーに到達します。そこか
ら、ルールはルール定義に応じてソースおよび宛先に資金を割り当てます。ルールが
実行されると、調整と配賦が双方向に発生します。調整と配賦の各ペアは、差し引き
ゼロとなってトランザクションの貸借を一致させます。「配賦(入)」と「配賦(出)」の差
は、残高ディメンションの剰余メンバーに表示されます。剰余メンバーは、実行され
るそれ以降の各ルールの入力となります。
これらの変更は、問合せ、レポート、分析ビューおよび「ルール・バランシング」画
面で追跡できます。

図 11-1 データが表示された「ルール・バランシング」画面

「ルール・バランシング」画面で、ルール・ディメンション・メンバーは行に、残高メ
ンバーは列にあります。行をたどっていくと、ルールの実行によって行われる資金配
分を確認できます。Profitability and Cost Managementの計算プロセスは、入金元と出
金先をルールごとに取得します。「ルール・バランシング」画面には、要約金額が表示
されます。Oracle Smart View for Officeをインストールすると、「ルール・バランシン
グ」画面のリンクをクリックしてドリルダウンできます。次に、Smart Viewのアドホ
ック分析によって、各ルール内の資金のフローを示すことができます。
データはマルチディメンショナルに取得されるため、Smart Viewのみでなくレポート
でも詳細を表示できます。「ルール・バランシング」画面の詳細は、アプリケーション
の検証のためのルール・バランシングを参照してください。Smart Viewおよび
Financial Reportingについて学習するには、「ライブラリ」(Profitability and Cost
Managementライブラリの使用)、「ブック」の順に移動し、「ユーザー」セクションを
参照してください。
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ナビゲータを使用した単一 POV計算の実行
アプリケーションのグローバル・コンテキスト、ルール・セットおよびルールは、単一の視
点(POV)に固有です。
これは、同じ名前のルール・セットまたはルールが複数の POVに存在する可能性があるが、
そのルール・セットまたはルールの各インスタンスは一意のアーティファクトであり、一意
の定義を持つ可能性があることを意味します。特定の POVのルールを実行すると、そのルー
ル・セットまたはルールの定義はその POVに存在するかのように実行されます。(「ナビゲー
タ」メニューでアクセスする )「計算」画面を使用して単一 POV計算を実行する際には、デ
ータとルールを含む単一の POVを選択し、それに対して独自のルールを使用して計算を実行
します。また、ある POVのデータを別の POVのルールを使用して計算する場合、または 1
つの POVのルールを複数の異なる POVのデータに対して使用する場合は、「実行制御」画面
を使用して複数 POV計算を実行できます(「実行制御」の使用による単一および複数 POVの
計算の実行)。また、次も参照してください。
• 「ナビゲータ」を使用した基本計算の概要は、次のビデオを参照してください。

 ビデオ概要: Oracle Profitability and Cost Management Cloudでの計算と検証
• 「ナビゲータ」を使用した基本計算の実行およびモデルの検証に関するチュートリアルは、
次のビデオを参照してください。

 『Oracle Profitability and Cost Management Cloudでのモデルの計算と検証』
• 「ナビゲータ」を使用した基本計算の実行に関するステップごとのチュートリアルは、次
の学習パスを参照してください:

 Oracle Profitability and Cost Managementでのモデルの計算
• 計算の問題のトラブルシューティングは、Oracle Enterprise Performance Management

Cloudオペレーション・ガイドの計算の問題のトラブルシューティングを参照してくださ
い。

注意:

アプリケーションを計算する前に、コストおよび収益データがロードされているこ
とを確認してください。そうでない場合は、空のデータ・セットを使用して計算さ
れます。

「ナビゲータ」を使用して Profitability and Cost Managementアプリケーションをクリアまた
は計算するには、次の手順に従います。
1. 、「計算」の順にクリックします。
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https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/tsepm/troubleshooting_calculation_issues.html


図 11-2 「計算」画面

2. 「計算」画面で、「年」、「期間」および「シナリオ」など、計算対象の POV情報を
入力します。
使用可能な POVのリストは、 をクリックしてから「視点」をクリックします。

3. オプション: 「ジョブ・ライブラリ」画面に表示する「ジョブ・コメント」を入力
します。

4. オプション: 「処理のオプション」グループで、実行するアクションを 1つ以上選
択します。
• 計算済データのクリア: (デフォルトで選択されている)「処理範囲」オプション
のルールによって更新される可能性があるセルをすべてクリアします。また、
この計算ジョブの一環として実行される 1つ以上のルールの以前の実行結果
もクリアします

• 計算の実行: (デフォルトで選択されている)「処理範囲」オプションに指定され
ているルールを実行します

• Essbaseデバッグ・スクリプトの取得: 計算に含まれる配賦ルールまたはカス
タム計算ルールごとに、エンジンによって生成されるスクリプトを格納します
(このトピックの後半のデバッグ・スクリプトについてを参照)
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ノート:

「Essbaseデバッグ・スクリプトの取得」は、トラブルシューティングを目
的としており、処理のオーバーヘッドが増加する可能性があります。適切な
理由がないかぎり、この設定を選択しないでください。
「Essbaseデバッグ・スクリプトの取得」を選択すると、「ジョブ・ライブ
ラリ」画面で「ジョブの詳細」リストにその選択内容が示されます。

• レポート用の最適化: 計算が完了したときに Essbaseキューブでデフォルトの集約
を実行します(「レポート用の最適化」について)

5. 「処理範囲」グループで、実行するルールを指定します:

• すべてのルール : 選択した POVに対して定義されているすべての有効なルールを実
行します。

• ルール・セットの範囲の指定: 「最初のルール・セット・シーケンス番号」テキスト・
ボックスと「最後のルール・セット・シーケンス番号」テキスト・ボックスで定義さ
れたルール・セット範囲内(最初と最後の番号も含む)の使用可能なすべてのルールを
実行します。

• 停止直前のルール: 計算ジョブを停止させる場所を指定できます。選択されたルール
までのすべてのルール・セットとルールが実行され、計算がそこで停止します。

• 単一ルールの実行: 「ルール・セット名」および「ルール名」リストで選択された単
一のルールを実行します。

6. 「今すぐ実行」をクリックして、すぐに計算を実行するかデータをクリアします。確認メ
ッセージに、ジョブが開始されたことと割り当てられたタスクフロー IDが示されます。

注意:

この操作は、アプリケーションのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可
能性があります。

7. 「ジョブ・ライブラリ」画面内のタスクフロー IDを使用して計算の進捗をモニターしま
す。

例 11-1 デバッグ・スクリプトについて
スクリプトは「送信ボックス」フォルダ内に生成され、ファイル・エクスプローラを使用し
てアクセスできます(ファイル・エクスプローラでのファイルの転送)

スクリプトのファイル名のフォーマットは、P+XX+RuleMemberName.txtで、次のように定義
されます。
• P = POV

• XX = 選択した POVメンバー・グループ IDの最後の 2桁
• RuleMemberName = 特定のルールに割り当てられた一意のルール・メンバー名
たとえば、生成されたスクリプトには P99R0001.txtなどの名前が付けられます。
各スクリプト・ファイルには、次の情報が含まれるヘッダーがあります。
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• アプリケーション名
• POV

• ルール・セット名
• ルール名
• ルール・シーケンス
• 反復の数
個々のスクリプト・ファイルは、より大きい 1つのファイルに圧縮されます。解凍す
ると、編集なしに Essbase MAXLで実行されます。カスタム計算式が使用されている
場合、それぞれのデバッグ・スクリプト・ファイルには、メイン・スクリプト・ファ
イル名の後にアンダースコアとシーケンス番号が続いた名前が付けられます。たとえ
ば、ルール・ファイル・スクリプトのファイル名が P5R0005.txtで、カスタム計算ス
クリプトが 2つある場合、それぞれの名前は P5R0005_1.txtと P5R0005_2.txtになり
ます。これらのスクリプトが格納されている ZIPファイルは、
Calc_Debug_Scripts_<appName>_<JobId>zipです。
例 11-2 「レポート用の最適化」について
「レポート用の最適化」が選択されている場合、Profitability and Cost Managementに
より、計算の完了時に Essbaseキューブで集約が実行されます。これにより、問合せ、
レポートおよびアナリティクスのパフォーマンスが向上します。この設定を単独で実
行することもできます。
計算のパフォーマンスを向上させるために、これらの集約は各計算の開始時に削除さ
れるため、データの問合せ、分析またはレポートの実行前に、最終計算を行うために
のみ「レポート用の最適化」を選択することをお薦めします。たとえば、レポートの
実行前に 3つの計算ジョブがある場合、1つ目または 2つ目のジョブの前にこのオプ
ションを選択してもメリットはなく、計算に不要な時間がかかります。
その他の役立つプラクティスを次に示します。
• 「レポート用の最適化」はデフォルトで選択されています。単一のルールまたは連
続した一連の複数の POVを実行していて、処理時間を節約する必要がある場合以
外は、選択したままにしてください。

• 複数の同時計算ジョブを実行している場合、すべてのジョブについて「レポート用
の最適化」を選択したままにします。完了前の最後のジョブのみが集約を実行しま
す。これにより、冗長な処理を防ぐことができ、ジョブの処理速度が低下しないよ
うにできます。

「実行制御」の使用による単一および複数 POVの
計算の実行

Profitability and Cost Managementアプリケーションのグローバル・コンテキスト、ル
ール・セットおよびルールは、視点(POV)ごとに固有です。
これは、同じ名前のルール・セットまたはルールが複数の POVに存在する可能性があ
るが、そのルール・セットまたはルールの各インスタンスは一意のアーティファクト
であり、一意の定義を持つ可能性があることを意味します。特定の POVのルールを実
行すると、そのルール・セットまたはルールの定義はその POVに存在するかのように
実行されます。基本計算を実行する際には、データとルールを含む単一の POVを選択
し、それに対して独自のルールを使用して計算を実行します。元々は、ナビゲータを

第 11章
「実行制御」の使用による単一および複数 POVの計算の実行

11-8



使用した単一 POV計算の実行で説明されているように、これは「ナビゲータ」を使用する場
合のみ可能でした。現在は、「実行制御」機能を使用して単一 POVや複数 POVの計算を実行
できます(ある POV内のデータを別の POVのルールを使用して計算したり、1つの POV内
のルールを複数の異なる POV内のデータに対して使用するなど)。

ノート:

POVは、一度計算されたら、別のモデル POVを使用して計算するには、まずクリ
アする必要があります。特定の POVに対して、一度に 1セットの計算結果しか存
在できません。
POVの計算結果をクリアするには、ステップに従ってエクスプレス計算を実行し、
ステップ 5で「計算済データのクリア」を選択します。

「実行制御」機能を使用して計算を実行するには、次を参照してください。
• 「実行制御」の使用による単一 POVの計算の実行
• 複数 POV計算の実行

注意:

アプリケーションを計算する前に、コストおよび収益データがロードされているこ
とを確認してください。そうでない場合は、空のデータ・セットを使用して計算さ
れます。

「実行制御」の使用による単一 POVの計算の実行
注意:

アプリケーションを計算する前に、コストおよび収益データがロードされているこ
とを確認してください。そうでない場合は、空のデータ・セットを使用して計算さ
れます。

単一 POVを使用してアプリケーションをクリアまたは計算するには:

1. ホーム・ページで「モデル」 をクリックし、それから「実行制御」 をクリック
します。
「実行制御」画面が開きます。
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図 11-3 単一の POVが選択されている「実行制御」画面

2. POVを選択します。
ここで選択されている POVは January 2016のもので、「実績」データがあり、ス
テータスは「ドラフト」です。「モデルが存在します」が選択されているのは、この
POVがルールに関連付けられていることを示します。

3. 「計算の実行」をクリックしてこの POVを計算します。
「エクスプレス計算の実行」画面が開きます。
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図 11-4 単一のモデル POVが選択されている「エクスプレス計算の実行」画面

データとルールの両方を含む単一の POVを選択したため、その POVはデフォルトで「モ
デル視点の選択」ボックスに入力されます。

ノート:

ルールを含む POVはモデル POVと呼ばれます。前の画面(「実行制御」)の「モ
デルが存在します」列をチェックすると、任意の POVを選択できます。

4. この例では、デフォルトの POVおよび他のすべてのデフォルトをそのままにします。図
のように「ジョブ・コメント」ボックスにわかりやすいコメントを入力し、「ジョブ・ラ
イブラリ」でこのジョブを識別できるようにします。
他の設定についてさらに学習するには、計算設定の入力を参照してください。

5. 「実行」をクリックして、すぐに計算を実行するかデータをクリアします。確認メッセー
ジに、ジョブが開始されたことと割り当てられたタスクフロー IDが示されます。
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注意:

この操作は、アプリケーションのサイズや複雑さによっては、長時間か
かる可能性があります。

6. 「ジョブ・ライブラリ」内のタスクフロー IDを使用して計算の進捗をモニターしま
す(ジョブ・ライブラリの表示)。

複数 POV計算の実行
複数 POVの計算を実行するには、次のステップに従います。
• 「実行制御」画面を開く
• 1つ以上のデータ視点(POV)の選択
• 計算設定の入力
• 計算の実行
• ジョブ・ライブラリの表示
これらのトピックでは、モデル POV January 2016 Actualのルールが 3つのデータ
POV April 2016 Actual、May 2016 Actual、および June 2016 Actualに対して実行
される例を構築する方法について説明します。この例では、Profitability and Cost
Managementで提供されているサンプル・アプリケーションを使用します。

注意:

アプリケーションを計算する前に、コストおよび収益データがロードされて
いることを確認してください。そうでない場合は、空のデータ・セットを使
用して計算されます。

「実行制御」画面を開く
1. ホーム・ページで、「モデル」 をクリックします。

2. 「実行制御」 をクリックします。
「実行制御」画面が開きます(図 1)。
この画面のコントロールを使用して次のことができます。
• POVの検索(POVについて)

• POVの作成、編集、削除、クリア、コピーおよび検査(POVの管理
• 画面のリフレッシュ
• 「アウトライン」(左から右の順にすべてのフィールド )や「年」、「期間」、「シナ
リオ」、「ステータス」に基づく画面の昇順または降順の並べ替え

• 選択した POVでの計算の実行
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1つ以上のデータ視点(POV)の選択
データ POVは、モデル POV内の同じルールのセットを使用して計算するためのデータが含
まれる POVです。モデル POVは、選択したデータ POVを計算するのに使用されるルールを
提供します。
1. 「実行制御」画面で、計算する 1つ以上のデータ POVを選択して開始します。
この例では、同じ年の 4月、5月および 6月の POVが選択されています。
図 11-5 単一および複数 POV計算の「実行制御」画面

2. 「計算の実行」をクリックします。
「エクスプレス計算の実行」画面が開きます(図 1)。

計算設定の入力
データとルールの両方を含む単一の POVを選択した場合、その POVはデフォルトで「モデ
ル視点の選択」ボックスに入力されます。

ノート:

ルールを含む POVはモデル POVと呼ばれます。前の画面(「実行制御」)の「モデル
が存在します」列をチェックすると、任意の POVを選択できます。
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1. デフォルトの POVが入力されたままにして次のステップに進むか、選択した 1つ
または複数の POVに適用する別のモデル POVを選択します。
この例では、デフォルトの POVを使用します。

2. 「処理のオプション」グループで、実行するアクションを 1つ以上選択します。
• 計算済データのクリア: (デフォルトで選択されている)「処理範囲」オプション
のルールによって更新される可能性があるセルをすべてクリアします。また、
この計算ジョブの一環として実行される 1つ以上のルールの以前の実行結果
もクリアします

• 計算の実行: (デフォルトで選択されている)「処理範囲」オプションに指定され
ているルールを実行します

• Essbaseデバッグ・スクリプトの取得: 計算に含まれる配賦ルールまたはカス
タム計算ルールごとに、エンジンによって生成されるスクリプトを格納します
(デバッグ・スクリプトについて)。

ノート:

「Essbaseデバッグ・スクリプトの取得」は、トラブルシューティン
グを目的としており、処理のオーバーヘッドが増加する可能性があり
ます。適切な理由がないかぎり、この設定を選択しないでください。
「Essbaseデバッグ・スクリプトの取得」を選択すると、「ジョブ・
ライブラリ」で「ジョブの詳細」リストにこれが示されます。

• レポート用の最適化: 計算が完了したときに Essbaseキューブでデフォルト
の集約を実行します(「レポート用の最適化」について)

3. 「処理範囲」グループで、実行するルールを指定します:

• すべてのルール : 選択した POVに対して定義されているすべての有効なルー
ルを実行します。

• ルール・セットの範囲: 「最初のルール・セット・シーケンス番号」テキスト・
ボックスと「最後のルール・セット・シーケンス番号」テキスト・ボックスで
定義されたルール・セット範囲内(最初と最後の番号も含む)の使用可能なすべ
てのルールを実行します。

• 停止直前のルール: 計算ジョブを停止させる場所を指定できます。選択された
ルールまでのすべてのルール・セットとルールが実行され、計算がそこで停止
します。

• 単一ルールの実行: 「ルール・セット名」および「ルール名」リストで選択さ
れた単一のルールを実行します。

次のサンプル画面「エクスプレス計算の実行」の設定では、モデル POV January 2016
Actualのすべてのルールを図 1で選択された 3つのデータ POVに対して実行しま
す。
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図 11-6 「エクスプレス計算の実行」画面

これらの設定で計算が実行されると、既存の計算済データはクリアされ、データがレポート
用に最適化されますが、Essbaseデバッグ・データは取得されません。

デバッグ・スクリプトについて
スクリプトは「送信ボックス」フォルダ内に生成され、 Profitability and Cost Management
Cloudのファイル・エクスプローラを使用してアクセスできます。
スクリプトのファイル名のフォーマットは、P+XX+RuleMemberName.txtで、次のように定義
されます。
• P = POV

• XX = 選択した POVメンバー・グループ IDの最後の 2桁
• RuleMemberName = 特定のルールに割り当てられた一意のルール・メンバー名

第 11章
「実行制御」の使用による単一および複数 POVの計算の実行

11-15



たとえば、生成されたスクリプトには P99R0001.txtなどの名前が付けられます。
各スクリプト・ファイルには、次の情報が含まれるヘッダーがあります。
• アプリケーション名
• POV

• ルール・セット名
• ルール名
• ルール・シーケンス
• 反復の数
個々のスクリプト・ファイルは、より大きい 1つのファイルに圧縮されます。解凍す
ると、編集なしに Essbase MAXLで実行されます。カスタム計算式が使用されている
場合、それぞれのデバッグ・スクリプト・ファイルには、メイン・スクリプト・ファ
イル名の後にアンダースコアとシーケンス番号が続いた名前が付けられます。たとえ
ば、ルール・ファイル・スクリプトのファイル名が P5R0005.txtで、カスタム計算ス
クリプトが 2つある場合、それぞれの名前は P5R0005_1.txtと P5R0005_2.txtになり
ます。これらのスクリプトが格納されている ZIPファイルは、
Calc_Debug_Scripts_<appName>_<JobId>zipです。

「レポート用の最適化」について
「レポート用の最適化」が選択されている場合、Profitability and Cost Managementに
より、計算の完了時に Essbaseキューブで集約が実行されます。これにより、問合せ、
レポートおよびアナリティクスのパフォーマンスが向上します。この設定を単独で実
行することもできます。
計算のパフォーマンスを向上させるために、これらの集約は各計算の開始時に削除さ
れるため、データの問合せ、分析またはレポートの実行前に、最終計算を行うために
のみ「レポート用の最適化」を選択することをお薦めします。たとえば、レポートの
実行前に 3つの計算ジョブがある場合、1つ目または 2つ目のジョブの前にこのオプ
ションを選択してもメリットはなく、計算に不要な時間がかかります。
その他の役立つプラクティスを次に示します。
• 「レポート用の最適化」はデフォルトで選択されています。単一のルールまたは連
続した一連の複数の POVを実行していて、処理時間を節約する必要がある場合以
外は、選択したままにしてください。

• 複数の同時計算ジョブを実行している場合、すべてのジョブについて「レポート用
の最適化」を選択したままにします。完了前の最後のジョブのみが集約を実行しま
す。これにより、冗長な処理を防ぐことができ、ジョブの処理速度が低下しないよ
うにできます。

計算の実行
計算設定が完了したら次のことができます。
1. 「実行」をクリックして、データを設定によりただちに計算またはクリアします。
確認メッセージに、ジョブが開始されたことが示され、割り当てられたタスクフロ
ー IDが特定されます。各データ POVは、「エクスプレス計算の実行」画面で入力
されたモデル POVにより計算されます。
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注意:

この操作は、アプリケーションのサイズや複雑さによっては、長時間かかる可
能性があります。

2. オプション: 「ジョブ・ライブラリ」を使用して計算の進捗をモニターします(図 1)。

ジョブ・ライブラリの表示
「ジョブ・ライブラリ」を表示するには、ホーム・ページから「アプリケーション」を選択
し、続いて「ジョブ・ライブラリ」を選択します。

図 11-7 ジョブ・ライブラリ

 

 
ジョブ・ライブラリを表示すると、次のことができます。
• 補足診断ジョブを実行し、Oracleサポートにフィードバックを送信します。これを行う
には、1つ以上のジョブを選択し、「フィードバックの提供」ボタンをクリックします。
補足診断で提供される標準コンテンツに加えて、選択した各計算ジョブに対して、そのジ
ョブの「実行統計レポート」と、ジョブの計算に使用した POVの「プログラム・ドキュ
メンテーション」レポートがフィードバックに含まれます。

• ジョブ詳細を表示してスプレッドシートにエクスポートします(ジョブ詳細の表示および
エクスポート)。

ノート:

ジョブが実行されていない場合、問題を調べるための方法があります。概要は、ト
ラブルシューティングについてを参照してください。

ジョブ詳細の表示およびエクスポート
ジョブの詳細の表を表示して Microsoft Excelにエクスポートできます。「警告」および「エラ
ー」列はとりわけ役に立ちます。
ジョブの詳細を表示するには:
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1. 計算を実行して「ジョブ・ライブラリ」を表示します(「ジョブ・ライブラリ」
をクリックします)。

2. 「ジョブ・ライブラリ」で、 「Excelにエクスポート」をクリックします。
「ジョブの詳細」表を保存するかそれとも表示するかを選択できます。

図 11-8 「ジョブの詳細」表

ノート:

保存せずに表示した場合、表示された表またはその一部をコピーするこ
とで保存できます。それから、Microsoft Excelで単一のセルを選択して
いずれかの「形式を選択して貼り付け」オプションを選択します。

トラブルシューティングについて
計算が予期したとおりにならない場合、Profitability and Cost Managementでは問題を
突き止めて解決するのに役立ついくつかのツールが用意されています。
• ルール・バランシング機能 - ディメンションへの資金の出入りのフローを表示しま
す

• 「ルール・データ検証」レポート - 選択した各ルールを対象としたソース・データ
とドライバ・データを表示します

• 「実行統計」レポート - 選択した計算ジョブについて収集されたランタイム統計を
ジョブの終了後に示します

• 「プログラム・ドキュメンテーション」レポート -ルール・セット、ルールおよび
ルール定義を示します

詳細は、計算の問題のトラブルシューティングを参照してください

トラブルシューティングについて
計算が予期したとおりにならない場合、Profitability and Cost Managementでは問題を
突き止めて解決するのに役立ついくつかのツールが用意されています。
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• ルール・バランシング機能 - ディメンションへの資金の出入りのフローを表示します
• 「ルール・データ検証」レポート - 選択した各ルールを対象としたソース・データとドラ
イバ・データを表示します

• 「実行統計」レポート - 選択した計算ジョブについて収集されたランタイム統計をジョブ
の終了後に示します

• 「プログラム・ドキュメンテーション」レポート -ルール・セット、ルールおよびルール
定義を示します

詳細は、計算の問題のトラブルシューティングを参照してください
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12
Profitability and Cost Managementの分析機能の操作

次も参照:

• Profitability and Cost Managementの分析機能について
Profitability and Cost Managementには、分析ビューおよび問合せを使用して定義された
データのセットをチャートおよびレポートに表示するための様々な機能が用意されてい
ます。

• 分析ビューでの作業
分析ビューは問合せと類似しており、現在のアプリケーションのデータベース・キューブ
から抽出されたデータ・セットを検索して保存する方法を提供します。

• ダッシュボードの使用
Profitability and Cost Managementのダッシュボードは、値とトレンドが表示された小規
模なチャートの集合です。

• 散布分析グラフでの作業
散布分析グラフは、同じメンバーの 1つの値を別の値に対してプロットします。

• 利益曲線の操作
利益曲線は、利益性の分析に役立ちます。

• キー・パフォーマンス・インディケータの使用
キー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)は、1つのディメンションに 1つの値を表
示する表示タイルです。

• ユーザー・プリファレンスの設定
「プリファレンス」メニュー・オプションを使用して、様々な一般プリファレンスを設定
し、デフォルトとして使用する一連のディメンション・メンバーを定義します。

• Profitability and Cost Managementの財務レポートの操作
Profitability and Cost Managementでは、「インテリジェンス」領域に表示される問合せか
ら基本的な財務レポートを実行できます。

Profitability and Cost Managementの分析機能について
Profitability and Cost Managementには、分析ビューおよび問合せを使用して定義されたデー
タのセットをチャートおよびレポートに表示するための様々な機能が用意されています。
サービス管理者とパワー・ユーザーがこれらのツールを設定すると、ユーザーおよび参照者
が参照できます。
Profitability and Cost Managementの分析機能の概要は、次のビデオを参照してください。

 概要ビデオ: Profitability and Cost Management Cloudでの分析機能
表 1にリストされている分析機能を表示するには、Profitability and Cost Managementホー
ム・ページで、「インテリジェンス」 をクリックします。
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表 12-1 Profitability and Cost Managementの分析機能

アイコン 名前 説明 リンク
ダッシュボード 選択したディメンショ

ンの値やトレンドのチ
ャートを作成または表
示します

ダッシュボードの使用

インテリジェンス 分析ビュー、散布分析
図、利益曲線チャート、
配賦トレース・チャー
ト、問合せおよびキ
ー・パフォーマンス・
インディケータ(KPI)
を作成または生成しま
す。

表 2

レポート 問合せ結果の表を定義
または生成します

Profitability and Cost
Managementの財務レ
ポートの操作

アカデミ Profitability and Cost
Managementの概要
およびチュートリア
ル・コンテンツ

ノート:

Academyコンテンツは様々な場所で利用でき、分析のみに関連するものでは
ありません。

「インテリジェンス」アイコン から、次の機能にアクセスできます(表 2)。
表 12-2 Profitability and Cost Managementのインテリジェンス分析機能

タブ 説明 リンク
分析ビュー 分析ビューを

使用すると、
アプリケーシ
ョンのデータ
ベース・キュ
ーブから取得
したデータの
セットを見つ
けて保存でき
ます。

分析ビューでの作業

散布分析グラフ 散布分析グラ
フは、同じメ
ンバーの 1つ
の値を別の値
に対してプロ
ットします。

散布分析グラフでの作業
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表 12-2 (続き) Profitability and Cost Managementのインテリジェンス分析機能

タブ 説明 リンク
利益曲線 利益曲線は、

利益性の分析
に役立ちま
す。人口ディ
メンション(た
とえば顧客や
製品)は、生み
出される利益
の降順で x軸
に表示されま
す。

利益曲線の操作

配賦のトレース 配賦のトレー
スでは、フォ
ーカル・ノー
ドの選択した
ディメンショ
ンにコントリ
ビューション
する配賦を表
示するため
に、まず POV
およびモデ
ル・ビューを
選択してフォ
ーカル・ノー
ドを定義しま
す。

配賦のトレースについて

問合せ 十分なセキュ
リティ・プロ
ビジョニング
を持つサービ
ス管理者や他
のユーザー
は、問合せを
定義して、管
理レポート、
区分利益性分
析、ルール分
析、入力デー
タ検証のため
のデータを収
集できます。
「インテリジ
ェンス」画面
から問合せを
実行できま
す。

「インテリジェンス」パネルからの問合せの実
行
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表 12-2 (続き) Profitability and Cost Managementのインテリジェンス分析機能

タブ 説明 リンク
キー・パフォーマンス・イ

ンジケータ
キー・パフォ
ーマンス・イ
ンディケータ
(KPI)は、1つ
のディメンシ
ョンに 1つの
値を表示する
表示タイルで
す。たとえ
ば、前の四半
期のある顧客
の純利益を表
示できます。

キー・パフォーマンス・インディケータの使用

分析ビューでの作業
分析ビューは問合せと類似しており、現在のアプリケーションのデータベース・キュ
ーブから抽出されたデータ・セットを検索して保存する方法を提供します。
表示するディメンションとメンバーを指定できます。作成後、分析ビューは選択リス
トに表示されます。基本的なデータ・レポートとして、ダッシュボードの基礎として、
および利益曲線チャートの作成に使用できます。データを Microsoft Excelにエクスポ
ートして、さらに処理することもできます。
分析ビューは、制限されたデータが含まれないかぎり実行できます。適切なセキュリ
ティ・プロビジョニングがあれば、分析ビューを作成および編集することもできます。

分析ビューを実行、作成または編集するには、「インテリジェンス」 をクリックし
てから をクリックします。
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図 12-1 「分析ビュー」画面

「分析ビュー」画面に示すように、「分析ビュー」画面には分析ビューのリストとオプション
の説明用のスペースが含まれます。「使用可能」列のチェックは、分析ビューを使用できるこ
とを示します。
「分析ビュー」画面には、「作成」、「編集」、「削除」、「検査」および「リフレッシュ」の各コ
ントロールがあります。カーソルを置くと、それぞれの名前が表示されます。アイコンと説
明は、共通の機能コントロールを参照してください。
「アクション」メニューには、次の 2つのオプションが用意されています。
• コピー -- 選択したビューを別の名前で保存します。
• 診断 -- 基礎となる問合せおよびパフォーマンス情報が表示され、内容を確認したり、フ
ァイルに保存できます。

ノート:

コントロール機能や「アクション」メニュー・オプションは、「アクション」ボタン
から使用することもできます。選択した分析ビューをホーム・ページの「お気に
入り」リストに追加することもできます。

次も参照:

• 分析ビューの作成と編集
• 分析ビューの結果の生成
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分析ビューの作成と編集
新規の分析ビューを作成するには:

1. 「分析ビュー」画面を表示します。
2. 「作成」 をクリックします。

ノート:

このオプションには、セキュリティ・プロビジョニングで可能な場合の
みアクセスできます。

3. 「分析ビューの作成」画面で、分析ビューとオプションの説明の名前を入力します。
4. 行のディメンション(たとえば「顧客」)を選択し、続いて列のディメンション(たと
えば「勘定科目」)を選択します

図 12-2 「分析ビューの作成」画面

5. 特定の行または列のディメンション・メンバーを選択するには、「メンバーの選択」
をクリックします。
• 任意のレベルの詳細(たとえば当期純利益)、続いて「事業からの利益」、続いて
「総利益」を選択します。

• 「メンバー関数」を選択してデフォルトのディメンション・メンバーを使用す
るか、式を選択して現在の選択と相関する 1つ以上のメンバーを参照します。
オプションで、fxをクリックして選択関数を使用します。
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図 12-3 選択関数オプションがあるメンバー・セレクタ

6. オプション: 「データ・スライス」タブを使用して分析ビューをさらに定義します(「製品」
を含め、「バイク」は選択して、「アクセサリ」は選択しないなど)。

ノート:

データ・スライスを指定しない場合、行または列でないすべてのディメンショ
ンが上位レベルで使用されます。

7. オプション: 「分析オプション」タブを使用して、特にダッシュボード上の表示内容に関
する、より多くの詳細を追加します。
• ユーザー入力(たとえば「年」または「期間」)に対して、1つ以上の視点バー・ディメ
ンション、またはその分析ビューで利用できるその他のディメンションを選択できま
す。
ユーザーは、POVバーを使用してメンバーの選択をカスタマイズできます。

• メンバー祖先に対して世代またはレベルを使用するかどうか、行ディメンションに対
してどれくらいの世代またはレベルを表示するか、どの行ディメンション属性を使用
するか、どれくらいのレベルの小数点以下桁数を使用するか、および別名が存在する
場合は使用するかどうかを指定できます。
行ディメンション・メンバーの祖先は、追加の列としてビューに表示されます。

• 「行のソート順」および「列のソート順」の設定を次の中から選択し、分析ビュー内
の行および列の順序を指定できます。
– アウトライン -- データベース・アウトライン内での順序
– 英字の昇順 -- アルファベット順(Aから Z)

– 英字の降順 -- アルファベットの逆順(Zから A)
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行と列は異なる順序でソートできます。この機能は、分析ビューを簡易レポー
トとして使用する場合に便利です。

8. 定義が完了している場合、「定義」タブで「使用可能」を選択し、続いて「保存」
または「保存して閉じる」を選択して、リストに新しい分析ビューを追加します。

既存の分析ビューを編集するには、行末にある をクリックします。「分析ビューの編
集」画面が表示されます。作成に使用した、以前のステップに従っている定義を編集、
保存できます。
を使用して分析ビューをコピーすることもできます。
問合せの概要および定義によって作成される他の構造要素を表示するには、 メニュー
で「診断」を選択します。この診断データは、結果が予期と異なる場合に、分析ビュ
ーを理解して編集する助けになることがあります。
次も参照:

• 分析ビューでの作業
分析ビューは問合せと類似しており、現在のアプリケーションのデータベース・キ
ューブから抽出されたデータ・セットを検索して保存する方法を提供します。

メンバー関数の使用方法
メンバー関数を使用して、「プリファレンス」(ユーザー・プリファレンスの設定)で特
定のディメンションに定義されているメンバーを選択できます。または、現在のメン
バーを基準にしてメンバーを参照する式を使用することもできます。次の図は、「期
間」ディメンションの「メンバー関数」リストを示しています。

図 12-4 「期間」ディメンションのメンバー関数
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前の図では、「当四半期初めからの累計」、「当年初めからの累計」および「現在」は、説明を
要しない関数であり、この目的で選択された日付に基づいています。「現在」日付を設定する
には、アプリケーションの説明およびデフォルト・ディメンション設定の編集を参照してく
ださい。
「単一...」の各オプションでは、指定したレベルで 1つのメンバーを選択します。この場合、
指定した数字を当該レベルの現在のメンバーからマイナスして計算します。たとえば、「単一
(-1)レベル 0」では、現在の月が 7月である場合は 6月のデータを提供します。「単一(-1)レベ
ル 1」では、現在の月が 7月である場合、7月は 3番目のカレンダ四半期に含まれるため、Q2
のデータを提供します。
「複数...」の各オプションでは、指定した範囲内のすべてのメンバーを選択します。この場合、
当該レベルの現在のメンバーからマイナスして計算します。たとえば、「複数(-6)レベル 0」で
は、過去 6か月分(現在の月が 7月である場合は 2月から 7月まで)のデータを取得します。

分析ビューの結果の生成
分析ビューは問合せと類似しています。基礎となるデータにアクセスして分析ビューを実行
し、選択したビュー定義の結果の表を作成できます。その後、この表を使用して、定義を確
認またはトラブルシューティングしたり、Microsoft Excelまたは互換性のある形式を持つ他
のアプリケーションでさらに分析を行うことができます。
分析ビューの結果を生成するには:

1. 「分析ビュー」画面(次の図を参照)を表示します。
2. 「リフレッシュ」 をクリックし、分析ビューの「名前」をクリックします。
図 12-5 「分析ビューの結果」表

ここでは、結果表に、純利益、事業からの利益、すべての顧客および Big Boxとして分類さ
れている顧客の総利益が表示されています。
適切なセキュリティ・プロビジョニングがあれば、ボタンやメニューを使用して、この表で
次の操作を実行できます。
• 各列の右端をドラッグして(または「アクション」メニューを使用して)、列幅を変更しま
す。
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• 各ヘッダーをクリックして、表をソートします。
• 「アクション」メニューを使用して、フォント・サイズを変更します。
• 「表示」メニューを使用して、列の非表示、表示および順序変更を行います。
• 結果表の上に「視点」バーが表示される場合、ラベルの下のリンクをクリックして
そのディメンションのメンバーを選択し、結果を見直すことができます。

• を使用して、結果に含まれていない追加のディメンションをリストします。
• 「表示」メニューまたはデタッチ・ボタンを使用して、表を別のウィンドウに移動
し、メインウィンドウに戻ることができます。

• 結果表の上に「視点」バーが表示される場合、ラベルの下のリンクをクリックして
そのディメンションのメンバーを選択できます。

• 「エクスポート」ボタンを使用して、表を Microsoft Excelにエクスポートします。
表にフィルタを適用して、特定の基準と一致するデータのみを表示することもできま
す。フィルタを適用するには:

1. 「フィルタの追加」をクリックします。
2. ディメンション・メンバーを選択します。
3. 比較演算子を選択します。
4. 選択した演算子に応じて、1つまたは複数の値を入力します。
5. 「OK」をクリックしてフィルタを適用します。
「フィルタの追加」リストに提供されているメンバーごとに、フィルタを作成できま
す。
次も参照:

• 分析ビューでの作業
分析ビューは問合せと類似しており、現在のアプリケーションのデータベース・キ
ューブから抽出されたデータ・セットを検索して保存する方法を提供します。

ダッシュボードの使用
Profitability and Cost Managementのダッシュボードは、値とトレンドが表示された小
規模なチャートの集合です。
これらは、分析ビュー(分析ビューでの作業)に基づいています。ダッシュボードは、他
の分析機能と同様、管理者や十分なセキュリティ・プロビジョニングを備えた他のユ
ーザーによって定義された後、実質的にすべてのユーザーが参照できます。

第 12章
ダッシュボードの使用

12-10



図 12-6 4セル型のダッシュボード

次も参照:

• ダッシュボードの作成
• ダッシュボードの表示

ダッシュボードの作成
ダッシュボードの使用では、Profitability and Cost Managementのダッシュボードについて説
明されています。

ノート:

URLダッシュボード・コンポーネントでサポートされているのは、次のドメインの
URLのみです。
• ORACLE.COM
• ORACLECLOUD.COM
• ORACLEOUTSOURCING.COM
• ORACLEDEMOS.COM
• ORACLEADS.COM

「ダッシュボード」画面を表示するには:

1. Profitability and Cost Managementホーム・ページで、「ダッシュボード」 をクリッ
クします。

2. または、「インテリジェンス」画面を表示中に「ダッシュボード」をクリックします。
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「ダッシュボード」画面が表示されます。
図 12-7 「ダッシュボード」画面

「ダッシュボード」画面には、既存のダッシュボードのリストと説明が表示されます。
どれか 1つを表示するには、その名前をクリックします。
「ダッシュボード」画面には、ダッシュボードの検索、ソートおよび管理に使用するコ
ントロールがあります(共通の機能コントロール)。
ダッシュボードを作成するには:

1. 「ダッシュボード」画面で、「作成」 をクリックします。
図 12-8 「ダッシュボードの作成」画面
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2. 「ダッシュボードの作成」画面で、名前、オプションの説明、およびヘッダー・ラベルを
入力します。

3. 「レイアウトの選択」を選択し、表示するチャートの数(1から 6)を定義します。追加する
チャートの四角形を選択したら、「OK」をクリックします。
四角形をクリックして追加します。影付きの四角形を配置することにより、長方形のレイ
アウトが縦と横のどちらであるかが決まります。

4. 「ダッシュボードの作成」画面で、空のチャートの各四角形までチャートタイプをドラッ
グします。

ノート:

キー・パフォーマンスを選択すると、キー・パフォーマンス・インディケータ
(キー・パフォーマンス・インディケータの使用)が挿入されます。

5. チャートの四角形ごとに設定ボタン をクリックし、そこに表示する内容を選択します。
• ヘッダー: チャートのコンテンツを説明するラベル
• 分析ビュー: チャートのデータを提供する定義済の分析ビュー
• 「折れ線」、「円グラフのスライス」など: チャートに追加する分析ビューのメンバー

6. オプション: 「URL」タブをクリックして、任意のダッシュボードで URLまたはカスタ
ム・テキストを入力します。

ノート:

ターゲット URLは、外部クライアントによるフレームとしてのロードをサポー
トする必要があります。

7. すべてのダッシュボード・チャートを定義したら、「使用可能」を選択し、「保存」または
「保存して閉じる」をクリックします。
新しいダッシュボードがリストされ、使用可能になります。

最新のデータを使用したダッシュボードを表示するには、ダッシュボードの表示を参照して
ください
既存のダッシュボードを編集するには、ダッシュボードの編集を参照してください。

ダッシュボードの編集
ダッシュボードの作成では、Profitability and Cost Managementの「ダッシュボード」画面を
表示して、ダッシュボードを作成する方法が説明されています。
ダッシュボードを編集するには:

1. 「ダッシュボード」画面でダッシュボードを選択します。
2. 「編集」 をクリックします。
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3. 「ダッシュボードの編集」画面で、必要な編集を行います。手順は、ダッシュボー
ドの作成で説明されている内容と基本的に同じです。

4. 編集が完了したら、「使用可能」を選択して「保存」または「保存して閉じる」を
クリックします。
編集済のダッシュボードがリストされ、使用可能になります。

最新のデータを使用したダッシュボードを表示するには、ダッシュボードの表示を参
照してください

ダッシュボードの表示
最新のデータで一連のダッシュボードを表示するには:

1. Profitability and Cost Managementホーム・ページで、「ダッシュボード」 を
クリックします。

2. 「リフレッシュ」 をクリックしてからダッシュボードの「名前」をクリックし
て、最新のデータでダッシュボードのチャートを表示します。

散布分析グラフでの作業
散布分析グラフは、同じメンバーの 1つの値を別の値に対してプロットします。
多数のメンバーについてプロットすると、トレンドを識別し、一部のメンバーがそれ
らのトレンドから大きく逸脱しているかどうかを特定できます(図 1)。次の収益に対
する利益のグラフは、これらの変数の値の範囲全体にわたる強い線形相関を示してい
ます。

図 12-9 収益に対する利益の散布分析グラフ
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散布分析グラフの定義および結果の例については、散布分析グラフの例を参照してください。
ほとんどのユーザーは既存の定義から散布分析グラフを生成でき、管理者やセキュリティ・
プロビジョニングが十分なユーザーのみが散布分析グラフを定義できます。
次も参照:

• 散布分析グラフの定義
• 散布分析グラフの例
• 散布分析グラフの生成

散布分析グラフの定義
散布分析グラフでの作業では、散布分析グラフについて説明されています。
散布分析グラフを定義するには:

1. Profitability and Cost Managementホーム・ページで、「インテリジェンス」 、 の
順にクリックします。
散布分析グラフの検索、ソートおよび管理に使用するコントロール(共通の機能コントロ
ール)がある「散布分析」画面が表示されます。

2. 「散布分析」画面で、「作成」 をクリックします。

ノート:

「作成」が表示されるのは、セキュリティ・プロビジョニングによってその使用
が許可されている場合のみです。

3. 「散布分析の作成」で、次を入力します。
• 散布分析グラフの「名前」
• オプションの「説明」
• グラフにデータを提供するための「分析ビュー」(分析ビューでの作業)

• 横にプロットする値を提供するための「X軸メンバー」
• オプションの横軸の「X軸ラベル」
• 縦にプロットする値を提供するための「Y軸メンバー」
• オプションの縦軸の「Y軸ラベル」

ヒント:

使いやすくするには、分りやすい名前とラベルを作成し、他のユーザーが散
布分析グラフを分析しやすいようにします。

4. 選択が完了したら、「使用可能」を選択し、「保存」または「保存して閉じる」をクリック
します。
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既存の散布分析グラフ定義を開いて編集するには、その定義を選択して「編集」 を
クリックします。
「アクション」メニューでは、選択した定義を「コピー」することも、「診断」を選択
し、そのコンテンツの詳細な分析を表示することもできます。
散布分析グラフ定義を完全に削除するには、その定義を選択し、「削除」 をクリック
します。
散布分析グラフ定義と出力の例は、散布分析グラフの例を参照してください。
散布分析グラフを生成するには、散布分析グラフの生成を参照してください。

散布分析グラフの例
図 1に、散布分析グラフの定義を示します。

図 12-10 散布分析グラフの定義

この定義を選択して実行し、フィルタを適用すると、図 2に示すような散布分析グラ
フが表示されます。データはすべて含まれますが、値はフィルタが適用されて、純収
益が$120,000を超える利益と収益のペアのみが表示されています。グラフは線形で、
純利益と純収益の間に強い関係があることを示しています。「分析ビューとして実行」
をクリックしてグラフのデータを表に示し、さらに分析を行うことができます。
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図 12-11 フィルタが適用された、収益に対する利益の散布分析グラフ

散布分析グラフの生成
散布分析グラフでの作業では、散布分析グラフについて説明されています。
散布分析グラフを生成するには:

1. ホーム・ページで、「インテリジェンス」 、 の順にクリックします。
2. 「散布分析」画面で、「リフレッシュ」 をクリックし、有効な定義の名前をクリックし
ます。

散布分析グラフの例に示すように結果が表示されます。
ディメンションが「視点」バーに表示されている場合、名前の下のリンクをクリックし、メ
ンバーを選択できます。「+」をクリックし、メンバー、演算子、および値または値範囲を選
択し、グラフ内のこのメンバーの値を制限できます。 をクリックし、さらに表示を制御しま
す。

利益曲線の操作
利益曲線は、利益性の分析に役立ちます。
たとえば、顧客や製品などの母集団ディメンションは、x軸に沿って利益率別に降順で表示さ
れます。
顧客の場合、最も利益率の高い顧客が一番左にあり、最も利益率の低い顧客が一番右にあり
ます。y軸には、利益などの勘定科目ディメンションの累積値が表示されます。最も利益率の
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高い顧客の利益が最初に y軸にプロットされます。2番目の y軸のプロットは、最初の
顧客の利益に 2番目の顧客の利益を加えたものになる、というように続きます。
曲線の最初の部分が最も急傾斜で、最も大きい利益の増加を示します。より利益率の
低いが曲線が追加されるにつれ、曲線は平らになります。最も利益率の低い顧客の利
益率がマイナスになると、曲線は下向きになります。
図 12-12 すべての製品を対象とした純利益の利益曲線

「カテゴリ分析」をクリックすると、選択したカテゴリの各メンバーが寄与する金額が
表示されます。
図 12-13 利益曲線のカテゴリ分析
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「分析リンク」、「分析ビューとして実行」の順にクリックし、基礎となる分析ビューを実行し
ます。
Profitability and Cost Managementの他の分析機能の場合のように、実質的にすべてのユーザ
ーが利益曲線を生成および表示できますが、これらを定義できるのは、管理者および十分な
セキュリティ・プロビジョニングを持つ他のユーザーのみです。
次も参照:

• 利益曲線の定義
• 利益曲線の生成

利益曲線の定義
利益曲線の操作では、利益曲線について説明されています。定義と結果の例は、利益曲線の
例を参照してください。
「利益曲線」画面を表示するには:

1. Profitability and Cost Managementホーム・ページで、「インテリジェンス」 をクリ
ックします。

2. をクリックします。

図 12-14 「利益曲線」画面

「利益曲線」画面には、「作成」、「編集」、「削除」、「検査」および「リフレッシュ」の各コン
トロールがあります。カーソルを置くと、それぞれの名前が表示されます。入力したテキス
トの「検索」、選択した列の「ソート」も可能です。コントロールの説明は、共通の機能コン
トロールを参照してください。
「アクション」メニューには、次の 2つのオプションが用意されています。
• コピー -- 選択したグラフを別の名前で保存します。
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• 診断 -- 基礎となる問合せおよびパフォーマンス情報が表示され、内容を確認した
り、ファイルに保存できます。

ノート:

コントロール機能や「アクション」メニュー・オプションは、「アクション」
ボタン から使用することもできます。選択した利益曲線をホーム・ページ
の「お気に入り」リストに追加することもできます。

利益曲線を定義するには:

1. ホーム・ページで、「インテリジェンス」 、 の順にクリックします。
2. 「利益曲線」画面で、「作成」 をクリックします。

ノート:

セキュリティ・プロビジョニングによって「作成」オプションの使用が
許可されている場合、このオプションのみが表示されます。

3. 「利益曲線の作成」で、次を入力します。
• 利益曲線の「名前」
• オプションの「説明」
• グラフにデータを提供するための「分析ビュー」(分析ビューでの作業)

• 分析ビュー列ディメンションのメンバーである「メジャー・メンバー」(この
値は累計されて y軸にプロットされます)

分析ビューの行ディメンションは、x軸にプロットされるメンバーを提供しま
す。たとえば、メジャー・メンバーが純利益で、x軸メンバーが顧客であると
します。この場合、左側の最初の記号は、最も収益性の高い顧客の純利益値が
y軸のどこに位置するかを示し、次の記号は、最も収益性の高い顧客を次に収
益性の高い顧客に追加した場合の純利益値がチャートのどこに位置するかを
示し、3番目の記号は、最も収益性の高い最初の 3つの顧客の純利益の合計を
示す、というように続きます。

• オプションの横軸の「X軸ラベル」
• オプションの縦軸の「Y軸ラベル」(通常は利益や収益など)

ヒント:

使いやすさを最大限に高めるには、分りやすい名前とラベルを作成
し、他のユーザーが利益曲線を分析しやすいようにします。

4. 選択が完了したら、「使用可能」を選択し、「保存」または「保存して閉じる」をク
リックします。
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既存の利益曲線定義を編集するには、「利益曲線」画面で該当する行を選択し、「編集」 を
クリックして、前のステップに従います。
利益曲線定義を完全に削除するには、その定義を選択し、「削除」 をクリックします。
利益曲線の例
次の図は、利益曲線の定義を示しています。

図 12-15 利益曲線の定義

このディメンションを選択して実行すると、図 1に示すように、利益曲線が表示されます。
一部の顧客はマイナスに寄与するため、潜在利益の方が実績利益より大きくなります。
をクリックし、さらに表示を定義します。基礎となる分析ビューに属性またはメンバーの

生成が含まれていた場合、「カテゴリ分析」をクリックすると、分析カテゴリを選択し、フォ
ーカスを対話式に絞り込み、カテゴリの一部のみを表示できます。「分析リンク」、「分析ビュ
ーとして実行」の順にクリックすると、グラフ化されたデータが表に表示され、分析を深め
ることができます。

利益曲線の生成
利益曲線の操作では、利益曲線について説明されています。
利益曲線を生成するには:

1. ホーム・ページで、「インテリジェンス」 、 の順にクリックします。
2. 「リフレッシュ」 , をクリックし、有効な定義の「名前」をクリックします。
図 1に示すように結果が表示されます。次を実行して曲線をさらに定義することもできま
す。
• ディメンションが「視点」バーに表示されている場合、名前の下のリンクをクリックし、
メンバーを選択できます。
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• 「+」をクリックし、メンバー、演算子、および値または値範囲を選択し、グラフ内
のこのメンバーの値を制限できます。

• をクリックし、データ・アプリケーション内の他のディメンションのリストを表
示できます。

キー・パフォーマンス・インディケータの使用
キー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)は、1つのディメンションに 1つの値を
表示する表示タイルです。
たとえば、前の四半期のある顧客の純利益を表示できます。測定したディメンション
(顧客など)は、母集団ディメンションと呼ばれます。母集団ディメンションのメンバー
用として値を取得したら、この値を複数の方法(順位付け、平均化、合計など)で処理で
きます。また、普通または悪いなどのラベルを使用してスコア範囲に割り当てること
もできます。前の単一の数字(前の四半期など)やメンバーのグループ(最後の 3つの四
半期)と比較するためにメンバー関数を使用できます。KPIが最も頻繁に表示されるの
はダッシュボードです(ダッシュボードの使用)。次の図は、6つの KPIが表示されたダ
ッシュボードを示しています。

図 12-16 ダッシュボード内のキー・パフォーマンス・インディケータ

次も参照:

• キー・パフォーマンス・インディケータの定義
• キー・パフォーマンス・インディケータの生成

キー・パフォーマンス・インディケータの定義
キー・パフォーマンス・インディケータの使用では、キー・パフォーマンス・インデ
ィケータについて説明されています。
「キー・パフォーマンス・インジケータ」画面を表示するには:
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1. 「インテリジェンス」アイコン をクリックします。
2. 「キー・パフォーマンス・インジケータ」タブ をクリックします。

図 12-17 「キー・パフォーマンス・インディケータ」画面

「キー・パフォーマンス・インジケータ」画面には、「作成」、「編集」、「削除」、「検査」およ
び「リフレッシュ」の各コントロールがあります。カーソルを置くと、それぞれの名前が表
示されます。入力したテキストの「検索」、選択した列の「ソート」も可能です。コントロー
ルの説明は、共通の機能コントロールを参照してください。
「アクション」メニューには、次の 2つのオプションが用意されています。
• コピー -- 選択したグラフを別の名前で保存します。
• 診断 -- 基礎となる問合せおよびその他の情報が表示され、内容を確認したり、ファイル
に保存できます。

ノート:

コントロール機能や「アクション」メニュー・オプションは、「アクション」ボタン
から使用することもできます。

KPIを作成するには:

1. Profitability and Cost Managementホーム・ページで、 をクリックし、次に をク
リックします。

2. 「キー・パフォーマンス・インジケータ」画面で(図 1)、「作成」をクリックします。
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図 12-18 キー・パフォーマンス・インディケータの作成

3. 「ベース定義」タブで、次を実行します。
• KPIの「名前」を入力します。
名前は KPIにラベル付けされるため、分かりやすい名前にすると便利です。

• オプション: 説明を入力します。
• 測定の対象とする「母集団ディメンション」を選択します。
「母集団ディメンション」の選択内容により、キー・パフォーマンス・インデ
ィケータの順位付けの基準が決まります。

• 測定する「母集団ディメンション・メンバー」を選択します。
これには、1つの製品または顧客などの単一のメンバーや、小売店などのグル
ープを選択できます。

• 「計算オプション」として「平均」または「合計」を選択します。
(複数の値が返されるように)「比較」タブで複数期間機能が使用されている場
合、この選択内容により、選択した測定結果の最終的な表示方法が決まりま
す。

4. オプション: 「データ・スライス」タブをクリックし、キー・パフォーマンス・イ
ンディケータに使用するデータ・ポイントを追加指定します。
ドリルダウンし、表示されているディメンションのいずれかまたはすべてからメン
バーを選択できます。たとえば、「期間」、「Q1」、「2月」を選択する場合、今後適
用する追加の定義要素は、選択した母集団ディメンション・メンバーの 2月のデー
タに基づきます。
たとえば、次の図では、最初の 3つのディメンションは見てのとおり内容が選択さ
れていますが、他のディメンションは選択されていません。
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図 12-19 3つのディメンションが選択された「データ・スライス」タブ

ノート:

この例では、「メンバー・セレクタ」画面の「メンバー関数」オプションを使用
して「期間」が「現在」に設定されています。メンバー関数の詳細は、メンバ
ー関数の使用方法を参照してください。

5. オプション: 「統計」をクリックし、母集団ディメンション・メンバー分析をさらに定義
します。
「順位」、「平均」、「中央値」、「四分位数」または「なし」から選択し、その統計によって
区分された値を参照できます。KPIタイルには、「母集団メンバー」の統計値が表示され
ます。

6. オプション: 「スコア・カテゴリ」をクリックし、「母集団メンバー」に適用可能な値の
範囲にラベルを割り当てます。
「追加」をクリックし、カテゴリに対して「スコア・カテゴリ名」、「開始値」およびより
大きい「終了値」を追加します。たとえば、次の図は、顧客に対して使用可能な利益レベ
ルを示しています。選択した顧客に損失があった場合、KPIタイルには「改善が必要」と
表示されます。
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図 12-20 キー・パフォーマンス・インディケータのカテゴリ定義の例

7. オプション: 「比較」をクリックし、現在の KPI値と別の期間または年の KPI値と
の比較を定義します。「値の比較」または「パーセンテージの比較」を選択できま
す。
比較オプションの 1つを選択すると、「比較ディメンション」および「比較メンバ
ー」のコントロールが開きます。
• 「比較ディメンション」で、「期間」または「年」を選択します。
• 「比較メンバー」で、「比較ディメンション」の選択内容に応じて、四半期(ま
たは月のどちらか望ましい方)または年を選択します。

ノート:

または、「メンバー関数」を選択し、現在の期間または年を基準にし
て期間または年を選択できます(メンバー関数の使用方法)。

8. オプション: 「表示オプション」をクリックし、ディメンション名に別名を使用し
たり、KPIタイルに表示される値の前後に記号またはラベルを追加したりします。
たとえば、値がドルとユーロのどちらであるかに応じて、「値の接頭辞」ボックス
に「$」を入力したり「値の接尾辞」ボックスに「€」を入力したりできます。

9. 設定が完了したら、「ベース定義」タブをクリックし、「使用可能」を選択します。
10.「保存して閉じる」を選択し、新しい KPIを使用して「キー・パフォーマンス・イ
ンディケータ」画面を表示します。

11. KPIを表示するには、「キー・パフォーマンス・インディケータ」画面でその名前
をクリックします。

キー・パフォーマンス・インディケータの生成
キー・パフォーマンス・インディケータの使用では、キー・パフォーマンス・インデ
ィケータについて説明されています。
KPIを表示するには:
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1. 「インテリジェンス」アイコン をクリックし、「キー・パフォーマンス・インディケ
ータ」タブ をクリックします。

図 12-21 「キー・パフォーマンス・インディケータ」画面

ノート:

セキュリティ・プロビジョニングによって権限が付与されているコントロール
のみが表示されるため、表示される画面はこの図とは多少異なる場合がありま
す。

2. KPIの名前をクリックして表示します。

ユーザー・プリファレンスの設定
「プリファレンス」メニュー・オプションを使用して、様々な一般プリファレンスを設定し、
デフォルトとして使用する一連のディメンション・メンバーを定義します。
「メンバー・セレクタ」で「ユーザー・プリファレンス」がオプションとして提供される場
合、これらのデフォルトをすべて一度に適用できます。

ヒント:

「プリファレンス」設定は、「ダッシュボード」および「インテリジェンス」アイコ
ンを介して使用できる機能の設定および実行でデフォルトとして使用されます。

ユーザー・プリファレンスを設定するには:

1. Profitability and Cost Managementのスクリーン・ヘッダーで「設定およびアクション」
メニュー をクリックし、「プリファレンス」を選択します。

2. オプション: 「プリファレンス」画面の「一般」ページで、ホーム・ページにアップロー
ドする写真を選択します。フォーマットは、.JPG、.PNG、.GIFのいずれかです。
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ページ上部のプレビュー・サークルに写真が表示されます。
3. オプション: 「タイム・ゾーン」リストで、タイム・ゾーンを選択します。
4. オプション: 「言語」リストで、ユーザー・インタフェース表示に使用する言語を
選択します。

5. オプション: ユーザー・インタフェース画面にディメンション別名を表示するかど
うかを指定します。
「デフォルト」別名表を使用するか、「別名表」リストから他の別名表を選択できま
す。

6. オプション: デフォルトのディメンションとメンバーを選択します。
a. 「プリファレンス」画面で、「ディメンション」をクリックします。
b. リストでディメンションの横の「メンバーの選択」をクリックします。
c. 「メンバー・セレクタ」を使用してディメンション・タブを選択し、希望のレ
ベルまでドリルダウンし、そのディメンションのデフォルトとして使用するメ
ンバーを選択します。

ノート:

ディメンション・タブの最後にあるスクロール矢印を使用すると、非
表示のタブが存在している場合には表示できます。 を使用して、特
定のディメンション・メンバーを検索します。

d. オプション: ウィンドウで選択されているメンバーの 1つまたはすべてを削除
するには、 「選択」の横にある をクリックします。または、画面の反対側で
をクリックして、選択内容のフィルタリング、ディメンションの別名の表

示、メンバー数の表示、または画面のリフレッシュを行うことができます。
e. 選択が完了したら、「OK」をクリックして「メンバー・セレクタ」で現在の設
定をすべて保存してからウィンドウを閉じるか、他のディメンジョンのタブを
クリックしてデフォルトのメンバーを選択します。

7. 「一般」ページと「ディメンション」ページの両方ですべての設定が完了したら、
「保存」をクリックします。そうでない場合は、「リセット」をクリックして元の設
定を復元するか、「閉じる」をクリックして現在の設定を保存せずに「プリファレ
ンス」画面を閉じます。

ノート:

ユーザー・プリファレンスを変更したら、Profitability and Cost
Managementから一度ログアウトしてから、再度ログインすると変更が
有効になります。
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Profitability and Cost Managementの財務レポートの操作
Profitability and Cost Managementでは、「インテリジェンス」領域に表示される問合せから
基本的な財務レポートを実行できます。
これらのレポートは、Financial Reportingを使用してさらに見直すことができます。
サービス管理者、パワー・ユーザー、および十分なセキュリティ・プロビジョニングを持つ
他のユーザーは、ユーザーや参照者が実行するためにこれらのレポートを定義することもで
きます。Profitability and Cost Management内の問合せを使用して定義されたレポートは非
常に基本的なものであり、フォーマットされていないため、レポートを Financial Reporting
内で直接定義することをお薦めします。
次も参照:

• Profitability and Cost Managementでの財務レポートの定義
• Financial Reportingでの財務レポートの定義
• 財務レポートの実行

Profitability and Cost Managementでの財務レポートの定義
Profitability and Cost Managementの財務レポートの操作では、Profitability and Cost
Managementの財務レポートについて説明されています。
財務レポートを定義するには:

1. Profitability and Cost Managementホーム・ページで、「レポート」 をクリックしま
す。

2. 「作成」 をクリックします。
3. 「レポートの作成」で、次を実行します。

• 分かりやすい「レポート名」を入力します。
• オプション: レポートのコンテンツをわかりやすくするため、レポートの説明を入力
することをお薦めします。

• レポートのデータを提供するための問合せを選択します。

ノート:

リンクをクリックし、問合せを選択します。少なくとも 1つのディメンションが行に
割り当てられた問合せ、少なくとも 1つのディメンションが列に割り当てられた問合
せ、および POVにディメンションが 1つのみ割り当てられた問合せなど、任意の問
合せを使用できます。

4. 「OK」をクリックし、レポートを作成し、「レポート」リストに追加します。
レポートを実行するには、「レポート」リスト内でレポートを選択し、「実行」(財務レポート
の実行)を実行します。
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Financial Reporting内での財務レポートの定義
Profitability and Cost Management内での財務レポートの使用の概要は、Profitability
and Cost Managementの財務レポートの操作を参照してください。
次のビデオは、Financial Reporting Web Studioでレポートを定義する方法を示してい
ます。

 『Financial Reporting Web Studioによるレポートの作成』
Financial Reportingまたは関連製品内で財務レポートを定義するには:

1. をクリックします。
2. 「Reporting Web Studio」をクリックし、Financial Reporting Webクライアント
を実行します。

3. Financial Reportingのヘルプに記載されている指示に従い、リポジトリ内のレポー
トを作成および編集します。これは、財務レポートの実行で説明されているリポジ
トリと同じものです。
より詳しい指示については、Oracle Learning Libraryから入手できる Profitability
and Cost Managementの財務レポートに関するドキュメントを参照してください
(Profitability and Cost Managementライブラリの使用)。

ノート:

レポート・リポジトリに直接アクセスするには、 をクリックし、「レポー
ト」の下にある「リポジトリの検索」を選択します。

ヒント:

レポート・リポジトリ内のレポートを非表示にできます。これを行うには、
前述の「ノート」の説明に従ってリポジトリを表示します。次に、レポート
を右クリックし、「プロパティ」を選択して、「詳細」をクリックします。「詳
細プロパティ」画面で、「アイテムの非表示」を選択します。非表示のレポー
トを再表示するには、このステップに従って「アイテムの非表示」をクリア
します。

財務レポートの実行
Profitability and Cost Managementの財務レポートの操作では、Profitability and Cost
Managementの財務レポートについて説明されています。
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ノート:

参照者およびユーザーの役割には、Financial Reportingレポートを実行するための
アクセス権は、デフォルトでは付与されていません。PCMアプリケーション・フォ
ルダ、またはそのフォルダの個々のレポートに対して、管理者が権限が付与する必
要があります。権限は、「リポジトリの検索」の「権限の編集」オプションを使用し
て、シードされた参照者およびユーザーの役割、権限が割り当てられているネイテ
ィブ・グループ、または個々のユーザーに付与できます。参照者またはユーザーの
役割権限を持つユーザーが、Profitability and Cost Managementで Financial
Reportingレポートを参照したり実行したりできるのは、それが終わった後です。
参照者およびユーザーの役割を持つユーザーが、実行するレポートのデータを表示
するには、データ権限が必要です。

財務レポートを実行するには:

1. Profitability and Cost Managementホーム・ページで、「レポート」 をクリックしま
す。

2. リストでレポートを選択します。
3. 「リフレッシュ」 をクリックして最新のレポート定義およびデータにアクセスし、「ア
クション」ボタン をクリックします。

4. レポートのフォーマット(HTMLとして実行または「PDFとして実行」)を選択します。
次の図に示すようにレポートが表示されます。このレポートには Financial Reportingを使用
して適用されるフォーマットが含まれ、PDFフォーマットで表示されます。
レポートを閉じるには、ブラウザでタブを閉じます。

図 12-22 財務レポート
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13
問合せの管理

次も参照:

• 「インテリジェンス」パネルからの問合せの実行
サービス管理者、および十分なセキュリティ・プロビジョニングを持つ他のユーザーは、
管理レポート、セグメント別収益性分析、ルール分析、入力データ確認などを目的として
データを収集するための問合せを定義できます。

次も参照:

• Profitability and Cost Managementの問合せについて
「問合せの管理」タスク領域を使用して、アプリケーション・データベースに対する問合
せを様々な目的のために作成および管理できます。

• アプリケーションでのカスタム問合せの作成
いくつかのタイプの問合せが様々なタスクに役立ちます。

• 管理設定および管理メニューからの問合せの実行
この項のトピックでは、問合せを実行して結果を生成する方法について説明します。

• 「インテリジェンス」パネルからの問合せの実行
サービス管理者、および十分なセキュリティ・プロビジョニングを持つ他のユーザーは、
管理レポート、セグメント別収益性分析、ルール分析、入力データ確認などを目的として
データを収集するための問合せを定義できます。

• Smart Viewにおける問合せ結果のフォーマット
Profitability and Cost Managementでは、「ルール・バランシング」画面と「トレース」画
面から、また問合せを実行したときに、Smart Viewで結果データが表示されます。

• Profitability and Cost Managementアプリケーションでのカスタム問合せの編集および削
除
カスタム問合せは、作成したら編集できます。

Profitability and Cost Managementの問合せについて
「問合せの管理」タスク領域を使用して、アプリケーション・データベースに対する問合せを
様々な目的のために作成および管理できます。
このような問合せは、管理レポート、セグメントごとの収益性分析、ルール分析、入力デー
タ確認などに使用できます。関心があるデータを検索する際に、ルール定義を調査したり、
計算および入力データの格納方法を制御するシステム・ディメンションを理解したりする必
要がありません。
問合せは保存して再利用できます。Profitability and Cost Managementのライフサイクル管
理機能を使用して、エクスポートおよびインポートすることもできます。
事前定義済の問合せ統合を「ルール・バランシング」画面から起動することもできます。起
動データ・ポイントは、「ルール・バランシング」画面で青色のハイパーリンクとして表示さ
れます。入力または配賦データについて詳細にドリル・ダウンできます。たとえば、計算を
実行した後に、または同じ実行で使用された入力データを確認するために、特定のコストに
ドリルダウンできます。
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任意のディメンションまたはディメンション・メンバーの名前が変更または削除され
た場合、それらのディメンションを参照している問合せは無効になります。問合せの
検証画面では、すべての問合せが検証され、無効な問合せがあればエラー・メッセー
ジが表示されます。
管理者またはセキュリティ・プロビジョニングが十分なその他のユーザーのみが、問
合せを作成、編集、削除できます。ほとんどのユーザーは、「インテリジェンス」パネ
ルから既存の問合せを実行できます。

アプリケーションでのカスタム問合せの作成
いくつかのタイプの問合せが様々なタスクに役立ちます。
問合せの管理では、Oracle Smart View for Officeの問合せについて、およびこれらが分
析とレポートにどのように役立つかについて説明されています。

ノート:

問合せを使用する前に、Smart Viewをインストールしてください。『Oracle
Enterprise Performance Management Cloud管理者スタート・ガイド』の使
用可能なクライアントに関する項を参照してください。

問合せを作成するには:

1. ホーム・ページで をクリックしてから、「問合せの管理」をクリックします。
「問合せの管理」画面には、使用可能な問合せがすべて表示されます(図 1)。

図 13-1 問合せ画面

2. をクリックするか、「アクション」、「問合せの作成」の順に選択します。
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新規問合せウィザードが開きます。
3. 「ステップ 1/3: 説明」では、新規問合せについて次の情報を入力し、「次」を選択します。

• ドロップダウン・リストから問合せに使用するアプリケーションを選択します。
• 「問合せ名」を入力します。

4. 「ステップ 2/3: プログラム・コンテキスト」では、ディメンションの定義にプログラム・
コンテキスト(グローバル・コンテキスト、ルール・セット・コンテキストまたはルール)
を使用するかどうかを選択します。コンテキストの詳細は、Profitability and Cost
Managementのルールの操作を参照してください。
• 「プログラム・コンテキストを使用しますか?」を選択した場合は、POVの情報を入
力し、「次」をクリックします。

• 「プログラム・コンテキストを使用しますか?」を選択しなかった場合は、「終了」を
クリックし、この手順の後半のステップ 6に進みます。

5. 「プログラム・コンテキストを使用しますか?」を選択して「次」をクリックすると、「ス
テップ 3/3: ディメンション」が表示されます。使用するプログラム・コンテキストを選
択し、表示される任意のリストで選択を行います。選択したら、「終了」をクリックしま
す。
コンテキストのオプションは次のとおりです。
• プログラム・コンテキストの使用 -- アプリケーションのすべてのルール・セットとル
ールに対して選択されたデフォルト・ディメンションを適用します

• ルール・セット・コンテキストの使用 -- 指定のルール・セットに対して選択されたデ
フォルト・ディメンションを適用します(ルール・セット名が必要)

• ルールの使用 -- ルール固有のディメンション情報を適用します。ルール・セット名、
ルール名、ルール・コンポーネント(「ソース」、「宛先」、「ドライバ」または「オフセ
ット」)が必要です

「完了」をクリックすると、新しい問合せが含まれる「問合せの管理」画面が開きます。
問合せを選択し、次のステップに従ってカスタム問合せ定義を行います。

6. オプション: 「説明」タブで必要に応じて次の操作を行います。
• 問合せの説明を「説明」に入力します。
• 「別名の使用」を選択して、問合せのすべてのディメンションについて、割り当てら
れた別名があれば表示します。

• 「欠落の抑制」を選択して、Smart Viewでの最初の問合せのデータ抑制オプションを
設定します(必要な場合)。

ノート:

「欠落の抑制」を選択した場合は、Smart Viewのオプションは、すべての問
合せではなく、最初の問合せの実行に対してのみ設定されます。後続のデー
タへのドリルのオプションを設定するには、Smart Viewのオプションを手
動で設定します。

7. 「ディメンション」をクリックし、ディメンションの選択内容をレビューおよび編集しま
す(図 2)。

第 13章
アプリケーションでのカスタム問合せの作成
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デフォルトでは、属性ディメンションを除く、アプリケーション・アウトラインの
すべてのディメンションが表示されます。

ノート:

属性ディメンションを表示するには、「ディメンション」タブで「属性デ
ィメンションを含める」を選択します。

図 13-2 「問合せ定義」画面の「ディメンション」タブ

8. デフォルトの「位置」が各ディメンションに割り当てられます。位置を変更するに
は、ディメンションを選択し、「移動先」リストを開いて、新しい位置として「行」、
「列」または「POV」 (Smart Viewの POV)を選択します。

9. オプション: 「上へ移動」と「下へ移動」を使用して、「位置」で、問合せのハイ
ライト表示されたディメンションの位置を変更します。

10. オプション: ディメンションを選択し、「メンバー選択」領域を使用して、メンバ
ーを追加または削除し、列の表示を変更します。
代替階層および NoMemberメンバーを含む、すべてのディメンション・メンバー
がリストに表示されます。レベルに制限がないため、代替階層、共有または基本メ
ンバー、任意のメンバーを選択できます。

第 13章
アプリケーションでのカスタム問合せの作成
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11. 問合せ定義が完了したら、 をクリックして保存します。
問合せの実行、編集または削除方法は、次の項を参照してください。
• 管理設定および管理メニューからの問合せの実行
• 「インテリジェンス」パネルからの問合せの実行
• Profitability and Cost Managementアプリケーションでのカスタム問合せの編集および削
除

管理設定および管理メニューからの問合せの実行
この項のトピックでは、問合せを実行して結果を生成する方法について説明します。
これらの機能を使用するには、 をクリックしたときに「問合せの管理」と「ルール・バラ
ンシング」が表示される必要があります。
「インテリジェンス」パネルからの問合せの実行も参照してください。
Profitability and Cost Managementアプリケーションでのカスタム問合せの実行

ノート:

アプリケーションでのカスタム問合せの作成に問合せの作成方法が説明されていま
す。
問合せを実行する前に、データベースをデプロイして計算する必要があります。

問合せを実行し、結果を Oracle Smart View for Officeに表示して、さらに分析、検証、編集
を行うことができます。
「問合せの管理」画面から問合せを実行して、結果を Smart Viewに表示するには:

1. ホーム・ページで をクリックしてから、「問合せの管理」をクリックします。
.「問合せの管理」画面が表示され、ユーザーのセキュリティ・プロビジョニングで表示
が許可されるすべての問合せが表示されます(図 1)。

2. 実行する問合せを選択します。
をクリックするか、「アクション」、「問合せの実行」の順に選択します。

問合せ結果を含む Smart Viewが開きます。
結果は特別なフォーマットで表示され、解釈と提示が容易になっています。詳細は、
Smart Viewにおける問合せ結果のフォーマットを参照してください。

Profitability and Cost Managementの「ルール・バランシング」画面からの問合せの実行
事前定義済の問合せ統合を「ルール・バランシング」画面から起動することもできます。起
動ポイントは、画面のデータに定義されたハイパーリンクとして表示されます。列内のハイ
パーリンクは、ルール計算を介して提供された値を示します。

第 13章
管理設定および管理メニューからの問合せの実行
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ハイパーリンクをクリックして、データを Smart Viewに表示できます。そこで、計算
を分析し、領域に修復が必要かどうか、情報の矛盾や欠落の詳細を公開できるかどう
かを判断します。
「ルール・バランシング」画面を使用して問合せにアクセスするには:

1. ホーム・ページで をクリックしてから、「ルール・バランシング」をクリックし
ます。

2. 結果の完成度を上げるために、アプリケーションを計算してから問合せを実行しま
す。

3. 「ルール・バランシング」画面で POVデータを入力し、 をクリックして「モデ
ル・ビュー」を選択します。

4. 「ルール・バランシング」表で、たとえば、配賦(入)の青色のハイパーリンクをク
リックします。
ハイパーリンクをクリックすると、結果が Smart Viewに表示され、さらに分析や
レポート作成を行うことができます。

図 13-3 「アクティビティ」と「配賦範囲内」の Smart Viewの検索結果

これらの結果は特別なフォーマットで表示され、解釈と提示が容易になっていま
す。詳細は、Smart Viewにおける問合せ結果のフォーマットを参照してください。

5. オプション: 現在の POVを変更するには、POV_Linked_Viewペインで、現在の
POVに対してリストされたディメンションの横にある下向き矢印をクリックし、
省略符号(...)をクリックして、「メンバー・セレクタ」を開きます。変更するメンバ
ーを選択し、「リフレッシュ」 をクリックして、POV変更をアクティブ化しま
す。

第 13章
管理設定および管理メニューからの問合せの実行
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6. 問合せの結果を確認します。
7. オプション: 特定の交差を表示するには、「Oracle Essbase」タブの「ズーム」コマンド
を使用して、特定の交差までドリルダウンするか戻ります。

「インテリジェンス」パネルからの問合せの実行
サービス管理者、および十分なセキュリティ・プロビジョニングを持つ他のユーザーは、管
理レポート、セグメント別収益性分析、ルール分析、入力データ確認などを目的としてデー
タを収集するための問合せを定義できます。
問合せを使用して、財務レポートを生成できます(Profitability and Cost Managementの財務レ
ポートの操作)。また、「インテリジェンス」パネル内から問合せを実行し、取得したデータを
表示形式で表示することもできます。これにより、印刷やより深い分析を目的として表をエ
クスポートできるようになります。

ノート:

問合せ内のデータを表示する便利な方法として、Oracle Smart View for Officeを使
用できます。データが Smart Viewに格納されたら、これを開始点として使用して、
より深いアドホック分析を実行できます。

問合せをするには、Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者スタート・ガ
イドで説明しているように Oracle Smart View for Officeをインストールし、次のステップに
従います。

1. Profitability and Cost Managementホーム・ページで、「インテリジェンス」 、 の
順にクリックします。

図 13-4 「問合せ」画面、「インテリジェンス」パネル

2. 問合せを選択します。

第 13章
「インテリジェンス」パネルからの問合せの実行
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列ヘッダーのドロップダウン・メニューを使用して、選択した列を昇順または降順
でソートできます。
「リフレッシュ」 をクリックしてから、問合せ名をクリックして問合せを実行し
ます。Smart Viewに接続します。
問合せ結果が Smart Viewに表示され、印刷やより深い分析を実行できます。
結果は特別なフォーマットで表示され、解釈と提示が容易になっています。詳細
は、Smart Viewにおける問合せ結果のフォーマットを参照してください。

3. オプション: 「アクション」、「問合せ結果のエクスポート」の順にクリックし、問
合せを.csvフォーマットでエクスポートしたり、スプレッドシートや他の互換性の
あるアプリケーションにインポートしたりします。

ノート:

「問合せ結果のエクスポート」は、5百万未満のセルを返す問合せに対し
て機能します。

ファイルの名前を入力し、レベル 0データ(最小レベルのデータ、たとえば期間デ
ータの月など)のみをエクスポートするかどうか指定して、「精度の丸め処理」レベ
ル(デフォルトは小数点以下 2位)を指定します。「OK」をクリックすると、ファイ
ルはファイル・エクスプローラの「送信ボックス」に送信されます。

4. オプション: 「アクション」、「診断」の順にクリックし、最適なパフォーマンスの
ために問合せを細かく調整するのに役立つ次の情報を表示します。
• 選択した問合せ定義によって生成された実際の MDX問合せ
• 問合せの実行時間(秒)

• 問合せによって返されたセル数
「問合せの診断」画面で、「リフレッシュ」をクリックすると、選択した問合せの最
新情報を表示できます。「ファイルに保存」をクリックして、ファイル・エクスプ
ローラの「送信ボックス」の result.txtに情報を保存します。

5. オプション: 選択した問合せをホーム・ページの「お気に入り」に保存するには、
「設定」 、「お気に入りとして追加」の順にクリックします。ホーム・ページに
問合せが表示されます。これをそこから直接実行できます。

次も参照:

• 問合せの管理

Smart Viewにおける問合せ結果のフォーマット
Profitability and Cost Managementでは、「ルール・バランシング」画面と「トレース」
画面から、また問合せを実行したときに、Smart Viewで結果データが表示されます。
デフォルトでは、結果が特別なフォーマットで表示され、データの解釈と提示が容易
になっています。たとえば、編集可能なセルと読取り専用のセルは、セルの色で容易
に区別できます。

第 13章
Smart Viewにおける問合せ結果のフォーマット
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セル・スタイルはグローバルなオプションです。現在のワークブック全体(現在のワークブッ
クに追加された新しいワークシートも含む)に適用され、グローバル・オプションを設定して
から作成されたワークブックとワークシートにも適用されます。このようなデフォルトは
Oracle Smart View for Officeの「オプション」設定を使用して変更できます。セルが複数タイ
プに該当する場合もあるため、1つのメンバー・セルが親にも子にもなることがあります。た
とえば、セル・スタイルの適用について優先順位を設定することもできます。
スタイを指定するには:

1. 「Smart View」で、「オプション」を選択します。
2. 「セル・スタイル」ページで、PCMを選択します。
3. 使用可能なセル・タイプのリストを展開します。
これで、現在のセル・タイプのフォーマットを表示できます。

4. セル・タイプを選択します。
5. 「プロパティ」を選択し、フォント、背景色または枠線を指定します。
スタイルは、セル・タイプごとに 1つしか設定できません。たとえば、親メンバーの背景
スタイルまたはフォント・スタイルを設定できますが、親メンバーの背景およびフォント
の両方のスタイルを設定することはできません。

6. セル・スタイルの優先順位を並べ替えるには、「上へ移動」ボタンと「下へ移動」ボタン
を使用するか、セル・スタイルをドラッグ・アンド・ドロップします。

7. 「OK」をクリックします。設定は、リフレッシュするかドリル操作を実行すると有効にな
ります。

8. オプション: セル・スタイルまたは優先順位を、Profitability and Cost Managementのデ
フォルト・スタイルに戻すには、「リセット」をクリックします。

9. オプション: このページで選択している内容をデフォルトに設定するには、「OK」ボタン
の矢印をクリックしてから、デフォルト・スタイルを選択します。

詳細は、Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドでセル・スタイルに関する項を参
照してください。

Profitability and Cost Managementアプリケーションでの
カスタム問合せの編集および削除

カスタム問合せは、作成したら編集できます。
アプリケーションでのカスタム問合せの作成では、Profitability and Cost Managementアプリ
ケーションでカスタム問合せを作成する方法について説明しています。
問合せを編集するには:

1. ホーム・ページで をクリックしてから、「問合せの管理」をクリックします。
「問合せの管理」画面が表示され、セキュリティ・プロビジョニングによって表示が許可
されているすべての問合せが表示されます(図 1)。

2. 問合せを選択し、「問合せ定義」領域の「説明」および「ディメンション」タブを使用し
て問合せを見直します(アプリケーションでのカスタム問合せの作成)。

3. 問合せ編集が完了したら、 をクリックして問合せを保存します。

第 13章
Profitability and Cost Managementアプリケーションでのカスタム問合せの編集および削除
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Profitability and Cost Managementアプリケーション内で問合せを削除するには:

1. 他のユーザーがこの問合せを必要としていないことを確認します。
2. 「問合せの管理」画面で、削除する問合せを選択して をクリックするか、「アク
ション」、「問合せの削除」の順に選択します。

3. すべての確認プロンプトに対して「はい」と応答します。
選択したクエリーがリストから削除されます。

第 13章
Profitability and Cost Managementアプリケーションでのカスタム問合せの編集および削除
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14
Profitability and Cost Managementのシステム・レポートの操作

次も参照:

• Profitability and Cost Managementアプリケーション内のデータの表示と印刷
Profitability and Cost Managementアプリケーション内のデータを表示および印刷する方
法はいくつかあります。

• Profitability and Cost Managementシステム・レポートの生成
Profitability and Cost Managementには、いくつかのタイプのシステム・レポートがあり
ます。

Profitability and Cost Managementアプリケーション内の
データの表示と印刷

Profitability and Cost Managementアプリケーション内のデータを表示および印刷する方法
はいくつかあります。
次の操作を行うことができます。
• アプリケーションを検証するために内部データ表を表示できます(たとえば、「ルール・バ
ランシング」および「モデル検証」画面)。これらの表からレポートを作成するには、ボ
タンをクリックして Microsoft Excelファイルにエクスポートします(Profitability and
Cost Managementに対する検証分析の実行)。

• 財務レポートは、「インテリジェンス」パネルで作成および表示できます(Profitability and
Cost Managementの財務レポートの操作)。

• 事前にフォーマットされたシステム・レポートを生成すると、ルール・セットやルール、
または計算統計のリストと説明を参照できます。

ヒント:

システム・レポートのリストは、Profitability and Cost Managementシステム・レポ
ートの生成を参照してください。

Profitability and Cost Managementシステム・レポートの生
成

Profitability and Cost Managementには、いくつかのタイプのシステム・レポートがありま
す。
システム・レポートは、開いているアプリケーションについて次のいずれかを示します。
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• プログラム・ドキュメンテーション — ルール・セット、ルールおよびルール定義
(プログラム・ドキュメンテーション・レポート)

• ディメンション統計 -- 現在のアプリケーションの各ディメンションについて、デ
ィメンション・メンバーの数、レベル 0メンバーの数、階層レベルの数(ディメン
ション統計レポート)

• ルール・データ検証 -- 選択した各ルールを対象としたソース・データとドライバ・
データ(ルール・データ検証レポート

ノート:

交差数が 1000を超える場合、最初の 100の交差のみが表示されます。
「ソース・データ」または「ドライバ・データ」が選択されていない場
合、レポートのその部分は空白になります。

• 実行統計 — 選択した計算ジョブについて収集されたランタイム統計(ジョブの終
了後)(実行統計レポート)

システム・レポートを生成するには:

1. ホーム・ページで をクリックしてから、「システム・レポート」をクリックしま
す。

2. 「システム・レポート」画面で、それぞれの設定について次のいずれかを選択しま
す。
• レポート名 — 「プログラム・ドキュメンテーション」、「ディメンション統
計」、「ルール・データ検証」または「実行統計」

• 出力タイプ -- PDF (Adobe Portable Document Format)、Microsoft EXCEL、
Microsoft WORD、XMLまたは HTML

3. 「プログラム・ドキュメンテーション」レポートと「実行統計」レポートの場合は、
次の情報を「レポート・パラメータ」領域に入力します。
• プログラム・ドキュメンテーション -- 詳細レポートを実行するか、存在する場
合にメンバーの別名を表示するか、メンバー名を表示するかどうかの POV情
報

• 実行統計 — 「ジョブ・ライブラリ」画面から正常に完了したジョブの「ジョ
ブ ID」

「ルール・データ検証」レポートの場合は、次の情報を入力します。
• POV情報
• ルール・セット
• ルール
• 要約値のみまたは要約値とデータのどちらのレポートを生成するか
• 選択したルールのソース・データ、ドライバ・データまたはその両方のいずれ
を含めるか

第 14章
Profitability and Cost Managementシステム・レポートの生成

14-2



ノート:

「ディメンション統計」レポートではレポート・パラメータ情報は必要ありませ
ん。

4. 「実行」をクリックし、レポートを生成して表示します。

プログラム・ドキュメンテーション・レポート
プログラム・ドキュメンテーション・レポートでは、各ルールおよびルールセットについて
説明します。生成された計算ロジックの要約は、プロジェクトのドキュメンテーションまた
は監査者のツールとして有用です。

図 14-1 プログラム・ドキュメンテーション・レポートの例

ディメンション統計レポート
「ディメンション統計」レポートは、現在のアプリケーションの各ディメンションについて、
ディメンション・メンバーの数、レベル 0メンバーの数、階層レベルの数を示します。表示
される値は数学的に可能な組合せであり、すべてが使用されるわけではありません。

第 14章
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図 14-2 ディメンション統計レポートの例

ルール・データ検証レポート
ルール・データ検証レポートは、必要なすべてのソース・データとドライバ・データ
が Profitability and Cost Managementアプリケーションで、アプリケーション・ルール
とカスタム計算ルールに含まれているかどうかの検証に役立ちます。このレポートに
は、選択したルールのソースおよびドライバの交差、および任意のルールおよびドラ
イバ・データの合計およびレコード数合計が表示されます。要約データ合計のみを選
択することもできます。

ヒント:

これらのレポートで詳細を実行すると、長い時間がかかり、大きなレポート
が生成される可能性があります。最初のステップとして、まず要約を表示し
てみてください。

交差数が 1000を超える場合、最初の 100の交差のみが表示されます。ソース・データ
またはドライバ・データが選択されていない場合、レポートのその部分は空白になり
ます。
図 1は、選択したルールのソースおよびデータ交差の要約データと、各交差のデータ
を示しています。コスト・センター勘定科目がソース・データを供給します。ここで
はソース・データが欠落しています。
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図 14-3 要約データとソース・データが表示されたルール・データ検証レポートの例

図 2は、ルール・データ検証レポートのドライバ・データのフォーマットを示しています。
このレポートには、ドライバ・データ交差数およびドライバ交差のリストとその値が表示さ
れます。

図 14-4 ドライバ・データを表示するルール・データ検証レポートの一部分

実行統計レポート
「実行統計」レポートは、選択した元帳計算ジョブについて収集されたランタイム統計をジョ
ブの終了後に示します。
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図 14-5 実行統計レポートの例

ノート:

ルールで実行された計算サブルールの数と合計の対比は、宛先がソースと同
じであるが異なるディメンションが選択されている配賦ルールにのみ表示さ
れます。このタイプのルールは、ルールのソース・メンバー選択で一致した
ソース・ディメンションの個別のメンバー組合せごとに、異なるサブルール
で計算されます。計算が成功した場合、実行されたサブルール数は合計数と
同じになります。

POV統計レポート
視点統計レポートは、すべての POVとそれぞれの最後の計算イベントの詳細をリスト
することで、アプリケーション全体の大きいビューを提供します。
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図 14-6 POV統計レポートの例
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A
デザイナ機能によるルールの作成と管理
ルールの作成と管理について

ルールは、収益や費用などのデータをデータベース内のソースの場所から取り込み、オプシ
ョンのドライバに従って配賦の宛先に割り当てる方法を決定します。
ルールの詳細は、ルールについてを参照してください。
現在、Profitability and Cost Managementではルールを作成および管理するための方法が複数
用意されています。たとえば、この付録のトピックでは、「モデル」クラスタの「デザイナ」
でルールを作成および管理する方法が、「ルールの管理」画面でのルールの作成と管理では
「ナビゲータ」メニューでルールを作成および管理する方法が説明されています。また、「ア
プリケーション」クラスタの「一括編集」画面を使用して、ルールの編集および管理タスク
の一部を実行することもできます。このユーザー・インタフェースは「デザイナ」に似てお
り、この付録の説明の「ウォーターフォール設定」を「ルールのアウトライン」に、「一括編
集」を「ルールのエクスプレス編集」に置き換えることで、その説明の多くが当てはまりま
す。

ノート:

次のトピックでは、「一括編集」機能を使用してルールを操作する方法について説明
します。「ナビゲータ」画面を使用してルールを作成および管理する従来の手順につ
いては、「ルールの管理」画面についてを参照してください。

デザイナ機能について
「デザイナ」機能を使用して、アプリケーションの配賦ロジックを定義できます。
すべてのデザイナ機能の概要は、デザイナ機能によるルールの作成と管理を参照してくださ
い。これらの機能と関連する画面を使用して、ルール・セット・コンテキスト(ディメンショ
ンのデフォルト)を定義し、ルール・セットを定義してから、関連付けられているデータ・ソ
ース、データ宛先、オプションのドライバ、およびオプションのオフセットを使用してルー
ルを定義できます。これらのタスクのほとんどは「ウォーターフォール設定」機能により実
行されます。
ルール・セットおよびルールの各グループは 1つの POVに適用されます。配賦ロールとカス
タム計算ルールがあります。同じコンテキストとルール・セット情報が両方のルール・タイ
プに適用されます。
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ノート:

ルールのグローバル・コンテキスト、デフォルトのディメンションを指定す
るオプションのデフォルト、およびすべての新しいルールのメンバーを定義
することもできます。これらは POV画面で定義され、この一連のタスクで説
明されています。

「デザイナ」画面を表示するには:

1. データが表示されたアプリケーションのホーム・ページで、「モデル」 をクリ
ックします。

2. 「デザイナ」

をクリックします。
デフォルトでは、「デザイナ」画面が開いて、次の図のように「ウォーターフォー
ル設定」ページになります。この画面で定義したルールは、水が配管システムまた
は小川や川を流れる流れと同じように、財務システムにおける資金のフローを制御
します。

図 A-1 「ウォーターフォール設定」ページ

「ウォーターフォール設定」ページを使用して、階層として計算ルールを表示でき
ます。これによって次が可能になります:

• ルールのアウトラインの作成

付録 A
デザイナ機能について
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• 階層内でルールやルール・セットを簡単に検索
• ルールやルール・セットの名前、説明、シーケンス値を簡単に編集
ルールを階層として表示するには、「デザイナ」画面の「ウォーターフォール設定」ペー
ジを表示し、それからルール・セット名の前の矢印をクリックしてその中のルールを展開
します。
ルール・セットまたはルールを選択すると、それに関する情報がページの右側に表示され
ます。
この画面および「一括編集」ページのコントロールのほとんどが、共通の機能コントロー
ルで説明されています。強力な検索機能の詳細は、ルールの検索およびフィルタ処理(「ル
ールのエクスプレス編集」ページ)を参照してください。ルールをハイライト表示して「検
査」アイコン をクリックすると、ルールの詳細を確認できます。「検査」領域は表示さ
れたままになり、別のルールをハイライト表示するとリフレッシュされます。
ルール・リストの右上にあるソート・ボックスには、次のソート順序が含まれます: 「モ
デル計算順序」(デフォルト)、「名前」、「ルール・セット名」および「ルール・シーケン
ス」。

ノート:

「モデル計算順序」は、ルール・セット順序、次にルール・セット内のルール・
シーケンスによって決定されます。

たとえば次のような POVバーを使用して、編集するルールのセットを選択できます。

「アクション」メニューには、次のオプションが含まれます。
• ルール内のメンバーの置換(ルールのメンバーの置換(「ルールのエクスプレス編集」ペ
ージ))

• メンバーをルールに追加(ルールへのメンバーの追加(「ルールのエクスプレス編集」ペ
ージ))

• 新規ルール・セットへのルールのコピー(新規ルール・セットへのルールのコピー(「ル
ールのエクスプレス編集」ページ))

• 視点へのルールのコピー(別の視点へのルールのコピー(「ルールのエクスプレス編集」
ページ))

• ルールの有効化/ルールの無効化(ルールの有効化および無効化(「ルールのエクスプレ
ス編集」ページ))

「ルールのエクスプレス編集」画面および関連画面での配賦の定義および管理の詳細は、次の
各項を参照してください。
ルールを作成したら、計算を実行して配賦結果を表示できます。作業時に、ルールを検証で
きます(モデル・ビューの使用およびアプリケーションの検証)。

付録 A
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ルールのグローバル・コンテキストの定義
グローバル・コンテキストを設定すると、選択した POV内のすべてのルール定義で使
用されるディメンションとメンバーのデフォルトの定義を定義できます。

ノート:

選択した POVのルール・セットを定義する前に、グローバル・コンテキスト
を定義します。

Profitability and Cost Managementアプリケーションの 1つの POVのグローバル・コ
ンテキストを定義するには:

1. ホーム・ページで「モデル」 をクリックし、それから「実行制御」

をクリックします。
2. 「実行制御」画面で、グローバル・コンテキストを定義する POVを選択します。
3. 「編集」 、「グローバル・コンテキスト」の順にクリックして、「グローバル・コ
ンテキスト定義」領域を表示します。

4. 「グローバル・コンテキスト定義」ボックスで、「ディメンションの追加」をクリッ
クします。

5. 「ディメンションの追加」メニューには、必須のシステム・ディメンションではな
い選択したアプリケーションのすべてのディメンションが表示されます。デフォ
ルトとしてすべてのルールに適用するものを選択してから、「メンバーの選択をク
リックします。

6. 「検索」ボタン

をクリックし、その POVのグローバル・コンテキストのデフォルトに含めるディ
メンションを 1つ選択し、1つ以上のメンバーを選択してから、「OK」をクリック
します。

7. オプション: 他のディメンションについてステップ 5と 6を繰り返します。
8. グローバル・コンテキスト定義が完了したら、「視点の編集」ウィンドウの「OK」
をクリックします。

次のステップでは、ルール・セットを定義して管理します(「デザイナ」画面でのルー
ル・セットの操作)。

付録 A
ルールのグローバル・コンテキストの定義
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「デザイナ」画面でのルール・セットの操作
ルール・セットを使用すると、ユーザーは関連するルールをグループ化して、計算ロジック
の定義の編成、同様のルールの一括実行および共通ディメンション・メンバーを共有するル
ールの定義の簡略化を行うことができます。
ルール・セットにはルール・セットのシーケンス番号によって決定される設定済の順序があ
り、そのルール・セット内のルールの実行に固有のオプションを含む場合があります。ルー
ル・セットは指定された POVに適用されます。
ルール・セット・コンテキストを設定すると、選択した POVの選択したルール・セットに含
まれるすべてのルールで使用されるディメンションのデフォルト定義を定義できます。
次のトピックでは、ルール・セットおよびルール・セット・コンテキストの作成および管理
方法を説明しています。 ルール・セットの定義(デザイナ)

ルール・セットの定義(デザイナ)
ルール・セットは、複数の方法で配賦ルールおよび計算ルールの編成をサポートします(「デザ
イナ」画面でのルール・セットの操作)。
アプリケーションの 1つの POVのルール・セットを定義するには:

1. データが表示されたアプリケーションのホーム・ページで、「モデル」 をクリックし
ます。

2. 「デザイナ」

をクリックします。
「デザイナ」画面が開きます。開いていない場合、「ウォーターフォール設定」ページを表
示します。

3. POVバーを使用して、編集するルール・データの年、期間、シナリオおよびステータス
を選択し、
(「リフレッシュ」)、
(「作成」)の順にクリックします。

4. 「ルール・セット」(グリッド)ではなく、「ルール・セット」をクリックします。
「ルール・セットの作成」画面が開きます。

付録 A
「デザイナ」画面でのルール・セットの操作
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図 A-2 「ルール・セットの作成」画面

5. ルール・セットの名前を入力します。
6. オプション: 「説明」ボックスに、ルール・セットの説明を入力します。わかりや
すい説明を入力することをお薦めします。

7. ルール・セットが実行される順序を決定する「シーケンス」番号を入力します。
8. オプション: 「使用可能」を選択して、計算が実行されるときにルール・セットが
アクティブになることを指定します。

9. ルール・セットの計算を実行する方法を示す計算オプションのいずれかを選択しま
す。
• 「直列実行」(デフォルト)は、シーケンス番号に応じて、ルール・セット内のす
べてのルールを順番に実行します。

• 「並列実行」は、コンピュータ・ハードウェアでサポートされる場合に同じシ
ーケンス番号のルールを同時に実行します。

• 「反復実行」は、ルール・セットを複数回順番に実行します。「反復の数」は、
実行する反復回数を示します。
これらの設定は相互配賦をサポートします。

10.「プログラム・コンテキストの使用」が選択されている場合、グローバル・コンテ
キストが定義されている場合はそれを現在のルール・セットに適用する必要がある
ことを示します。

11. オプション: ルール・セット・コンテキストを定義して、ディメンションのデフォ
ルトをルール・セットのすべてのルールに適用します(ルール・セット・コンテキ
ストの定義および管理)。

12. ルール・セット定義が完了したら、「保存」または「保存して閉じる」をクリック
します。

付録 A
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• ルール・セット・コンテキストを定義して、ルール・セットのすべてのルールのデフォル
トを設定するには、ルール・セット・コンテキストの定義および管理を参照してくださ
い。

• ルール・セットを編集および削除するには、ルール・セットの管理を参照してください。

ルール・セットの管理
ルール・セットの定義(デザイナ)にルール・セットの作成方法が説明されています。ルール・
セットを編集、削除およびコピーすることもできます。
ルール・セットを編集するには:

1. アプリケーションを開き、「ウォーターフォール設定」画面を表示します(デザイナ機能に
ついて)。

2. POVとルール・セットを選択し、 (編集)をクリックします。
3. 「ルール・セットの編集」画面で、設定を変更してから「保存」または「保存して閉じる」
をクリックします。
ディメンションとメンバーを編集するには、ルール・セットを保存する前に、「ルール・
セットの編集」画面で「メンバー選択」をクリックします。

ルール・セットを削除するには:

1. 前述のステップに従って、「ウォーターフォール設定」画面を開き、ルール・セットを選
択します。

2. をクリックします。
3. ルール・セットおよびそのすべてのルールを削除することを確認します。
4. 「保存」または「保存して閉じる」をクリックします
ルール・セットをコピーするには:

1. 前のステップに従って、「ウォーターフォール設定」画面を開き、ルール・セットを選択
します。

2. をクリックします。
3. 新しいルール・セットの名前を入力します。必要に応じて、「ルールのコピー」を選択し
て新しいルール・セットに既存のルールを追加します。選択した場合、コピー操作の一環
として作成される新しいルール名の先頭で使用するテキストを「ルール名の接頭辞」に入
力します。

4. 「OK」をクリックします。

ルール・セット・コンテキストの定義および管理
ルール・セット・コンテキストを定義して、選択した POVの選択したルール・セットに含ま
れるすべてのルールで使用するデフォルトのディメンションおよびメンバーを指定します。
ルール・セットを定義する際にこれを行うと便利です。
新しいルール・セットのルール・セット・コンテキストを定義するには:

1. ルール・セットを定義します(ルール・セットの定義(デザイナ))。
2. 「ルール・セットの作成」画面で、「メンバー選択」をクリックします。

付録 A
「デザイナ」画面でのルール・セットの操作
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「メンバー選択」ページが開きます。

図 A-3 「ルール・セットの作成」画面の「メンバー選択」ページ

3. ルール・セットのすべてのルールに使用するデフォルトのディメンションおよびメ
ンバーを選択して、ルール・セット・コンテキストを作成します。「ディメンショ
ンの追加」をクリックします。

4. ルール・セットのすべてのルールに適用するリストから、使用可能なディメンショ
ンの 1つを選択します。

ノート:

POVディメンションと、グローバル・コンテキストで定義されているデ
ィメンションは選択できません。

5. ディメンション名の横で、「メンバーの選択」、 (検索)の順にクリックします。
6. 各レベルでメンバーを選択してドリル・ダウンし、ルール・セット内のすべてのル
ールに割り当てるメンバーを選択します。

付録 A
「デザイナ」画面でのルール・セットの操作
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図 A-4 ルール・セット・コンテキストのメンバー・セレクタ

7. (設定)をクリックすると、選択を削除したり、フィルタ処理、別名の表示、メンバー数
の表示またはリフレッシュを行うことができます。

8. ルール・セット・コンテキスト定義が完了したら、「OK」をクリックし、「保存」または
「保存して閉じる」をクリックします。

選択したディメンションとメンバーのすべての組合せが、選択した POVに対して作成された
新しいルールに適用されます。
ルール・セット・コンテキストの管理
ルール・セット・コンテキストにすでに追加されたディメンションのメンバーを追加および
削除できます。
ルール・セット・コンテキストにメンバーを追加するには:

1. ルール・セット・コンテキストの定義および管理のステップに従ってルール・セットを選
択し、「ルール・セットの編集」画面を開きます。

2. 「メンバー選択」をクリックし、ルール・セットの定義(デザイナ)の説明に従って、ディ
メンションとメンバーの選択を行います。
最初の列の (設定)を使用して、コンテキストからメンバーを削除します。

「デザイナ」画面での配賦ルールの作成
配賦ルールは Profitability and Cost Managementアプリケーションの中核です。これにより、
配賦されたデータのフロー方法やドライバによる配賦額の決定方法が決まります。
デザイナ機能を使用してアプリケーションで単一 POVの配賦ルールを定義するには:

付録 A
「デザイナ」画面での配賦ルールの作成
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1. データが表示されたアプリケーションのホーム・ページで、「モデル」 をクリ
ックします。

2. 「デザイナ」

をクリックします。
「デザイナ」画面が開きます。「ウォーターフォール設定」ページが開いていること
を確認します。

3. POVデータを入力して、年、期間およびその他の関連データを選択します。次に、
(リフレッシュ)をクリックします。

4. ルール・セット(サンプル・アプリケーションの Activity Costingなど)を選択しま
す。

5. (作成)をクリックし、「配賦ルール」を選択します。
「配賦ルールの作成」画面の「定義」ページが開きます。

図 A-5 「配賦ルールの作成」画面の「定義」ページ

6. ルールの名前を入力します。
7. オプション: 「説明」ボックスに、ルールの説明を入力します。
8. ルール・セット内のルールが実行される順序を決定する「シーケンス」番号を入力
します。
同じシーケンス番号を含むルールは、ルール・セットに対して並列計算が有効にな
っており、コンピュータ・ハードウェアで並列計算がサポートされている場合は同
時に実行されます。

9. オプション: 「使用可能」を選択して、計算が実行されるときにルールがアクティ
ブになることを指定します。

10. オプション: 「ルール・セット・コンテキストの使用」を選択して、ルール・セッ
ト・コンテキストが定義されている場合は適用します。
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グローバル・コンテキストがアプリケーションに対して有効になっている場合は、それも
適用されます。

11.「配賦金額タイプ」で配賦金額をパーセンテージと通貨のどちらで解釈するかを指定して
から、金額を入力します。

12. ルール・セット定義が完了したら、「保存」をクリックします。

ヒント:

次のステップは、配賦ルールの資金のソースおよび宛先の定義です(配賦ルールのソ
ースおよび宛先の定義(デザイナ)。

• ルールを編集、削除およびコピーするには、「デザイナ」画面での既存のルールの管理を
参照してください。

• カスタム計算ルールを作成するには、「デザイナ」画面でのカスタム計算ルールの作成を
参照してください。

配賦ルールのソースおよび宛先の定義(デザイナ)
「デザイナ」画面での配賦ルールの作成には、新しい配賦ルールを作成し、記述する方法が説
明されています。次のステップは、配賦ソース、費用のあるディメンションまたは配賦の宛
先に割り当てるその他のデータの定義です。
ソースの定義
ルールが配賦対象のデータを取得するソースを定義するには:

1. 新しいルールの「配賦ルールの作成」画面で、「ソース/宛先」をクリックして「配賦ルー
ルの作成」画面の該当ページを開きます。
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図 A-6 「配賦ルールの作成」画面の「ソース/宛先」ページ

2. ルールに関連付けられたディメンションは、「ソース」の下にリストされます。メ
ンバーを表示するには、ディメンション名の下のスペースをクリックしてから、「メ
ンバーの追加」ボックスで

(検索)をクリックします。
3. 配賦するデータを保持するディメンションおよびメンバーを選択します。親メン
バーを選択すると、その子孫もすべて選択されます。

ノート:

ディメンションの横にあるドットのグループをクリックして、ソースへ
の複数のメンバーの追加や、設定のクリアを行うことができます。

4. オプション: 「...」(「オプション」ボタン)をクリックし、次のいずれかを選択しま
す。
• 複数メンバーのソースを追加 - 資金を供給するために追加のメンバーの名前
を入力できます

• 計算セグメンテーション - 特定のディメンションおよびレベルの計算の方法
をアクティブ化して、非常に大規模なモデルによりスケーラビリティを強化し
ます(Oracleにより推奨される場合にのみ使用)

• [source dimension]選択のクリア - 選択したソース・ディメンションのメンバ
ー選択をリセットします

5. 次のステップは、配賦されたデータの「宛先」の入力です。
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宛先の定義
ソースの定義には、配賦のデータ・ソースを入力する方法が説明されています。次のステッ
プは、配賦の宛先、費用を受け取るディメンションまたは配賦ソースから取得するその他の
データの定義です。
資金など、配賦されるデータをルールにより配置する宛先を定義するには:

1. ソースの定義で説明されているとおりに配賦ソースの定義が終わったときの表示は、「配
賦ルールの作成」画面の「ソース/宛先」ページのままになっています。

2. 選択した宛先ディメンションが「宛先」列に表示されます。メンバーを表示するには、デ
ィメンション名を持つ行のスペースをクリックしてから、「メンバーの追加」ボックスで

(検索)をクリックします。
3. 配賦するデータを受け取るディメンションおよびメンバーを選択します。親メンバーを
選択すると、その子孫もすべて選択されます。

ノート:

ディメンションの横にあるドットのグループをクリックして、宛先への複数の
メンバーの追加、宛先の「ソースと同じ」への設定、または設定のクリアを行
うことができます。
「ディメンションと同じ」リストから選択して、別のディメンションで同じ名前
のメンバーを使用できます。
ディメンションとメンバーの組合せは、テキストとして入力できます。これは、
たとえば組合せがスプレッドシートなどになっている場合に便利です。テキス
トを貼り付けて、ディメンションとメンバーの組合せを追加を参照してくださ
い。

4. 「保存」または「保存して閉じる」をクリックします
5. 次のステップ(オプション)は、配賦されたデータの「ドライバ」の入力です(配賦ルールの
ドライバの定義)。

配賦ルールのドライバの定義
宛先の定義には、配賦のデータの宛先を入力する方法が説明されています。次のステップは
オプションで、オプションのドライバ値が見つかるメンバーである配賦ドライバの定義です。

ノート:

Profitability and Cost Managementは、宛先にフォーカスがあることを前提としま
す。「ドライバ」ページでのディメンションとメンバーの選択は、ドライバが配置さ
れている場所を定義する宛先に対する変更を表します。
たとえば、配賦の宛先が販売部門と給与勘定科目の交差の場合、「ドライバ」の定義
は「人数」勘定科目メンバーです。
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デフォルトでは、すべてのドライバ値の合計で除算したメンバーに対するドライバ値
の比率を使用して、データが宛先に比例で配賦されます。データを均等に配賦するこ
とを選択できます。これはドライバ比率が 1の場合と同じです。
通常、システムは、任意の交差に関連付けられた統計メンバーが 1つのディメンショ
ン(通常は勘定科目ディメンション)の 1つのメンバーに含まれるように設定されます。
ディメンションごとに 1つのメンバーのみ選択できます。
配賦ルールのドライバを定義するには:

1. 作成しているルールで、「ドライバ」をクリックします。
「ドライバ」ページが開きます。

図 A-7 「配賦ルールの作成」画面の「ドライバ」ページ

2. データを比率で配賦する必要があるか(ドライバの場所の指定) (デフォルト)、均等
に配賦する必要があるか(均等に配賦)を選択します。

3. 「ドライバの場所の指定」を選択した場合は、ドライバ・データを保持するディメ
ンションとメンバーを選択します(「人数」など)。

4. ドライバ情報が完成したら、「保存」または「保存して閉じる」をクリックします。

ヒント:

次のオプションのステップは、ルールのオフセット、つまり配賦ソースの減
少に対応する残高の増加を保持するメンバーの入力です(配賦ルールの配賦
オフセットの定義)。

付録 A
「デザイナ」画面での配賦ルールの作成

A-14



配賦ルールの配賦オフセットの定義
配賦ルールのドライバの定義には、配賦額を決定するドライバを選択する方法が説明されて
います。次のステップは、配賦オフセットの位置、つまり配賦ソースの減少に対応する残高
の増加を保持するメンバーの定義です。このステップは省略可能です。

ノート:

デフォルトでは、オフセットはソースに書き込まれすが、別の位置を指定できます。

オフセット位置の定義では、別の位置を選択するオプションを使用してソースにフォーカス
があることを前提としています。たとえば、配賦ソースが給与勘定科目と交差する販売部門
であると想定します。オフセットのデフォルトの位置は、給与と販売の交差です。ただし、
販売部門のアウトバウンド配賦をかわりに指定できます。単一の変更を指定することで、オ
フセットがソースではなくアウトバウンド配賦および販売ディメンションの交差に書き込ま
れるようにターゲットの場所を変更することを除き、ソースにオフセット・エントリを書き
込むようシステムに指示します。
配賦ルールのオフセットを定義するには:

1. 作成している配賦ルールで、「オフセット」をクリックします。

図 A-8 「配賦ルールの作成」画面の「オフセット」ページ

2. オフセット・データを「ソース」の交差と代替の場所のどちらに書き込む必要があるかを
選択します。

3. 「オフセットを代替の場所に転記」を選択した場合は、オフセット・データを保持するデ
ィメンションとメンバーを選択します。

ノート:

メンバーが選択されていないすべてのディメンションでは、ソースと同じメン
バーが使用されます。オフセットの位置がソースとどのように異なるはずかを
表示するメンバーを入力します。

4. ルール・ソース情報が完成したら、「保存」または「保存して閉じる」をクリックします。
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ルールを編集および削除するには、「デザイナ」画面での既存のルールの管理を参照し
てください。

「デザイナ」画面でのカスタム計算ルールの作成
配賦ルールにより、配賦されたデータのフロー方法やドライバによる配賦額の決定方
法が決まります。
「デザイナ」画面での配賦ルールの作成には、配賦ルールの作成方法が説明されていま
す。
この項では、式によって定義されたカスタム計算ルールを作成する方法について説明
します。配賦ルールとは異なり、カスタム計算ルールには、ドライバと会計オフセッ
トを定義するオプションが含まれるソースと宛先の定義はありません。かわりに、カ
スタム計算ルールでは、データベースの特定のリージョンで実行し、結果が特定のメ
ンバーに転記される計算を定義できます。カスタム計算ルールは、主に既存のデータ
を調整して、シナリオを作成したり、他の配賦ルールで使用するカスタム・ドライバ
値を作成したり、レポート作成要件に合せたりするために使用されます。他の用途と
して、カスタム範囲からのデータのクリア、データ・セットの開発、データの匿名化、
複雑な標準レートの適用などがあります。
カスタム計算ルールには次のコンポーネントがあり、「配賦ルールの作成」画面のペー
ジに対応しています。
• 定義 — ルール名、ルール番号、テキスト説明およびルールレベルのオプション(こ
のトピックの後半で説明)

• ターゲット — ルールが影響するデータベースのターゲット範囲
「ターゲット」に含まれる「式」 — 計算結果が書き込まれるメンバーおよび計算の
数式

配賦ルールと同様に、カスタム計算ルールは、ルール・セットに属し、シーケンス番
号を持ち、コンテキストを継承し、「使用可能」設定によりアクティブ化と非アクティ
ブ化を切り替えられます。ルール・セット実行オプション(直列、並列および反復)も同
じです。カスタム計算ルールは配賦ルールと同じ方法でコピーおよび削除できます
(「デザイナ」画面での既存のルールの管理)。
アプリケーションの 1つの POVのカスタム計算ルールを定義するには:

1. デザイナ機能についてで説明されているとおりに「デザイナ」画面を表示します。
2. 「ウォーターフォール設定」ページが表示されていることを確認します。
3. 「ウォーターフォール設定」ページで、有効な POVの年と期間を入力して (「リ
フレッシュ」)をクリックします。

4. 新しいルールの行内をクリックして、新しいルールを含めるルール・セットを選択
します。

5. (作成)をクリックして、「カスタム・ルール」を選択します。
「カスタム・ルールの作成」画面の「定義」ページが開きます。
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ノート:

次の図は、Utilities Expense Adjustmentというタイトルの新しいカスタム・ル
ールに対して入力された画面を示しています。

図 A-9 「カスタム・ルールの作成」画面の「定義」ページ

6. ルールの名前を入力します。
7. オプション: 「説明」ボックスに、ルール・セットの説明を入力します。
この例では、ルールにより公共料金が 15%増加します。

8. ルール・セット内のルールが実行される順序を決定する「シーケンス」番号を入力しま
す。
同じシーケンス番号を含むルールは、ルール・セットに対して並列計算が有効になってお
り、コンピュータ・ハードウェアで並列計算がサポートされている場合は同時に実行され
ます。

9. オプション: 「使用可能」を選択して、計算が実行されるときにルールがアクティブにな
ることを指定します。

10.「ルール・セット・コンテキストの使用」が選択されている場合は、ルール・セット・コ
ンテキストが現在のルールに適用されることを示します(定義されている場合)。
グローバル・コンテキストがルール・セットに対して有効になっている場合は、それも適
用されます。

11. ルール・セット定義が完了したら、「保存」をクリックします。

ヒント:

次のステップでは、ルールの計算ターゲットを定義します(カスタム計算ルールのタ
ーゲットの定義)。

ルールを編集、削除するには、「デザイナ」画面での既存のルールの管理を参照してくださ
い。
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カスタム計算ルールのターゲットの定義
「デザイナ」画面でのカスタム計算ルールの作成では、カスタム計算ルールでの「説
明」ページの記入方法が説明されています。次のステップでは、計算ターゲット(カス
タム計算ルールが作用するディメンションの範囲)を定義します。
カスタム計算ルールが影響するターゲットを定義するには:

1. 開いているカスタム計算ルールで、「ターゲット」をクリックします。
「ターゲット」ページが開きます。ここに示されているのは、Utilities Expense
Adjustmentというタイトルのルールの例です。

図 A-10 「カスタム・ルールの作成」画面の「ターゲット」ページ

2. 結果を保持するメンバーを指定する式で使用される「結果ディメンション」を選択
します。

3. カスタム計算式によって影響を受けるターゲット範囲を定義するメンバーである
「ターゲット・ディメンション」を選択します。
オプション: ディメンション・メンバーのフィルタ処理(「一括編集」ページ)で説明
されているデータをフィルタ処理できます。

4. ルールの式を次のように定義します。
a. 式をテキスト文字列として入力します(フォーマットの詳細はカスタム計算ル
ールの式の構文についてを参照)。
この例では、式はルール・ディメンションと入力ディメンションの交差を調
べ、それに 0.15つまり 15%を掛けます。

b. 「検証」を選択して、式が有効かどうかを判別します。

ノート:

カスタム計算ルールはデータ・キューブに対して検証されます。ディ
メンションかメンバーを最近追加または変更している場合、キューブ
を再デプロイして変更が伝播されるまで、カスタム計算ルールが正し
く検証されない可能性があります。その他の検証手順については、モ
デル・ビューの使用およびアプリケーションの検証を参照してくださ
い。
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5. 式が完成したら、「保存」または「保存して閉じる」をクリックします。
ルールを編集、削除するには、「デザイナ」画面での既存のルールの管理を参照してくださ
い。

「デザイナ」画面での既存のルールの管理
「デザイナ」画面での既存のルールの管理では、デザイナ機能を使用して、既存のルールで編
集、コピー、削除、およびその他の関連タスクを実行します。
次の基本的な編集手順はすべて、ホーム・ページで「モデル」、「デザイナ」の順に選択する
ことを前提としています。それから「ウォーターフォール設定」をクリックし、編集するル
ールを選択します。最後に、次のいずれかの手順を実行します。
• ルールを編集するには:

1. をクリックします。
2. 必要に応じて編集し、「OK」をクリックします。

• ルールを削除するには:

1. をクリックします。
2. ルールを削除することを確認します。
3. 「OK」をクリックします。

• ルールをコピーするには:

1. をクリックします。
2. 新しいルールの名前を入力します。
3. 「OK」をクリックします。

編集が完了したら、変更を保存します。

ディメンション・メンバー・エディタにおけるテキ
ストの入力

「デザイナ」画面からアクセスしたディメンション・メンバー・エディタに、Microsoft Excel
からディメンションとメンバーの組合せを貼り付けることができます。これによって、新し
いルールを作成する、または既存のルールを変更する際に必要なキーストロークが減ります。
たとえばスプレッドシートを使用して、または「ディメンション管理」を通じてディメンシ
ョン・ファイルをダウンロードして、ユーザーが手動でルールを生成する場合に便利です。
「デザイナ」画面からディメンション・メンバー・エディタにアクセスするには :

1. ホーム・ページで、「モデル」、「デザイナ」の順に選択します。

2. 「ウォーターフォール設定」でルールを選択し、 をクリックして新規ルールを作成す
るか、 をクリックして既存のルールを編集します。
• 配賦ルールの場合、「ソース/宛先」タブを選択し、「ソース」または「宛先」の横の

をクリックしてディメンション・メンバー・エディタにアクセスします。
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• カスタム・ルールの場合、「ターゲット」タブを選択し、「ターゲット・ディメ
ンション」の横の をクリックしてディメンション・メンバー・エディタに
アクセスします。

3. 「ディメンション・メンバー・エディタ」で、ディメンションとメンバーの組合せ
を次のフォーマットでコピーして貼り付けます:

"DimensionName", "MemberName"
メンバーごとに 1行を使用します。同じボックスに、複数のディメンションに対す
る組合せを含めることができます。入力が完了したら、「OK」をクリックします。
存在しないディメンションまたはメンバー、またはそのタブで使用できないディメ
ンションまたはメンバーを入力しようとすると、エラー・メッセージが表示されま
す。

4. 「OK」をクリックしてディメンション・メンバー・エディタを閉じます。

ルールの一括編集機能
「デザイナ」画面の「一括編集」ページを使用すると、より効率的にモデルを作成およ
び管理できます。
次のトピックで、使用可能な機能を説明しています。
• 「計算ルール」画面について
• ルールの検索およびフィルタ処理(「ルールのエクスプレス編集」ページ)

• ルールのメンバーの置換(「ルールのエクスプレス編集」ページ)

• ルールへのメンバーの追加(「ルールのエクスプレス編集」ページ)

• 新規ルール・セットへのルールのコピー(「ルールのエクスプレス編集」ページ)

• 別の視点へのルールのコピー(「ルールのエクスプレス編集」ページ)

• ルールの有効化および無効化(「ルールのエクスプレス編集」ページ)

デザイナの一括編集機能について
「デザイナ」機能を使用して、アプリケーションの配賦ロジックを定義できます。
すべてのデザイナ機能の概要は、デザイナ機能によるルールの作成と管理を参照して
ください。これらの機能と関連する画面を使用して、ルール・セット・コンテキスト
(ディメンションのデフォルト)を定義し、ルール・セットを定義してから、関連付けら
れているデータ・ソース、データ宛先、オプションのドライバ、およびオプションの
オフセットを使用してルールを定義できます。これらのタスクのほとんどは「ウォー
ターフォール設定」機能により実行されます。
次のトピックでは、「デザイナ」画面の「一括編集」機能について説明します。
「デザイナ」画面の「一括編集」ページを表示するには:

1. データが表示されたアプリケーションのホーム・ページで、「モデル」 をクリ
ックします。
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2. 「デザイナ」

をクリックします。
3. 「一括編集」をクリックしてページを表示します。
「一括編集」ページが次の図のように開きます。

図 A-11 「一括編集」ページ

このページのコントロールのほとんどが、共通の機能コントロールで説明されています。
強力な検索機能の詳細は、ルールの検索およびフィルタ処理(「ルールのエクスプレス編
集」ページ)を参照してください。
「ソート」ボックスでは、「モデル計算順序」(デフォルト)、「名前」、「ルール・セット名」
および「ルール・シーケンス」の各ソート順が用意されています。これはページの右上に
あります。

ノート:

「モデル計算順序」は、ルール・セット順序、次にルール・セット内のルール・
シーケンスによって決定されます。

たとえば次のような POVバーを使用して、編集するルールのセットを選択できます。

「アクション」メニューには、次のオプションが含まれます。
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• ルール内のメンバーの置換(ルールのメンバーの置換(「ルールのエクスプレス
編集」ページ))

• メンバーをルールに追加(ルールへのメンバーの追加(「ルールのエクスプレス
編集」ページ))

• 新規ルール・セットへのルールのコピー(新規ルール・セットへのルールのコ
ピー(「ルールのエクスプレス編集」ページ))

• 視点へのルールのコピー(別の視点へのルールのコピー(「ルールのエクスプレ
ス編集」ページ))

• ルールの有効化/ルールの無効化(ルールの有効化および無効化(「ルールのエク
スプレス編集」ページ))

これは、「アプリケーション」クラスタからアクセスする「ルールのエクスプレス
編集」画面で提供されている機能に類似しています。

ルールの検索およびフィルタ処理(「一括編集」ページ)
特定の視点(POV)のルールを検索したり、メンバーの置換や追加などのさらなる操作を
行うためのルールを表示したりするには、「一括編集」ページの検索およびフィルタ処
理機能を使用できます。
検索およびフィルタ処理の際は、次のガイドラインに従います。
1. 「デザイナ」画面の「一括編集」ページを表示します。
2. 検索の POVを選択します。
3. オプション: 「検索」コントロール( )にルール名のすべてま
たは一部を入力します。
アスタリスクを検索のワイルドカードとして使用できます。名前の一部、または 2
つの文字列間で使用される場合は演算子"and"を表すことができます。たとえば、
My*は、Mynameおよび Myotherと一致します。My*nameは、Mynameおよび
Mynewnameと一致します。

4. オプション: 選択されたルールを並べ替えるには、ソート・ボックスを使用しま
す。「モデル計算順序」(デフォルト)、「名前」、「ルール・セット名」および「ルー
ル・シーケンス」別にソートできます。昇順または降順でソートするには、矢印を
クリックします。「リフレッシュ」 をクリックすると、最新の結果をいつでも表
示できます。

5. オプション: 選択できるルール名をさらに制限するには、「フィルタの追加」をク
リックしてカスタム・フィルタを作成します。
「カスタム・フィルタ」画面で、ターゲットの「ディメンション」、ターゲット・メ
ンバーを検索するページ(「ソース」、「宛先」または「ターゲット」)、フィルタの
「演算子」(「次を含む」または「次を含まない」)およびターゲットの「検索するメ
ンバー」を入力します。「検索するメンバー」で、名前を入力して一致を表示する
ことも、「検索」記号をクリックして選択のためのリストを表示することもできま
す。「OK」をクリックすると、一致する名前のみが、「一括編集」画面に表示され
ます。必要に応じて他のフィルタを追加できます。

6. ルールの行の先頭にあるボックスをクリックすると、そのルールを選択して、次に
示すようなさらなるアクションを実行できます。
• ルールのメンバーの置換(「一括編集」ページ)
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• ルールへのメンバーの追加(「一括編集」ページ)

• 新規ルール・セットへのルールのコピー(「一括編集」ページ)

• 別の視点へのルールのコピー(「一括編集」ページ)

• ルールの有効化および無効化(「一括編集」ページ)

ディメンション・メンバーのフィルタ処理(「一括編集」ペー
ジ)

ノート:

フィルタ処理は、取り扱うディメンション・メンバーのサブセットを選択します。
フィルタで選択されていないメンバーは、その操作には使用できません。フィルタ
処理は、フィルタ処理されたメンバーが親である場合のみ役に立ちます。フィルタ
は、その子孫に基づいています。

次のステップに従って、「配賦ルールの作成」画面の「メンバー・セレクタ」および同様の場
所で、メンバーをフィルタ処理します。
1. ディメンション・メンバーを追加できる場所であればどこでも、「ルール定義」領域の下
部で、画面の右側にある をクリックし、「フィルタ」を選択します。

2. フィルタがレベル 0であるかどうかを指定します。
3. 「メンバー・セレクタ」で、ドリルダウンするディメンションとメンバーを選択し、一致
するものを指定します。

4. フィルタを編集するには、次のステップに従って、様々なディメンション・メンバーを選
択します。必要に応じてフィルタを変更して「OK」をクリックします。

5. フィルタを削除するには、メンバーの選択をクリアして「OK」をクリックします。

ルールのメンバーの置換(「一括編集」ページ)
1回のアクションで 1つ以上のルールのディメンション・メンバーを置換するには、ルールの
一括編集画面の置換コマンドを使用します。

ノート:

このアクションは元に戻せません。必要な場合には、移行ツールを使用してバック
アップすることをお薦めします。

ルールのメンバーを置換するには:

1. 「デザイナ」画面を表示し、「一括編集」ページを開きます(デザイナ機能について)。
2. 検索して、変更するルールを見つけます(ルールの検索およびフィルタ処理(「ルールのエ
クスプレス編集」ページ))。
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3. 選択するターゲット・ルールの名前の前にあるボックスを選択するか、すべてを選
択します。

4. 「アクション」、「ルール内のメンバーの置換」の順にクリックします。
5. 「検索/置換」の情報をすべて入力します。

• ディメンションを選択します。
• 検索するメンバー(選択されたルールで検索および置換するメンバー)を選択し
ます。
属性ディメンションは、「ディメンション」リストに含まれています。ディメ
ンションに、関連付けられているユーザー定義属性(UDA)がある場合、それに
対する UDAエントリ(製品 -- UDA、顧客 -- UDAなど)があります。選択された
属性および UDAメンバーは、選択された各ルールで定義されたフィルタで置
換されます。

• オプション: 1つ以上の置換メンバー(置換後に選択されたルールに表示される
メンバー)を選択します。

ノート:

置換メンバーを選択しないと、検索するメンバーが、置換ではなく削
除されます。

• 「ターゲット・ルール・タブ」(選択した「検索するメンバー」が置換されるペ
ージ)を選択します。

ノート:

ルール・ディメンションの場合、「ドライバ基準」タブからのみ選択
できます。

• オプション: 置換する際にターゲット・メンバーのフィルタを保持する場合は、
「フィルタの保持」を選択します。

• オプション: 「ジョブ・ライブラリ」リストに表示するジョブ・コメントを追
加します。

6. 設定が完了したら、「実行」をクリックします。

ルールへのメンバーの追加(「一括編集」ページ)
1回のアクションで 1つ以上のルールにディメンション・メンバーを追加するには、「一
括編集」ページの「追加」コマンドを使用します。

ノート:

このアクションは元に戻せません。必要な場合には、移行ツールを使用して
バックアップすることをお薦めします。
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メンバーをルールに追加するには:

1. 「デザイナ」画面の「一括編集」ページを表示します(デザイナ機能について)。
2. 検索して、変更するルールを見つけます(ルールの検索およびフィルタ処理(「ルールのエ
クスプレス編集」ページ))。

3. 選択するターゲット・ルールの名前の前にあるボックスを選択するか、すべてを選択しま
す。

4. 「アクション」、「メンバーをルールに追加」の順にクリックします。
5. 「メンバーのエクスプレス追加」の情報をすべて入力します。

• メンバーを受け取るには、「ディメンション」を選択します。
• 選択したディメンションを追加するには、「メンバー」を選択します。

ノート:

– POVメンバーを追加できるのは、「ドライバ」ページのみです。
– ルールに複数のメンバーを追加するには、メンバー名を入力し、入力中
に表示されるリストからそれらを選択するか、完全一致で[Enter]を押し
ます。または、検索アイコンをクリックして、メンバー・セレクタを使
用します。選択したメンバーが、検索ボックスの上のボックスに表示さ
れます。また、ルールに追加されないよう、削除するメンバーをリスト
から選択することも可能です。

• 「「ルール」タブ」(選択した「メンバー」が追加されるページ)を選択します。

ノート:

「オフセット」をページに選択すると、レベル 0のメンバーは 1つのみにな
ります。「ドライバ」ページも、メンバーはどのレベルでも 1つのみです。

6. 設定が完了したら、「実行」をクリックします。

新規ルール・セットへのルールのコピー(「一括編集」ページ)
この機能は、同一のルールまたは類似するルールを複数のルール・セットに含める必要があ
る場合に便利です。名前を少し変えてルールをコピーし、その名前はそのままにすることも
変更することもできます。複数のルールを選択して、同じルール・セットに一度にコピーで
きます。
正常にコピーするには、ルールが次の要件を満たしている必要があります。
• ルールにルール・セット・コンテキストが使用されていて、そのルールに、ターゲット・
ルール・セットのメンバーと競合するディメンション・メンバーが含まれている場合、そ
のルールはコピーされません。エラーはジョブ・ログに表示されます。

• 選択したルールと同じ名前のルールがターゲット・ルール・セットにすでに存在する場合
は、そのルールを一意にするために、名前に接頭辞か接尾辞を付けてコピーされます。
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ノート:

このアクションは元に戻せません。必要な場合には、移行ツールを使用して
バックアップすることをお薦めします。

新しいルール・セットにルールをコピーするには:

1. 「デザイナ」画面の「一括編集」ページを表示します(デザイナ機能について)。
2. 検索して、変更するルールを見つけます(ルールの検索およびフィルタ処理(「ルー
ルのエクスプレス編集」ページ))。

3. 選択するターゲット・ルールの名前の前にあるボックスを選択するか、すべてを選
択します。

4. 「アクション」、「新規ルール・セットへのルールのコピー」の順にクリックします。
5. コピーを受け取る新規ルール・セットを選択します。
6. オプション: ジョブ・ログに表示するジョブ・コメントを入力します。
7. 設定が完了したら、「実行」をクリックします。

別の視点へのルールのコピー(「一括編集」ページ)
この機能は、同一のルールまたは類似するルールを複数の POVに含める必要がある場
合に便利です。名前を少し変えてルールをコピーし、その名前はそのままにすること
も変更することもできます。複数のルールを選択して、すでに存在する 1つの POVに
一度にコピーできます。
正常にコピーするには、ルールと POVが次の要件を満たしている必要があります。
• 選択した POVが有効で、「一括編集」ページで選択された POVとは異なる必要が
あります。

• ルールにルール・セット・コンテキストまたはグローバル・コンテキストが使用さ
れていて、そのルールに、ターゲット POVのコンテキスト・メンバーと競合する
ディメンション・メンバーが含まれている場合、そのルールはコピーされません。
エラーはジョブ・ログに表示されます。

• 選択したルールと同じ名前のルールがターゲット POVにすでに存在する場合は、
「上書き」を選択すると、古いルールをコピーで上書きできます。そうしない場合、
そのルールを一意にするために、名前に接頭辞か接尾辞を付けてコピーされます。

ノート:

このアクションは元に戻せません。必要な場合には、移行ツールを使用して
バックアップすることをお薦めします。

新しいルール・セットにルールをコピーするには:

1. 「デザイナ」画面の「一括編集」ページを表示します(デザイナ機能について)。
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2. 検索して、変更するルールを見つけます(ルールの検索およびフィルタ処理(「ルールのエ
クスプレス編集」ページ))。

3. 選択するターゲット・ルールの名前の前にあるボックスを選択するか、すべてを選択しま
す。

4. 「アクション」、「視点へのルールのコピー」の順にクリックします。
5. コピーを受け取る POVの年、期間およびシナリオを選択します。
6. オプション: 同じ名前のルールをコピーで上書きするには、「上書き」を選択します。一
意の名前でコピーする場合は、選択を解除したままにします。

7. オプション: ジョブ・ログに表示するジョブ・コメントを入力します。
8. 設定が完了したら、「実行」をクリックします。

ルールの有効化および無効化(「一括編集」ページ)
POVの複数のルールを一度に無効化したり有効化したりするには、「デザイナ」画面の「一括
編集」ページを使用します。この機能は、複数のルールを一度に変更する必要がある場合や、
有効化されたルールの有効性に影響するその他の変更を行う場合に便利です。

ノート:

このアクションは元に戻せません。必要な場合には、移行ツールを使用してバック
アップすることをお薦めします。

POVの複数のルールを有効化または無効化するには:

1. 「一括編集」画面を表示します(デザイナ機能について)。
2. POVデータを入力し、検索して、変更するルールを見つけます(ルールの検索およびフィ
ルタ処理(「ルールのエクスプレス編集」ページ))。

3. 選択するターゲット・ルールの名前の前にあるボックスを選択するか、すべてを選択しま
す。

4. 「アクション」の次に、「ルールの有効化」または「ルールの無効化」をクリックします。
5. 選択したアクションを確認します。ステータス情報は、「ジョブ・ライブラリ」を確認し
てください。
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B
Essbase命名規則
属性計算ディメンションの Essbase命名規則

Oracle Essbaseによって属性計算ディメンションに作成されるメンバー(Sum、Count、Min、
Maxおよび Avg)は、予約語とみなされません。これは、これらの名前を属性計算ディメンシ
ョンで変更してから、属性ディメンションまたは標準ディメンションで標準名を使用できる
ためです。
アウトラインに一意のメンバー・アウトラインのタグが付けられている場合、Sum、Count、
Min、Maxおよび Avgをメンバー名として使用しないようにしてください。たとえば、Max
を標準ディメンションとして使用してから、属性ディメンションを作成すると、Essbaseに
よってこの属性計算ディメンションに Maxメンバーが作成され、Essbaseによって重複名が
検出され、次のエラー・メッセージが戻されます。
"Analytic Serverエラー(1060115): 属性の計算ディメンション/メンバー名はすでに使用されていま
す。"
アウトラインに重複メンバー・アウトラインのタグが付けられており、Sum、Count、Min、
Maxおよび Avgを基本メンバーとして使用する前に属性ディメンション(したがって属性計
算ディメンション)が存在している場合、Essbaseでは重複名が許可されます。ただし、属性
ディメンションを作成する前に Sum、Count、Min、Maxおよび Avgを基本メンバーとして
使用する場合、重複名は許可されません。

生成された計算スクリプトの命名規則
Profitability and Cost Managementによって Oracle Essbaseスクリプトが生成される場合、
これらのスクリプトには特定の命名規則を使用して自動的に名前が付けられます。
ドライバ計算スクリプトと配賦計算スクリプトは、ステージごとに 1つのスクリプトに結合
されます。スクリプト名は、次のフォーマットで作成されます:

スクリプト名の文字列 = スクリプトの接尾辞 + POV識別子 + ステージ順序番号 + "_" + インデック
ス;

• スクリプトの接尾辞は、スクリプトのタイプに基づいています。次の表は、接尾辞のリス
トを示します。
表 B-1 計算スクリプトの接尾辞

スクリプト・タイプ コスト・レイヤー 収益レイヤー
ステージ間配賦 "a" "r"
ステージ内配賦 "i" "t"

• POV識別子は、POV IDに基づいており、最大 3桁まで使用できます。POVごとにスク
リプトが生成されて識別されます。
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• ステージ順序番号は、ソース・ステージの順序番号です(1、2、3など)。
• スクリプトの分割のために複数のスクリプトが生成される場合、「_インデックス」
には、同じタイプ、POV、ステージおよびレイヤーに対して数値シーケンスが表
示されます。最初が 001、次が 002のように続きます。

サンプル・スクリプト名
• a3682001.cscは、POV識別子 368、ソース・ステージ 2、およびコスト・レイヤ
ーの計算スクリプトを示します。

• t4533002.cscは、POV識別子 453、ソース・ステージ 3、および収益レイヤーの
ステージ内計算スクリプトを示します。

アプリケーションとデータベースの Essbase命名
規則

アプリケーションとデータベースの名前を作成する場合、単語を表示するとおりに大
文字と小文字を区別して名前を入力します。アプリケーション名またはデータベース
名は、入力したとおりに作成されます。たとえば、すべて大文字で名前を入力した場
合(例: NEWAPP)、Oracle Essbaseによって自動的に、最初が大文字で後は小文字に変
換されることはありません(例: Newapp)。

ノート:

次のリストは、制限の一部を示します。すべての制約の完全なリストについ
ては、Oracle Analytics Cloudの管理 - Essbaseの参照をお薦めします。:

次の命名規則は、アプリケーションとデータベースに名前を付ける際に適用されます:

• Unicodeモード以外のアプリケーションおよびデータベース名で使用できるのは、
8バイト未満です。

• Unicodeモードのアプリケーションおよびデータベース名で使用できるのは、30
文字未満です。

• 名前ではスペースを使用しないでください。
• 名前の中に次の特殊文字を使用しないでください:

– *(アスタリスク)

– +(プラス記号)

– \(円記号(バックスラッシュ))

– ?(疑問符)

– [](大かっこ)

– "(二重引用符)

– :(コロン)

– ;(セミコロン)
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– ,(カンマ)

– '(一重引用符)

– =(等号)

– /(スラッシュ)

– >(大なり記号)

– タブ
– <(小なり記号)

– |(縦棒)

– . ピリオド
• 集約ストレージ・データベースの場合のみ、アプリケーション名またはデータベース名に
次の語を使用しないでください:

– DEFAULT

– LOG

– METADATA

– TEMP

ディメンション、メンバーおよび別名の Essbase命名
規則

ディメンショナル・アウトラインを定義する場合、ディメンション、メンバーおよび別名の
命名用として使用できない制限文字があります。
この項では、最も一般的な制限文字のリストを示します; ただし、完全なリストについて
Oracle Analytics Cloudの管理 - Essbaseの Essbase命名規則に関する項を参照することを
お薦めします。

ノート:

次のリストは、制限の一部を示します。すべての制約の完全なリストについては、
Oracle Analytics Cloudの管理 - Essbaseの参照をお薦めします。

ディメンション、メンバーおよび別名を命名する場合は、次の命名規則に従ってください:

• Unicodeモード以外のディメンション、メンバー、または別名では、80バイト未満を使
用してください。

• Unicodeモードのディメンション、メンバーまたは別名の場合は、シングル・バイト換算
で 80文字までとします。

• 大/小文字は、大/小文字の区別が使用可能になっている場合のみ区別してください。大文
字と小文字を区別するには、Oracle Analytics Cloudの管理 - Essbaseのアウトライン・
プロパティの設定に関する項を参照してください。

• ディメンション名、メンバー名、別名、説明では、HTMLタグは使用しないでください。
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• 名前の中に、引用符、ピリオド、大かっこ、円記号(バックスラッシュ)またはタブ
を使用しないでください。

注意:

大かっこは使用できますが、集約ストレージ・アウトラインに変換する
場合にエラーの原因となることがあるため、ブロック・ストレージ・ア
ウトラインでは推奨されていません。

• 同じディメンション内で重複するメンバー名または別名は使用できません。
• ディメンション名またはメンバー名の先頭に、次の文字を使用しないでください:

– アット・マーク(@)

– 円記号(バックスラッシュ)(\)

– 大かっこ([])

– カンマ(,)

– ダッシュ
– ハイフン
– マイナス記号(-)

– 等号(=)

– 小なり記号(<)

– 丸カッコ( )

– ピリオド(.)

– プラス記号(+)

– 一重引用符(')

– 引用符(")

– アンダースコア(_)

– 縦棒(|)

• 名前の先頭または末尾にスペースを入れないでください。Oracle Essbaseではこ
れらは無視されます。

• メンバー名ではスラッシュ(/)は使わないでください。
• カスタム・カレンダの期間で、接頭辞にスペースは使用できません。
• ディメンション名またはメンバー名に、次のアイテムを使用しないでください。

– 計算スクリプト・コマンド、演算子またはキーワード。コマンドの完全なリス
トは、Oracle Analytics Cloudの管理 - Essbaseを参照してください。

– レポート・ライターのコマンド
– 関数名および関数の引数
– 動的時系列を使用可能にしている場合は、履歴、年、季、期間、四半期、月、
週、および日は使用しないでください。
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– 他のディメンションの名前、他のメンバーの名前(メンバーが共有でない場合)、世代
名、レベル名およびデータベースでの別名。

• 次の語を使用しないでください:

– ALL

– AND

– ASSIGN

– AVERAGE

– CALC

– CALCMBR

– COPYFORWARD

– CROSSDIM

– CURMBRNAME

– DIM

– DIMNAME

– DIV

– DYNAMIC

– EMPTYPARM

– EQ

– EQOP

– EXCEPT

– EXP

– EXPERROR

– FLOAT

– FUNCTION

– GE

– GEN

– GENRANGE

– GROUP

– GT

– ID

– IDERROR

– INTEGER

– LE

– LEVELRANGE

– LOOPBLOCK

– LOOPPARMS

– LT

付録 B
ディメンション、メンバーおよび別名の Essbase命名規則

B-5



– MBR

– MBRNAME

– MBRONLY

– MINUS

– MISSING

– MUL

– MULOP

– NE

– NON

– NONINPUT

– NOT

– OR

– PAREN

– PARENPARM

– PERCENT

– PLUS

– RELOP

– SET

– SKIPBOTH

– SKIPMISSING

– SKIPNONE

– SKIPZERO

– TO

– TOLOCALRATE

– TRAILMISSING

– TRAILSUM

– UMINUS

– UPPER

– VARORXMBR

– XMBRONLY

– $$UNIVERSE$$

– #MISSING

– #MI

属性計算ディメンションの Essbase命名規則
Oracle Essbaseによって属性計算ディメンションに作成されるメンバー(Sum、Count、
Min、Maxおよび Avg)は、予約語とみなされません。これは、これらの名前を属性計
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算ディメンションで変更してから、属性ディメンションまたは標準ディメンションで標準名
を使用できるためです。
アウトラインに一意のメンバー・アウトラインのタグが付けられている場合、Sum、Count、
Min、Maxおよび Avgをメンバー名として使用しないようにしてください。たとえば、Max
を標準ディメンションとして使用してから、属性ディメンションを作成すると、Essbaseに
よってこの属性計算ディメンションに Maxメンバーが作成され、Essbaseによって重複名が
検出され、次のエラー・メッセージが戻されます。
"Analytic Serverエラー(1060115): 属性の計算ディメンション/メンバー名はすでに使用されていま
す。"
アウトラインに重複メンバー・アウトラインのタグが付けられており、Sum、Count、Min、
Maxおよび Avgを基本メンバーとして使用する前に属性ディメンション(したがって属性計
算ディメンション)が存在している場合、Essbaseでは重複名が許可されます。ただし、属性
ディメンションを作成する前に Sum、Count、Min、Maxおよび Avgを基本メンバーとして
使用する場合、重複名は許可されません。
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C
ビジネス・シナリオ: Profitability and Cost
Managementによる一般会計の合理化

この項のトピックでは、Profitability and Cost Managementを使用して、過剰な負荷がかかっ
ている一般会計を簡素化し、決算を合理化する方法を説明します
トピックは次のとおりです。
• 問題
• 解決策とその仕組み
• 結果
• 主要概念
別のビジネス・シナリオは、ビジネス・シナリオ: IT財務管理を参照してください。
このシナリオおよびその他のユース・ケースは、次のビデオを参照してください:

•  概要: Profitability and Cost Managementによる一般会計の合理化
•  概要: Profitability and Cost Managementの税移転価格

問題
様々な事業では関連するデータに対するニーズが競合していることが多く、Profitability and
Cost Managementが役立ちます。
経営陣やプランナは、迅速で事実に基づいた意思決定を行うために、財務面での答えをすぐ
に必要とします。同時に、会計チームは、決算を円滑に行い、市場や業界の変化に素早く対
応するために、一般会計の合理化と勘定科目データの一覧を必要とします。
こうした異なるビジネス・ニーズへの対応が、双方の効率を悪くする方法で行われているこ
とも多々あります。経理担当者は、エグゼクティブが必要とするデータを提供するために、
法定 GAAPの数値だけでなく、顧客や製品、チャネル、アクティビティ、サービスのディメ
ンションなど、業務や管理の詳細で一般会計を膨らませてしまいます。その他のデータは、
維持やアクセスが困難なスプレッドシートやシャドウ・システムに取り込まれます。一般会
計がより複雑で膨大になると、財務関連の作業が困難になります。さらに、経営陣とプラン
ナにとっては、すぐに使用可能な情報が不足している上に、問合せやレポート作成のプロセ
スが重荷になるという状態が続く可能性があります。

解決策とその仕組み
会計と運用両方のデータ管理の効率を向上させながら、元帳の複雑さを払拭することができ
ます。
法定データはそれが属する一般会計に残し、純粋な運用データを Profitability and Cost
Managementに移動します
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Profitability and Cost Managementアプリケーションに構造やデータを追加する方法
はいくつかあります(Profitabilityアプリケーション・コンソールでのアプリケーション
の作成、インポートおよびエクスポート)。詳細は、次の各項を参照してください。
• アプリケーション・シェルを作成します。次に、ディメンション定義を含む、特別
なフォーマットを持つフラット・ファイルをインポートします(フラット・ファイ
ルからのディメンションを含むアプリケーションの作成を参照)。

• テンプレート・ファイルを使用して、以前にエクスポートしたアプリケーションを
追加します。テンプレート・ファイルには、既存の Profitability and Cost
Managementアプリケーションからテンプレートをエクスポートすることによっ
て作成されたディメンション、メタデータなどのアーティファクトが含まれます
(テンプレート・ファイルのインポートによるアプリケーションの構築を参照)。

一般会計データと運用データをシステムに追加したら、Profitability and Cost
Managementのルール・デザイナのシンプルなインタフェースを使用して、資金調達
ソースと宛先の間で資金を配分します。

図 C-1 「ルール定義」領域

それぞれのタブを使用して、ルールを定義します。
1. 「説明」には、ルール名、オプションの説明、シーケンス番号、およびルールをい
つどのように実行するかを決定するその他の情報を入力します。

付録 C
解決策とその仕組み

C-2



2. 「ソース」では、配賦する資金を提供するディメンション・メンバーを選択します。配賦
する金額やパーセンテージを指定することや、計算セグメンテーション方法を選択するこ
とも可能です。

3. 「宛先」では、次の資金を受け取るディメンション・メンバーを決定します。
4. 「ドライバ基準」には、資金を均等に配賦するか、指定したディメンション・メンバーに
式を使用して配賦するかを指定します。

5. 「オフセット」では、配賦ソースの減少に対応する残高の増加を保持する別の場所をサポ
ートします。

6. 新しいルールのデフォルト・メンバーを設定するには、「ルール・コンテキスト」を使用
します。

詳細は、『Oracle Profitability and Cost Management Cloudの管理』の「Oracle Profitability and
Cost Management Cloudのルールの操作」を参照してください。
ルール・セット(必要な順序でまとめて実行されるルールの論理グループ)を作成すると、配賦
プロセスをさらに改良できます。また、新しいルールの基礎を形成するデフォルトである、
コンテキストも定義できます。
アプリケーションをデプロイしてデータを計算したら、「ルール・バランシング」画面を使用
して、システム内の配賦フローを視覚的に追跡できます。ライブ・リンクにより、Oracle
Smart View for Officeが開かれ、追加の検索やさらなる分析を実行できます。

図 C-2 データが表示された「ルール・バランシング」画面

配賦トレースでは、アプリケーションの部分同士の関係がグラフィカルに表示されます。

付録 C
解決策とその仕組み

C-3



図 C-3 ノードを含む「配賦のトレース」領域(後方トレース)

ルール・バランシングと配賦トレースを組み合せて使用すると、アプリケーション・
ロジックの検証に役立ちます。

結果
アプリケーションが完了したら、早くデータが必要な場合にはいつでも、数多くの分
析チャートやレポートを作成して表示できます。
次の表に、それを示します。
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表 C-1 Profitability and Cost Managementのインテリジェンス分析機能

タブ 説明 リンク
分析ビュー 分析ビューを

使用すると、ア
プリケーショ
ンのデータベ
ース・キューブ
から取得した
データのセッ
トを見つけて
保存できます。

分析ビューでの作業

「散布分析」グラフ 散布分析グラ
フは、同じメン
バーの 1つの
値を別の値に
対してプロッ
トします。

散布分析グラフでの作業

利益曲線 利益曲線は、利
益性の分析に
役立ちます。
人口ディメン
ション(たとえ
ば顧客や製品)
は、生み出され
る利益の降順
で x軸に表示
されます。

利益曲線の操作

問合せ 十分なセキュ
リティ・プロビ
ジョニングを
持つサービス
管理者や他の
ユーザーは、問
合せを定義し
て、管理レポー
ト、区分利益性
分析、ルール分
析、入力データ
検証のための
データを収集
できます。「イ
ンテリジェン
ス」画面から問
合せを実行で
きます。

「インテリジェンス」パネルからの問合せの実行
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表 C-1 (続き) Profitability and Cost Managementのインテリジェンス分析機能

タブ 説明 リンク
キー・パフォーマンス・イン

ジケータ
キー・パフォー
マンス・インデ
ィケータ(KPI)
は、1つのディ
メンションに 1
つの値を表示
する表示タイ
ルです。たと
えば、前の四半
期のある顧客
の純利益を表
示できます。

キー・パフォーマンス・インディケータの使用

Financial Reporting Web Studioで、レポートを作成して実行し、フォーマットするこ
とも可能です(Profitability and Cost Managementの財務レポートの操作)。

主要概念
運用データを Profitability and Cost Managementに取り込むと、いくつかの利点があり
ます。
それは次のとおりです。
• 一般会計の負荷が軽減され、主な目的である法定 GAAPレポートの作成を行える
ようになります。

• Profitability and Cost Managementは、資金の移動、分類、調整、集約、配賦とい
う最も手間のかかる作業を実行するよう最適化されています。

• 運用の変更に対応するために一般会計にエントリを作成する必要がないため、勘定
科目一覧のメンテナンスが最小化されます。Profitability and Cost Managementで
パフォーマンス元帳ドライバを変更することにより、ビジネスや市場、業界の変化
に迅速に対応できます。

• 元帳のレコードの数値を操作する必要はありません。複雑な変換や配賦は、ベス
ト・プラクティスが反映されたパフォーマンス元帳で行われます。これにより、残
高試算表のアクティビティや照合、データ・ソースのエラーが減少します。

• 法定レポート作成のための連結のみを行うため、一般会計をより迅速にクローズで
きます。

会計の負荷を軽減しながら、管理アナリストも、次のものにより、意思決定や損益の
レポート作成に必要な分析のために、製品 SKUなどの詳細なレベルのデータに関する
レポートを行うことが可能です。
• 透過性と監査性の向上
• 配賦と調整の改良
• 様々なシナリオに基づいたWhat-ifプランニング
• 簡単でコーディングが不要なルールの設計
• 組込みのトレースとバランシング
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この内容に関する詳細は、次のビデオを参照してください。
 一般会計の合理化
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D
ビジネス・シナリオ: IT財務管理

この項のトピックでは、Profitability and Cost Managementと ITコスト計算およびチャージ
バック・テンプレートを使用して、ビジネス・サービス・プロバイダとして、財務データを
モデリングし、ITを分析する方法を説明します。
別のビジネス・シナリオは、ビジネス・シナリオ: Profitability and Cost Managementによる
一般会計の合理化を参照してください。
その他のユース・ケースは、次のビデオを参照してください:

 概要: Profitability and Cost Management Cloudの税移転価格

EPM Cloudによる IT財務管理
Oracle Enterprise Performance Management Cloudは、今日の組織において 1人の CIOが担
う、ビジネスを運営するための支出面の役割と、ビジネスを成長させ、変革するための投資
面の役割の両方をサポートします。
Profitability and Cost Managementにはカスタマイズされたソリューションを、Planningモジ
ュールには Projectsと Financialsを実装し、一般会計のデータを統合することで、IT財務部
門は、EPM Cloudを使用した IT財務管理プランニングでビジネスの戦略的なパートナになる
ことができます。
Profitability and Cost Managementと ITコスト計算およびチャージバック・テンプレートを
使用すると、ビジネス・サービス・プロバイダとして、財務データをモデリングし、ITを分
析できます。(ITサービス・カタログを使用して)組織が提供するサービスや、組織の IT資産
およびリソース(ハードウェアやソフトウェア、従業員など)を定義し、一般会計からデータを
インポートしたら、サービス・コストとチャージバックのルールを定義します。これにより、
資産をサービスにリンクして、IT運用のコストを見極めることができます。この方法でモデ
リングすると、現在のコストを分析して、将来のコストを計画することが可能になります。
ビジネスに必要な場合には、プロジェクトまたは部門にサービス・コストや諸経費コストを
配賦し、各プロジェクトと部門の ITサービスやリソースのチャージバックを決定することも
可能です。
データのフローは、Profitability and Cost Managementで「ルールの管理」を使用してモデル
化します(「ルールの管理」では、データの変更やマッピングのルールを定義します)。勘定科
目やエンティティ、プロジェクト、リソース、サービス、コンシューマを含むディメンショ
ンを使用してデータをモデリングすると、次のことが可能になります。
• プロジェクトへの諸経費の配賦。
• 一般会計データとプロジェクト・データの取得と、リソースまたはサービスへの転送。
• リソース・コストの取得とサービスへの転送(サービスで使用されるサーバーの数など)。
• オプションで、コンシューマへのサービス・コストのチャージ・バック。(モデルでは、
チャージバックかショーバックのどちらかを実行できます。)
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ビジネス・ユーザーは、ルール・バランシングを使用して、ルールと、データに対す
るその影響を確認できます。詳細を表示するには、Smart Viewリンクをクリックしま
す。詳細にアクセスしながら、ルールをステップごとに検証できるため、透過性と監
査性があります。これにより、一般会計以外の運用データにアクセスすることができ、
一般会計に影響を与えることなく、あらかじめ組み込まれた分析機能を使用してデー
タをモデリングできます。
 

 
ルールを定義したら、ITコスト計算およびチャージバック・テンプレートを使用して
作成された 10以上のレポートを確認できます。レポートには次のものが含まれます。
• ITサービス関連の請求 - チャージバック、請求レートおよびドライバが表示されま
す。使用している組織にチャージ・バックするかどうかを選択できます。チャージ
バックを実行する場合は、そのチャージ・バックを一般会計にプッシュできます。
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• サービス・コスト計算 - サポート・ユーザー当たりのコストと、プロジェクトやリソース
の使用量が表示されます。
 

 

• プロジェクト・コスト計算 - 実行とビルド、資本支出と営業費用の分析が可能です。
 

 

Profitability and Cost Managementで ITコストのモデリングとコストの配賦が完了したら、
Oracle Enterprise Data Management Cloudまたはデータ統合を使用してデータを Planning
モジュールに転送し、財務やプロジェクトでさらにプランニングと分析を行います。
Financialsでは、サービスやアプリケーション別に、大まかな IT支出のプランニングを実行
できます。
Projectsでは、より詳細なプロジェクト・プランニングを行ってリソース別に計画を立てるこ
とが可能で、プロジェクトのコストと利益を確認してからプランを送信して承認を求めるこ
とができます。その後、このプランを実際の支出と比較し、ITコスト計算を使用して差異や
偏差を確認できます。
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カスタム・フォームやダッシュボード、ドライバ、ナビゲーション・フローでは、
Projectsを IT用にカスタマイズできます。サービス用にカスタム・ディメンションを
追加し、Profitability and Cost Managementの ITサービス・カタログのメンバーを共
有します。
所属している組織の要件に合うよう、ナビゲーション・フローをカスタマイズします。
 

 
たとえば、Projectsのこのカスタム・ナビゲーション・フローには、次のようなワーク
フローがあります。
• サービス・アプリケーションの IT支出の入力。
• プロジェクトへの IT支出の配賦。
• ITプロジェクトのコストと利益の分析。
• チャージバック・プランニングの実行。
• ダッシュボードでの IT支出の概要確認。
サービス・アプリケーションの IT支出をデータ入力フォームで入力します。
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プロジェクトに IT支出を配賦します。
 

 
プロジェクトの利益を定義することもできます。
IT支出や差異分析を全体的に把握できるカスタム・ダッシュボードを設計します。
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一般会計からデータをインポートして、Profitability and Cost Managementでモデリン
グとコストの配賦を行い、Oracle Enterprise Data Management Cloudまたはデータ統
合を使用してそのデータを Planningモジュールに転送することにより、使いやすい分
析機能があらかじめ組み込まれた IT財務管理システムを作成でき、結果の透過性と監
査性を確保して、IT関連投資の意思決定の最適化と、事業との協調の促進を実現でき
ます。
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ビデオ

目的 参照するビデオ
EPM Cloudによる IT財務管理について学習しま
す。  概要: EPM Cloudによる IT財務管理
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E
カスタム計算ルールの式の構文
カスタム計算ルールの式の構文について

この項では、Profitability and Cost Managementでカスタム・ルールを作成する際に使用する
構文や形式について説明します。
構文は次のようにまとめられています。
• 式の基本的なフォーマットは結果イコール式で、結果 := 式のように、結果と式が:=で分
けられます。

• 等式の左側が結果で、カスタムの計算結果をどこに記述するかを決定するタプルです。

ノート:

タプルは、丸カッコの中でメンバーをカンマで区切ったリストです。

タプルは、1つ以上のメンバーに関する MDX仕様で、2つのメンバーが同じディメンシ
ョンに属することはできません。タプル式の中に記述できるのはメンバー名のみです。
カスタム計算では、メンバー関数を使用できません。結果には、動的メンバーと属性メン
バーは使用できません。結果には、結果ディメンションのメンバーが 1つ含まれる必要が
あります。([STA1120],[Feb])のように、レベル 0またはレベル 0タプルの一部であるこ
とが必要です。結果ディメンションは、「ルール定義」画面の「ターゲット」タブで定義
します。

ノート:

MDXは、XML for Analysis創設メンバーの共同仕様です。使用できる MDX構
文の詳細は、Oracle Essbaseテクニカル・リファレンスの第 7章「MDX」を参
照してください。

• 等式の右側が式で、MDXのシンプルな数値式です。これには、他のメンバー、タプルま
たは定数(任意のレベル)と、実行する数式が含まれます。結果ディメンションのメンバー
が 1つ以上含まれ、レベル 0、上位レベルまたはタプルであることが必要です。
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ノート:

等式のどちら側のメンバーも、大カッコ[ ]で囲む必要があります。
タプルは丸カッコ( )で囲みます。
この等式は、セミコロン;で終了する必要があります。

式では、次のものを使用できます。
– 定数: [STAT1120]:=1;

ノート:

7などの数値定数を定数にすることができます。結果ディメンショ
ンの別のメンバーの値を参照する式にすることも、メンバー・タプル
として表現された値を参照することも可能です。

– 算術演算: [STAT1114]:=([STAT1305],[Rule])*([STAT1307],[Rule]);

ノート:

算術演算には、必ずルール・ディメンション・メンバーを含める必要
があります。

• カスタム計算ルールでは、メンバー名について次の構文フォーマットがサポートさ
れます。
– 修飾なし: メンバー名のみを指定します。
例: [MemberName]

– 完全修飾: メンバーの完全修飾名(FQN)。
例: [Dimension].[Gen2].[Gen3].[Gen4]...[MemberName]

ノート:

カスタム計算ルールを定義する場合のパフォーマンス最適化の詳細は、空の
タプルをスキップしてカスタム計算を最適化を参照してください。

空のタプルをスキップしてカスタム計算を最適化
データ・セットは、きわめて疎になることがあり、空の結果セットが計算されると、
パフォーマンスが著しく低下する可能性があります。
空の結果セットが計算されるのを避けるために、カスタム計算式で
NONEMPTYTUPLEプロパティ句を使用できます。NONEMPTYTUPLEを使用する
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と、システムで計算する対象が制限されます。これを設定するには、空でない場合にのみ計
算されるタプルを定義します。次に、このタプルに適用される単純な数値演算を定義します。
構文
NONEMPTYTUPLEを使用する構文は次のとおりです。
tuple := [NONEMPTYTUPLE (nonempty_member_list)] numeric_value_expression;

ここで:

• tuple -- タプルは、1つ以上のメンバーに関する MDX仕様で、2つのメンバーが同じデ
ィメンションに属することはできません

• NONEMPTYTUPLE -- 計算のパフォーマンスを最適化する際に使用できるオプションのプロ
パティ。これを使用する場合は、nonempty_member_listを使用してこのリテラル・プロ
パティに従う必要があります。

• nonempty_member_list -- カンマで区切った、異なるディメンションの 1つ以上のメンバ
ー名。numeric_value_expressionには、タプルが存在する必要があります。

• numeric_value_expression -- 数値や算術演算子など、単純な MDX数値式
式は、等式の右辺である必要があります。算術演算子のみを使用してください。AND、
OR、IFなど算術演算子以外を使用すると、エラーが返されます。

例:

[UnitCost] := NONEMPTYTUPLE ([TotalExpense], [NetBalance]) ([TotalExpense],
[NetBalance]) / ([Units], [CostPool]);

この例は、次のようになります。
1. タプル([TotalExpense], [NetBalance])を確認します。
2. このタプルまたは交差が空でない(つまり、実際の値が含まれている)場合、次の演算を実
行します。
タプル([TotalExpense], [NetBalance])を取得し、それをタプル([Units],
[CostPool])で除算し、UnitCostを算出します。

3. タプルが空の場合はスキップし、次のインスタンスを評価します。
使用のルール
タプルは、次のように異なるディメンションのセットからのメンバーの組合せです。
([product2], [account5], customer3])
([myactivity], [yourdepartment])

Profitability and Cost Managementのカスタム計算ルールの式に NONEMPTYTUPLEを追加
する要件は次のとおりで、A、B、Cはタプルを表します。
• NONEMPTYTUPLEを使用できるのは、タブルに値があるときのみです。それ以外の場
合、予期しない結果が生じる可能性があります。次の場合を考えてみましょう。
– A=B+C -- Bまたは Cでは、NONEMPTYTUPLEを使用できません。Bまたは Cがない
場合、結果は「なし」になり、これは正しくありません。
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ノート:

NONEMPTYTUPLEを使用して A=B+Cを計算するには、次の 2つの
ルールを使用します。
* ルール 1: A=A+B、Bで NONEMPTYTUPLEを使用
* ルール 2: A=A+C (または A=A-C)、Cで NONEMPTYTUPLEを使用
この場合、Bの値があるときは常にその値が Aに加算され、Cの値が
あるときは常にその値が Aに加算されます。

– A=B-C -- Bまたは Cでは、NONEMPTYTUPLEを使用できません。Bまたは C
がない場合、結果は「なし」になり、これは正しくありません(前に説明した
2つのルールを使用しない場合)。

• タプルの有無にかかわらず結果が同じ場合は、NONEMPTYTUPLEを使用できま
す。次の場合を考えてみましょう。
– A=B -- Bで NONEMPTYTUPLEを使用できます。
– A=B*C -- Bまたは Cで NONEMPTYTUPLEを使用できます。
– A=B/C -- Bまたは Cで NONEMPTYTUPLEを使用できます。

ノート:

まとめると、乗算と除算では NONEMPTYTUPLEを使用しても問題ないとい
うことです。加算または減算の場合、予期しない結果を避けるためには、個
々のケースごとにその使用を評価する必要があります。

カスタム計算ルールの記述の詳細は、カスタム計算ルールの式の構文についてと、そ
こであげられている関連ドキュメントを参照してください。
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